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　多くの叫び声が轟とどろいていた。

　男達の絡からみ合う怒号は野太く、続く女の悲鳴は甲高かんだかい。鉄靴サバトンやブーツからなる無数の足音が入り乱れ、そしてそのすぐ後を、幾重もの怪物の咆哮ほうこうが追っていく。

　巨大な樹木の内部に迷い込んだかのような迷宮内。壁や天井てんじょうに途切れ途切れに付着した苔こけが青や緑に発光し、場を明るく照らし出すその様は秘境と言っていいほど幻想的だった。広い通路が入り組んだそんな大樹のダンジョンの中、美しい風景に似つかわしくない慌ただしさで、大勢の冒険者達が走っている。

　一目ひとめで品質が高いと知れる使い込まれた装備品──武器や防具は上位の冒険者の証だ。彼等らの勇猛ゆうもう振りを物語るように、数々の得物は返り血を浴びてもなお切れ味を保ち、その刃の輝きは色褪あせていない。身に纏まとう防具も同様だ。

　下級冒険者から多くの羨望せんぼうと憧あこがれを向けられる都市の実力者達は、しかし今、逃げ惑っていた。

　彼等ら彼女等らが背を見せる相手は、目も塞ふさぎたくなるような、数え切れないモンスターの大群である。

「何なんだっ、あの数は!?」

「つべこべ言ってないで走れ!!」

　広大な通路を埋めつくすほどのモンスターの大進行。

【ファミリア】の異なった複数のパーティが同時に巻き込まれ、一蓮托生いちれんたくしょうとばかりに退却を強しいられる。申し訳程度に武器の打ち鳴らされる音や矢を射る音が響いていたが、それも夥しい行軍の前に押し潰つぶされた。モンスターの流れをとどめようと必死に交戦していた僅わずかな者達は一人、また一人と背を向けて逃走し始める。

　進路上にいた新たな冒険者パーティも強制的に巻き添えを食らい、悲鳴の数が加速度的に増加していった。

「どっかの馬鹿ばかがモンスターどもを引っ張ってきたのか!?」

　巨大蜂デッドリー・ホーネット、蜥蜴人リザードマン、剣鹿ソード・スタッグ、毒茸ダーク・ファンガス。階層中の種々様々なモンスターが迫りくる光景を顧みて、冒険者の一人が『怪物進呈パス・パレード』──何者かにモンスターを押し付けられたのかと、そのように罵声を飛ばす。それほどまでに敵の数は多く、ともすれば自然発生したとは思えないほどの規模であった。

　まるで鯨波げいはのように、異形の集団が押し寄せてくる。

「最近のこの階層はおかしいぞ……!?　モンスターとの遭遇エンカウントの数が半端はんぱじゃない！」

『中層』の中でも深部に位置する、ダンジョン24階層。

　現階層にもぐり慣れたパーティの冒険者ですら堪たまらず悲鳴を上げる中、周囲の分かれ道から新たなモンスターの一団が姿を現し、世界一過酷な行列パレードのもとへ合流する。凶暴な吠声が冒険者達の耳朶じだにかじり付き、瞬く間に絶叫が折り重なった。

　仲間がやられた！　誰だれか助けてくれ!?　畜生ちくしょう！

　モンスターの群れに呑のみ込まれ、鋭い牙きばと爪つめに引き裂かれる同業者の悲鳴を背に、冒険者達はひた走る。押し寄せる怪物の大群を振り切ろうと、誰もが一心不乱に両足を漕ぎ続けた。

「一体、どうなってやがる!?」

　叫喚を放ちながら、冒険者達は上部うえに繫つながる階段へ駆け込んでいった。




「──24階層でモンスターが大量発生している!!　何とかしろ!?」

　ドンッ！　と。

　握り締められた[image: 拳]こぶしがカウンターへ勢いよく振り下ろされた。

　淡く輝く月夜に包まれた地上、都市の北西部。人気ひとけのなくなったギルド本部の受付窓口にて、ヒューマンの冒険者が激しい形相を作り上げている。

　深夜のロビーに響き渡る怒声に、彼と相対する受付嬢、ミィシャ・フロットは肩を大きく跳ねさせた。

「並みの上級冒険者じゃあ解決できない！　被害は広まる一方だ!!」

「す、すいませ～ん!?　対応を急がせますので～っ」

　相手の剣幕にたじたじとなってしまうミィシャ。

　すっかり夜も更けた時間帯とあって、広いロビーには本日の宿直しゅくちょくを務める彼女を残し、他ほかの職員は誰一人としていない。冒険者の苦情クレーム──貧乏くじを引く形となったミィシャは、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　ギルドの制服に包まれた一五〇Ｃセルチしかない小柄な体を、ぺこぺこと何度も折る。

「もう何人もの冒険者がやられているっ、俺おれ達の仲間つれもだ!?　冒険者依頼クエストなんて悠長なこと言ってないで、強制任務ミッションを出せ！　討伐隊を急がせろ!!」

「は、はい～!?」

　半ば怒鳴り込むように要求を告げた冒険者は、詳細を記した羊皮紙を叩たたきつけて踵を返した。目の前から遠ざかっていく背中に対し、うぅ～、とミィシャは力つきたようにカウンターにもたれかかる。

　しばらく動けずにいた彼女は、提出された羊皮紙を持って、窓口裏側の事務室へ回った。

　別の当直受付嬢に交代を頼み込み、己おのれの作業机デスクに向かう。羊皮紙を置いた後、飲み物を用意しようと一度いちど机から離れた。

「散々だったな」

「班長～っ」

　給湯室に行こうとしていたミィシャは、前からやって来た上司の顔を涙ぐみながら見上げた。線が細い顔付きの犬人シアンスロープの男性は労いたわるように、湯気を上げる木製のカップを手渡す。

「ありがとうございます……うぅ、怖かったぁ」

「冒険者かれらも命懸けだからな。自分達の身に危険が及べば、平静ではいられなくなる」

　両手で持ったカップをすするミィシャは体を縮めながら、それでも上司の言葉に理解を示すように、小さく頷うなずいた。

「声は聞こえていたが、また24階層関連の依頼か？」

「はい。モンスターが一杯出てきてるって……何か知ってるんですか、班長？」

「ここ何日か、似たような依頼がいくつかギルドに出されている。内容は24階層の正規ルート内におけるモンスターの増加……まだ日が経たっていないだけに、上層部じょうそうぶの目にはとまっていないようだが」

　18階層の根拠地リヴィラから『下層』への進攻アタックを繰り返している上級冒険者を中心に、同種の情報が寄せられているとミィシャの上司は説明する。

　ごく最近の動きなので、確たるダンジョンの異変としてギルドが認識していない、重要視できていない、ということも語られた。

　空席が目立つ事務室の中、彼はかけている眼鏡めがねの位置を直す。

「先程の冒険者の様子からして、現場はこちらが把握している以上に深刻のようだ。我々も、重要な案件として受け止めた方がいいだろう」

「そ、そうですねっ。早く上層部うえに報告書ほうこくしょ出さなきゃ～」

　ミィシャは小走りに作業机デスクへ戻り、押し付けられたばかりの羊皮紙の情報を、提出用の別紙べっしに書き写そうとする。

「あ、あれっ？」

　が、そこで、例の依頼書が見当たらないことに気が付いた。

「フロット、お前、まさか……なくしたのか？」

「そ、そんな筈は!?」

　呆あきれ返る上司を横に、ミィシャは慌て始める。

　全く整理されていない作業机デスクの上、山積みになっている書類を両手で持ち上げては覗のぞき込み、くまなく探してみるが見つからない。机の周囲に落ちていないか四つん這いになって探ってみても、結果は同じだった。

　桃色の髪が揺れる彼女の顔から、一筋の汗が落ちる。

「……こ、これはきっとっ、『幽霊ゴースト』の仕業です!?　私がなくしたんじゃありません！」

　床から立ち上がったミィシャは、上司の視線から逃れるように、責任転嫁を行った。

「何を言っている……」

「知らないんですか、班長!?　ギルド本部には昔から出るんですよ、『幽霊ゴースト』が！」

　盛大に胡乱うろんそうな表情を浮かべる上司に、ミィシャはずいっと迫る。

「本部を警備していた職員が、もう何人も目撃しているらしいんです！　夜な夜な現れる、真っ黒なローブを頭から被かぶった謎なぞの影を！　慌てて追いかけてみても、行き止まりで忽然と姿を消してしまうんですって！」

　その小さな体を一杯に使い、何度も身振り手振りをしてまくし立てるミィシャ。

　自身が耳に挟んだ話の数々を、必死に上司へ伝えた。

「一説にはモンスターに殺された冒険者達が亡霊になって、このギルド本部を徘徊しているんじゃないかって……！　私の依頼書もきっとその『幽霊ゴースト』が……！」

　声音まで変えて『幽霊ゴースト』の話をぺらぺらと喋しゃべるそんな彼女を、上司は半眼で見つめる。

　彼はまともに取り合うことなく、小さく嘆息した。

「お前の噂好きには同僚チュールも困っていたぞ。紛失した依頼書は、何としてでも見つけ出せ」

「は、班長ぉ～、私はなくしてないんですよ～!?」

　確かに作業机デスクまで持ってきたんです、と言い訳を続ける。

　背を向ける上司の後を追いかけ、彼女は涙混じりに訴えた。




　ミィシャの叫びが壁越しに響く中。

　無人となっている廊下の先、事務室から離れた暗い物陰の中で、ずるり、と。

　漆黒の影がねじ曲がり、音を立てた。

　次には空間から溶け出したかのように、黒いローブがその場に姿を現す。

「……」

　全身を黒衣に包んだ人物──フェルズは、手の中にある羊皮紙を見下ろす。

　それはミィシャがなくした依頼書だった。いつの間に奪ったのか、『幽霊ゴースト』と噂される張本人は紙を広げて綴られた文字列を追う。

「これは、まさか……」

　24階層、モンスターの大量発生……紙に書き記された情報を拾い上げ、男性とも女性とも知れない声が落ちる。フードの奥で、黙考するかのように沈黙を帯びた。

　間もなく、フェルズは羊皮紙をローブの袖そでにしまい込む。

「……手を打たなければならない」

　呟つぶやきとともに、黒衣は再び影の中へ消えた。

　男神ウラノスの腹心である人物は、誰に気付かれることもなく闇やみの中を暗躍する。




【剣姫】の手によって階層主ウダイオス撃破が成し遂げられた、二日後のことであった。
















「それでは、依存症状はあくまで短期的、ということですか？」

「せや。神酒を飲めなくなって、正気に戻っている子達も大勢いるんやないかな？」

　館の一室で、話し声が交わされている。

　太陽が市壁の奥に消えた夕暮れ時。

　窓の外から空に残る薄明はくめいが見える中、室内ではあるハーフエルフの女性と、女神ロキが、問いと報答ほうとうを繰り返している。

【ロキ・ファミリア】ホーム、黄昏たそがれの館には、一人の客人が通されていた。

　場所は手狭な通路に面した応接間だ。橙だいだいを主とした暖色で彩いろどられ、丸テーブルやソファー、アームチェアが数多く並べられている。古い自鳴琴オルゴールを始めとした骨董品アンティークで溢あふれる部屋は広く、身内の中では談話室としてもよく利用されていた。

　部屋にいるのは四人。

　アイズ、ロキ、リヴェリア、そして訪客であるハーフエルフの女性だ。

　彼女はリヴェリアが連れてきた知人だそうで、ギルド職員らしい。眼鏡めがねと一緒に黒いスーツとパンツを着こなした容姿はアイズの目からも利発そうに見え、何より端麗だった。年齢はアイズより少し上だろう。今はふくよかなソファーに腰かけている。

　彼女は主神のロキに聞きたいことがあったらしく、リヴェリアとともに耳を傾けていた。三人はテーブルを囲み、真剣な声音で話を交わしている。

　──が、この場に同席しているアイズには、彼女達の会話は全く入っていなかった。

（また、謝れなかった……）

　アームチェアの上で体を丸める彼女は、落ち込んでいた。

　純白の部屋着ワンピースに包まれた膝ひざへ顔を半分はんぶん埋めて、盛大と言っていいほど意気消沈している。

　塞ふさぎ込むアイズの脳裏に浮かぶのは、昨夜の光景であった。

　37階層で階層主ウダイオスを倒した後の帰り道、アイズはダンジョンで行き倒れの冒険者──再会を望んでいた白兎うさぎと出会った。不始末によって取り逃がしたミノタウロスから救い出し、そして酒場で傷付けてしまった、あの白髪の少年である。

　気絶している彼をモンスターから護衛し、図らずも謝罪する絶好の好機チャンスを手に入れたアイズだったが……結果は、惨敗。

　脱兎のごとく逃走されるという、非情な現実が彼女を打ちのめした。邂逅ミノタウロスの時と全く同じ、悪夢の再来である。

　──私アイズは、逃げられたのだ！

　──やっとのことで出会えた白兎に、全力で！

　悲しみと言うには生温いほどの衝撃を受け、アイズは失意のどん底に落ちた。派手に項垂うなだれてホームへ帰ってきた彼女の姿に、他ほかの団員は勿論、流石さすがのティオナとティオネもぎょっとうろたえ、声をかけることさえかなわなかったほどだ。

　ただ一人、少年を発見した直前まで同行していたリヴェリアにどうしたのだと問いかけられ、アイズはぽつりぽつりと訳を話した。

『……ちゃった』

『なに？』

『また、逃げられちゃった……』

『……くッ』

　肩を揺らし確かに笑ったリヴェリアを、アイズはどんっ！　と両手で突き飛ばした。

　真まっ赤かになって頰ほおを膨らませると、リヴェリアはいよいよ声を上げて笑い出して、レフィーヤ達エルフを動揺させた。高貴な王族ハイエルフが耐え切れぬとばかりに笑声を上げる光景を、彼女達は目にしたことなどなかったのだろう。アイズだって初めて見た。

（リヴェリアがいけないんだ……）

　ぐすん、とアイズは人知れず泣きべそをかく。

　少年が逃げたのは、彼女が命じた膝枕まくら、あれが原因だったに違いない。

　見ず知らずの他人アイズに膝枕をされ、兎は取り乱すほど仰天してしまったのだ。

　きっと、きっとそうである。全すべてリヴェリアがいけないのである。心の奥では幼いアイズが両手を振り上げて──涙ぐみながら──喚わめいている。

　両膝を抱えるアイズは幼児退行に走り、いじけてしまう。

（……私、怖がられてるのかな？）

　ひょっとしてひょっとすると……と一度考え出せば歯止めは利きかなかった。必死に目を背けていた疑いに向き直ってしまう。

　アイズは巷ちまたでは『戦姫せんき』と畏れられるほど有名である。目の前でミノタウロスをあっという間に八つ裂きにした自分に、彼は震え上がるほどの恐怖を抱いたのではないか。そういえば飛び散った鮮血をまともに浴びさせて、血まみれにさせてしまった気がする。

　後ろ向きの思考が止められない。負の連鎖スパイラルが生じ出す。心の奥底で完成するのは、愛らしいモフモフの白兎が幼いアイズから逃走する悲劇的な構図だった。

　──私アイズは、怖がられているのだ!!

　うにゅう、という音を立ててアイズはしおれた。

「ほれ、アイズぅ。自分、いつまで落ち込んでんねん」

　と、立ち上がったロキが声をかけてくる。

　もう客人との話は終わったのか、アームチェアの上でひたすら落ち込んでいるアイズに歩み寄る。心なし輝きを失っている金の長髪を見て「重症やな」と彼女は苦笑した。

「そや、【ステイタス】更新しよ？　帰ってきてからまだやっとらへんやろ？　な？」

「……わかりました」

　見かねたように提案してくる主神に、アイズはのろのろと頷うなずいた。

　癒いえない傷心を抱えながら、勧められるまま身を委ゆだねてしまう。

「フヒヒ、久しぶりにアイズたんの柔肌を蹂躙したるわ……！」

「変なことしたら斬ります」

「えっマジで？」

　半ば反射的に女好きの主神に釘を刺しながら──その抑揚のない雰囲気にロキが本気で怖気おじけ付きながら──アイズは応接間を後にする。去り際、リヴェリア達に小さく一礼し、ロキに連れられとある別室へ向かった。

　空部屋の一つで、応接間からはそう離れていない。使われていない椅子いすやテーブル、更には『遠征』であまった予備スペアの武器や道具アイテムが押し込まれている。今は倉庫然となっている狭苦しい室内から、ロキは椅子を引っ張り出した。

　それに座らせてもらったアイズは、部屋着ワンピースの背中の留具ボタンを外し、上半身を露出させる。

「んー、今のアイズたん、冗談が通用しないで怖いわー。ホンマ何があったん？」

「……別に……なに、も」

　晒さらされた白い背筋に神血イコルを垂らし、作業に取りかかるロキ。

　微妙に目を泳がせながら、アイズは彼女の質問を躱かわした。リヴェリアには散々さんざん笑われてしまったし、何より今の心境では打ち明ける気にもなれない。

　少年──ベルの、あの真っ赤になった表情が脳裏に蘇よみがえる。首から耳にかけてあますところなく赤くなり、まるで不治ふじの病やまいに罹患したかのようだった。顔色をああまで変えてしまうまで、自分は彼に警戒されている……かもしれない。

　背中で踊るロキの指をどこか他人事ひとごとのように感じながら、アイズは憂鬱ゆううつな思いを引きずってしまう。

「……？」

　ふと、背を伝う指の動きが止まった。

　ぴたりと手を止めたロキに振り向くと、彼女はわなわなと震え始める。

　どうしたのだろうとアイズが思っていると──女神はがばっと顔を上げ、歓声を放った。




「アイズたんＬｖ．６キタァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」




　感情の赴くままの、大音声が打ち上がる。

　ホームの奥まで響き渡る主神の喝[image: 采]に、何かがひっくり返るような、慌ただしい騒音が館の至るところで生まれた。

　うひょー！　と子供のように小躍りする主神を前にしながら。

　少年のことで頭が一杯になっているアイズは、きょとん、としてしまった。
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　アイズ・ヴァレンシュタイン

　Ｌｖ．５

　力：Ｄ555→564　耐久：Ｄ547→553　器用：Ａ825→827　敏捷：Ａ822→824　魔力：Ａ899→Ｓ900

　狩人：Ｇ　　耐異常：Ｇ　　剣士：Ｉ→Ｈ




「これがＬｖ．５の最後の【ステイタス】なー！」

　更新した【ステイタス】内容を流れるように共通語コイネーへ書き換え、ほいっとロキが羊皮紙を手渡してくる。

　軒並み上昇した基本能力値アビリティの中でも、『魔力』はとうとう他たの項目を抜きん出た。【ランクアップ】する冒険者の最終能力ステイタスは大抵がＣかＤ、良くてＢに落ち着く。アビリティの最高評価Ｓに上り詰める者は全くと言っていいほどおらず、十分に誇っていい戦果だ。

　羊皮紙に書き記されている数値を、アイズはぼんやりと眺める。

「【ランクアップ】の特典、『発展アビリティ』も発現可能や！　良かったなぁアイズたんっ、Ｌｖ．５ん時はなーんも手に入んなかったし！」

「……どんなアビリティですか？」

「『精癒せいゆ』や！　あのリヴェリアだけが持っとるやつ！　選べるの一つだけやし、これを発現させてもええやろ!?」

　興奮気味に確認してくるロキに、瞬きを繰り返した後、こくりと頷く。

　昇華が可能であることを告げるアイズの背中ステイタスは、中心から放射状に、そして断続的に波紋が生じていた。朱色の碑文──【神聖文字ヒエログリフ】──が一定間隔で、深く、静かに波立ち発光している。

　待機状態にしている【ステイタス】へ、ロキは早速さっそくとばかりに指を走らせた。

　うきうきわくわくと眷族の昇格ランクアップを喜ぶ主神かのじょとは対照的に、アイズは、いまいちぴんと来ない表情を浮かべる。




　アイズ・ヴァレンシュタイン

　Ｌｖ．６

　力：Ｉ０　耐久：Ｉ０　器用：Ｉ０　敏捷：Ｉ０　魔力：Ｉ０

　狩人：Ｇ　　耐異常：Ｇ　　剣士：Ｈ　　精癒：Ｉ




　滞りなく【ステイタス】の昇華を終えた後、部屋の隅に置いてある姿見を一瞥いちべつする。ロキに翻訳してもらうより先に、アイズは自身の背中を鏡越しに見て、左右反転した【神聖文字ヒエログリフ】を解読してしまった。

　確かに階位を上げたＬｖ．、潜在値エクストラポイントを反映し初期数値化リセットされた能力値アビリティ、最後に新しく発現したアビリティの項目。

　発展アビリティ『精癒せいゆ』の効果は精神力マインドの自動回復。深い休息を取らずとも、『魔法』を行使した側から少量ではあるが精神力マインドが回復していく。極端な話、時間さえあれば精神力回復薬マジック・ポーションが必要なくなるのだ。精神力マインドの消費が激しい魔導士ならば、泣いて喜ぶ『レアアビリティ』の一つである。この能力を習得している者は、リヴェリアくらいしかアイズは知らない。

　アビリティ発現の起因は、恐らく、長年にわたる魔法エアリエルの連続行使の賜物だろう。

　全ての能力項目も含め、アイズが積み重ねてきた【経験値エクセリア】──不断の努力が実を結んだ結果だ。

「なんや、階層主ウダイオスを一人で倒したんか。そりゃ【ランクアップ】もするわ」

　アイズが遂げた『偉業』をロキは知らなかったらしい。リヴェリアからまだ直接聞いていないのなら、そうなるのだろう。アイズ自身はずっと塞ぎ込んでいたのだから。

　本当に危なっかしいことするなー、とこちらの頰をブニブニと指でつついてきたロキは、それでも「おめでとうアイズ」と素直に祝福した。

　一方で、服を着たアイズは、傍目はためから見ても心ここに在らずといった感じで「……うん」と頷く。

「……せっかくの昇格ランクアップやのに、浮かない顔しとるなぁ」

　小首を傾かしげるロキに、そのように指摘されて、アイズも気付く。

　やっと叶かなった【ランクアップ】にもかかわらず、大して心に響いていない。

　強さを求め、あれほど念願だったというのに。この時を待ち望んでいたというのに。

　今だけは、アイズの強さへの渇望は薄れていた。

　この一瞬だけは、アイズは強さへの執着を忘れられていた。

　何故なぜだろう、と自分でも不思議に思っていると……頭の片隅にちらつくのは、全力疾走していく少年の後ろ姿。

　うっ、とアイズの心が疼いた。

「……今のアイズには、強くなることより気にかかることがあるみたいやなー」

　悄然とする彼女の横顔を見つめていたロキは、どこか嬉うれしそうに笑った。

　顔を上げたアイズは笑いかけてくる主神を一度見やって、黙考する。

　……否定できないかもしれない。

　あの少年と出会ってからというもの、時間があれば彼のことを考えているような気がする。今も少年との触れ合いで一喜一憂している状況だ。

　どうしちゃったんだろう、とアイズは胸に手を当てて考え込む。

　戸惑いとは異なった、素朴な疑問が彼女の中に生まれた。

「──はっ!?」

　そんなアイズの様子を微笑ほほえましそうに見守っていたロキは、突如とつじょ、肩を震わせる。

「ま、まさかっ、恋煩こいわずらい!?　アイズたん、男なんか!?」

「……？」

　血相を変えて迫るロキの言っていることがよくわからず、首を傾げるアイズ。

　その神意を理解できなかった彼女は、これは例の主神の『発作』だと捉とらえた。女好きの主神はたまによくわからないことをのたまうのだ。騒がしい声を左から右に受け流す。

（これから……どうしよう）

　とにもかくにも、気が重い。

　少年にきちんと謝罪できる日は、やって来るのだろうか。

　勝手に一人で盛り上がるロキの騒がしい声を背にしながら。

　逃げ去る白兎の横顔を再び思い出したアイズは、もう一度、しょんぼりとした。
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　アイズがＬｖ．６に至った夜から次の日の朝、【ロキ・ファミリア】ホームでは彼女の【ランクアップ】の話題で持ちきりになった。

　派閥幹部である孤高の少女の偉業に、多くの団員は畏怖と賞賛を口々にし、興奮で頰を彩る。当の本人はというとドンヨリとした空気を背負い、話しかけられても碌ろくな反応を示さず早々に──ふらつきながら──朝の大食堂から姿を消したが、女性団員を中心にした下位構成員達は彼女が消えた後も色めき立った。男性団員達も燃えるような口振りで熱く称え合う。強く美しい【剣姫】の存在は、これまで以上に【ロキ・ファミリア】の憧あこがれと、誇らしさの対象になりつつあった。

　一方で、アイズに近しい者達の中では悔しがる者も多かった。狼人ウェアウルフの青年は不機嫌そうに肉を食い千切りながら興奮して話しかけてくる男性団員ラウルを蹴飛けとばし、女戦士アマゾネス姉妹の妹は「先に行かれたー!!」と体全体で悔しがって「やかましい」と姉をげんなりさせる。彼女達の側では後輩であるエルフの少女が紺碧色の瞳ひとみを揺らしながら、様々な思いを募らせていた。

　朝から騒がしさが途切れない、そんな団員達を尻目しりめに。

　派閥の首脳陣は、朝食後、首領の執務室に集まっていた。

「アイズもとうとうＬｖ．６になりおったか」

「あの娘こに触発され、ティオナ達もすぐに続くだろうな。……アイズのように無茶をやらかさなければいいが」

「はは、まぁ周囲の士気が上がるのはいいことだよ」

　ドワーフのガレス、エルフのリヴェリア、小人族パルゥムのフィンが順々に言葉を交わす。

　フィンの執務室は複数の尖塔が固まってできたホーム、その真北の塔に位置している。大きな本棚や暖炉がある室内で、フィンは己おのれの執務机につき、リヴェリアは壁際にたたずみ、ガレスは木製の丸椅子スツールに腰を落としていた。

「フィン達もうかうかしておれんとちゃう？　古参の面子を潰つぶされんようにな～」

　そして、もう一人。

　にやにやと面白おもしろがるように、女神が朱色の瞳で彼等のことを見回した。

　黒檀こくたんでできたフィンの執務机の上に腰を下ろす主神に、眷族達は瞑目めいもくや苦笑など、それぞれの反応を返す。

　ロキは、背後の壁にかけられた道化師トリックスターの旗エンブレムとそっくりの、滑稽な笑みを浮かべた。

「じゃ、そろそろ始めようか、極彩色の『魔石』にまつわる話。最近どたばたしとったし、詳しい情報を交換しとこ」

　行儀悪く机の上に乗りながら、ロキが告げる。

　彼女の言葉通り、フィン達が集まったのは近頃ちかごろ多発している事件──食人花のモンスターを始めとした騒動の情報を共有するためだった。安易に野放しにしておくことはできないほど、最近の都市オラリオには不穏な動きが表面化しつつある。

　身内ファミリアの者にも被害が及んでいる一連の事件に、ロキ達は本腰を入れて向き合い始めた。

「極彩色の魔石……50階層の新種と、フィリア祭に出てきたと言っとった、食人花じゃな」

「この二種類のモンスターの関係は今は置いておくとして……地下水路の方はどうだったんだい、ロキ？　ベートと一緒に向かったんだろう？」

　ガレスの後に、フィンが声を続ける。

　ロキは少年の顔を肩越しに瞥見し、問いに答えた。

「モンスターは出てきおったけど、碌な手がかりは見つけられんかったなぁ。胡散うっさん臭い男神おとこには面倒事を押し付けられるし……」

　使用された形跡がある旧地下水路、食人花モンスターが出現した大貯水槽、そして調査の延長線上で遭遇そうぐうした男神ディオニュソスと、彼が提供した情報。

　十日前、ベートとともに地下水路で見てきたものを話すロキは、最後にギルドへ侵入しウラノスと接触したことを語った。

「ギルドは白と見ていいのか？」

　怪物祭モンスターフィリアも含め、地上に運び込まれている食人花のモンスター。方法も定かではないが、このモンスターの地上進出にギルドが関わっている可能性はないのか、とリヴェリアはロキに尋ねる。

「なんかは隠してそうやけど、今回の騒動には直接関係してないような気はするなぁ……」

　勘やけど、とロキは根拠のない神おのれの直感を告げる。

　主神ロキがそう言うのならそうなのだろうと、フィン達は長い付き合いからくる信頼を覗のぞかせながら納得を示した。

「んじゃ、フィン達の方は？」

　役を交替し、今度はフィンとリヴェリアが説明する側に回る。18階層『リヴィラの街』で発生した殺人事件と、食人花の大群による強襲だ。

　事件の元凶と判明している赤髪の、調教師テイマーの女。第二級冒険者ハシャーナを殺害してのける第一級冒険者並みの実力者であり、アイズをも圧倒した。街にモンスターを呼び寄せたのも彼女の仕業だ。

　そして女の狙ねらいだったのが、ハシャーナが謎なぞの依頼人クライアントから指示され持ち帰ったとされる、不気味な胎児の『宝玉』だ。

「モンスターを変異させる、とは……にわかには信じられんのう。あの50階層の女体型モンスターも、その宝玉とやらで生まれ変わったということか？」

「恐らくはな。アイズとレフィーヤしか目撃した者はいないが……」

「うちはその調教師テイマーの女っちゅうやつの方が気になるなぁ。フィンとリヴェリアの二人がかりでようやく辛勝かったって……フレイヤんとこの【猛者オッタル】やないんやから。まともに戦やっても勝てそうか、フィン？」

「負けるつもりはない……とは言いたいけど、真正面からやり合いたくない相手であることは、確かかな」

　髭ひげをさするガレスにリヴェリアが、机の上で胡座をかくロキにフィンがそれぞれ答える。

　複数の食人花に寄生した『宝玉』は超大型のモンスターへと変貌した。外見は50階層に出現した爆粉ばくふんと腐食液を撒まき散らす女体型と酷似している。『宝玉』についてわかっているのは殺されたハシャーナが30階層で収拾したということくらいで、他の情報はようとして知れない。

　一方、ロキはフィンの敵への見解を聞き、口をへの字にする。Ｌｖ．６のフィンとリヴェリアと恐らくは互角……調教師テイマーの女もまた、迷宮都市オラリオでも屈指のＬｖ．６である可能性が高い。

　どこの派閥の者もんや、と皆目かいもく見当がつかない相手にロキは声を漏もらす。

「……これは、先日アイズに聞き出したばかりなのだが」

　おもむろに、リヴェリアが切り出す。

　階層主ウダイオスを撃破した直後にようやく聞き出したと前置きをし、言葉を継いだ。

「調教師テイマーの女は、あの娘このことを『アリア』と呼んだそうだ」

　その発言に、フィン達のみならずロキも目を見張る。

　表情を真剣なものに変え、フィンがリヴェリアに問いただした。

「間違いないのかい、リヴェリア？」

「ああ。アイズの魔法かぜを見て、直後のことだそうだ。そこからは執拗にあの娘このことを襲い続けた」

　まるで探し物が見つかったかのように──とリヴェリアは付け足す。

　アイズの【エアリエル】に反応し、『アリア』という単語を紡つむいだという報せに、ロキとフィン達は一様に口を噤んだ。

　──敵の狙いにはアイズも含まれているのか？

　フィン達の思考に同一の疑念が芽生える。

「……儂等わしら以外に、アイズの身の上を知る者がおるとは考えられんぞ」

「しかし、それでは何故、アイズの母親の名を相手が知っている？」

　この場にいる四人しか知り得ないと眉まゆをひそめるガレスと、リヴェリアのやり取りを横目に、フィンはロキを見た。

「ロキ、神々の中でアイズの事情を知る者は？」

「……それこそ気付いておるのは、ウラノスくらいやろうなぁ」

　その言葉を聞き、フィン達は主神のもとに半眼を向ける。やはりギルドが一番怪しいのではないか、という訴えが彼等の視線には乗っていた。

　汗を流すロキは、待って待って、と両手を上げて子供達の疑いを制する。

　ひとまず、ギルドへの疑いは保留となった。

「でも、アイズを『アリア』と呼んだ……母親と間違えたのは気になるな」

　調教師テイマーの女も少女アイズの実状を把握しているわけではないのかもしれない、と団長フィンは推測する。

　一理あるか、と周囲もその意見を視野に入れた。

「……仮に、敵がアイズの正体を知っていたとして、狙いはなんだ？」

　リヴェリアの唇から、問いかけが落ちる。

　答えられる者はいなかった。入手した情報は断片的で、点と点を線で繫つなげることができない。更に仲間アイズの事情も関わっているということもあり、無闇むやみな結論を急ぐことはできなかった。

　場に沈黙が落ちる。

「もう一つ、気にかかることがある」

　不意に、フィンが口を開いた。

「調教師テイマーの女は、僕達のことを知らないようだった」

「どういうことじゃ？」

　ガレスに問われ、フィンは視線をリヴェリアに移す。

「覚えているか、リヴェリア。交戦した後、調教師テイマーの女がこちらに向かって言った言葉を」

「……あれか」

　フィンの言葉に、十日以上も前の戦闘の記憶をリヴェリアは振り返る。

　──『第一級……Ｌｖ．５、いや６か』

　フィンとリヴェリアが連携して一撃を与えた後、調教師テイマーの女は確かにそう言った。

　戦闘を通じてフィンやリヴェリアをＬｖ．６と認めたと思われる発言。裏を返せば、[image: 拳]こぶしを交えるまでフィン達の実力が、情報が、相手の知識にはなかったということになる。

　都市に名を轟とどろかせている、第一級冒険者達の情報をだ。

「あー、そういうことか。うちの【ファミリア】の名前は大勢おおぜいに知られとる、それこそ山と海も越えて、世界中のもんにもな。第一級冒険者フィン達だったらなおさらや」

「ああ。自慢じゃないけど、都市に身を置く者、そして都市外の者でさえも、僕達のことを知らないというのは考えにくい」

　ロキの声にフィンは頷く。

『世界の中心』とも謳われる迷宮都市オラリオの情報は常に世人の注目の的だ。そんなオラリオが誇る最強戦力の第一級冒険者、とりわけ都市の最上級トップクラス──『頂点』を除いた最高位──に君臨するＬｖ．６の名声はとどまることを知らない。

【勇者ブレイバー】フィン・ディムナ、【九魔姫ナイン・ヘル】リヴェリア・リヨス・アールヴ。名だたる両名の情報を持ち得ていないというのは、一介の冒険者であるならまずありえないことだ。

　世間によっぽど関心がない、というのも言い訳としては苦しいだろう。

「大量のモンスターを手懐てなずけ、一般的な知識には疎うとい……まるで」

　そこまで言葉を続けたフィンは、口の動きを止めた。

「まるで、なんだ？」

「……いや、何でもない。忘れてくれ」

　続きを促すリヴェリアに、首を横に振る。

　絵空事に過ぎないと自嘲するように、フィンは自らの考えを切り捨てたようだった。

　彼は軽い吐息をこぼしつつ、椅子に深く座り直す。

「……ロキの地下水路の件といい、敵の姿はおろか輪郭すらはっきり見えてこんのう」

「そうだね」

　ぎしりと椅子を鳴らすガレスに、フィンは認めるように頷いた。ふぅむ、とロキもほっそりとした顎を指先でいじる。

　一旦いったん、部屋から会話が途切れた。

「……アイズ本人からも、話を聞いておきたいな」

　しばらくして、フィンがそう呟つぶやく。

　彼は執務机に備わった引き出しを開け、とあるハンドベルを取り出した。

　派手なリボンが結ばれ、把手ハンドルはどぎつい赤に染まっている。フィンはそれを右手で持って軽く振った。リンリンリン、と呼び鈴の音が響くと……秒を待たずドドドドドという駆け足の音がホームを震わせ、執務室に近付き、次にはバンッと扉が開かれた。

「──お呼びですか、団長!?」

　現れたのは、顔を輝かせるティオネだった。

　彼女に贈られた──押し付けられた──呼び鈴で本人を召喚したフィンは、淡々と用件を伝える。

「アイズを探してきてくれないか。レフィーヤ達の手も借りて、ここへ連れてきてほしい」

「お任せ下さい!!」

　嬉しそうな表情で快諾し、勢いよくその場から姿を消すティオネ。開けっ放しで放置された扉を、リヴェリアが無言で閉め直す。

　鳴らせばどこからでも女戦士アマゾネスが駆け付けてくる呼び鈴に「便利じゃの……」とガレスが呟くと、「まぁね」とフィンは乾いた笑みを浮かべた。

「んー、じゃあアイズが来るまで暇やし、今度の『遠征』についてでも話しとくか」

　よっ、と言ってロキが執務机の上から下りる。

　次回の『遠征』──【ロキ・ファミリア】のダンジョン『深層』における未到達階層の開拓は、既に二週間を切って十一日後に迫っていた。

　主神の提案に、フィン達は異議を唱えることなく賛成する。

「神ヘファイストスと話はついたかい、ロキ？」

「おー、鍛冶師スミスを連れていきたいっちゅう、あれな。ばっちしや。『深層』の武器素材ドロップアイテムを回すっちゅう条件付きやけど、ファイたんは呑のんでくれたで」

　予定の微調整と確認を進めていく中、フィンが発した問いに、ロキは問題ないと指で輪を作る。

　以前の『遠征』では芋虫型のモンスターの腐食液によって、装備品とその予備スペアがことごとく溶かされ、敵を退けた後には探索続行不可能なほどの武装不足に陥おちいってしまった。撤退を余儀なくされた前回の経験を活かし、武器を修復できる鍛冶師スミスの同行を求めたいフィンは、他【ファミリア】への協力依頼をロキに頼んでいた。

　フィンが指定した相手は鍛冶の大派閥、【ヘファイストス・ファミリア】。

　鍛冶の腕は勿論、並みの上級冒険者以上の戦闘能力を持つ上級鍛冶師ハイ・スミスがごまんと所属している。彼かの派閥の団員ならば、『深層』で事故アクシデントに見舞われても自分達の足を引っ張らないだろうという判断からだった。

「鍛冶師スミスが武器を整備すれば、同じ主武装えもので戦い続けることができる……予備スペアの必要がなくなるな」

「ああ、浮く荷物の容量の分は、全て『魔剣』にあてる。ガレス、手配の方は？」

「おう、済ませておいたぞ。都市中の武器屋に当たって、三十振りほど、全て上等もんじゃ。今日きょう受け取ってくる」

『魔剣』は武器破壊を招く芋虫型の体液の接触──直接攻撃を避けるための対策だ。

　魔法と同効果の砲撃が瞬時に行える特殊武器で遠距離攻撃を仕掛けるのである。再び芋虫型の群れと遭遇エンカウントするかは不鮮明だが、最悪を想定して準備だけは整えなくてはならない。

　これら『魔剣』は下位構成員達に装備させ、主に拠点ベースキャンプの防衛に務めさせる。

「後は……リヴェリアとアイズを除いた主戦力に、『不壊属性デュランダル』の武器を用意する」

　前回の『遠征』の中で、武器を溶かす腐食液に唯一ゆいいつ効果を上げ続けたアイズの不壊剣デスペレート。

　彼女の得物と同種の特殊武装スペリオルズを、魔導士であるリヴェリア以外の第一級冒険者達に装備させるとフィンは口にする。

　これも例の新種モンスターへの対策だ。差し当たってあの芋虫型を往いなさなければ未到達階層進出はありえない、と彼は断言した。

「『魔剣』と人数分の特殊武装スペリオルズ……ははっ、わかっとったけど、こりゃ相当そうとう金が飛ぶなー」

『魔剣』はもとより、『不壊属性デュランダル』の特殊武装スペリオルズは途方もなく高額だ。

　リヴェリアとアイズを除いたとしても、フィン、ガレス、ベート、ティオナ、ティオネの五人分の武装を準備すれば、前回の『遠征』で稼いだ利益は間違いなく消え失せる。それどころか、これまで貯めてきた【ファミリア】の資産も際どいところまで切り崩すだろう。

「すまない、ロキ」

「眷族フィン達に全部ぜんぶ任せとるのはこっちや、好きにしたらええ……それに、博打をするならトコトンつぎ込む方が、うちの好みや」

　大々博打ハイリスク・ハイリターンこそが探索ダンジョン系【ファミリア】の醍醐味であり、同時に『遠征』の常則であると、ロキは愉快げに告げる。ダンジョンに関連する総指揮を一任しているフィンに向かって、彼女はけらけらと笑い返した。

「しかし……そうなると、調教師テイマーの女の動きは気になるな」

　話し合いの中、ふとリヴェリアが言う。

　アイズに関心を示していることが事実だとしたら、何らかの反応を示す可能性がある、と。

　もし『遠征』の進行中に食人花の群れを率いて襲撃されでもしたら手に負えない──彼女はそんな懸念を言外に伝えた。

「ンー……確かに今回の『遠征』を見送るのも、一つの選択肢かもしれないけど」

「今更いまさら中止、なんて言い出せば、ベートかティオナ辺りがうるさそうじゃのう……」

　アイズが昇格ランクアップしたばかりだから尚更、とフィンの言葉を引き継いでガレスが嘆息する。

「それに、極彩色の『魔石』について、遠征先で何か手がかりが摑つかめるかもしれない」

「ふむ……」

「ひとまず、準備だけはこれまで通り進めていく、ということでいいんじゃないかな」

　食人花の出現階層は未いまだに判然としていないが、芋虫のモンスターは50階層近辺を根城にしているのは間違いない。情報収集のためにも『遠征』を敢行する価値はあると説くフィンに、リヴェリアもわかったと頷いた。

　そして、話が区切りを迎えると、ちょうど部屋の扉がノックされる。

『団長、ティオネです。よろしいでしょうか？』

「おっと、来たようだね」

　ドア越しに響く声に、フィンが入ってくれと返す。

　執務室の両扉が開くと、果たしてそこにいたのはティオネとティオナ、レフィーヤだった。

　しかし、連れてくるよう頼んだ肝心のアイズの姿はない。

「あれ、アイズたんは？」

「えーっと……」

　ロキの質問に、ティオナが視線を横に逸そらす。

　彼女を探しにホームを回っていたのだろう三人は、ばつが悪そうな顔をしていた。

　やがておずおずと、レフィーヤが代表して口を開く。

「ダンジョンに、行ってしまったようです……一人で」


『…………』



　申し訳なさそうに告げられた言葉に、沈黙する【ファミリア】首脳陣。

　顔を見合わせたフィン達は、はぁ、と溜息ためいきをついた。

「ダンジョンから帰ってきたばかりだと言うのに……」

「随分と塞ぎ込んでおったようじゃが、気晴らしにでも行ったか？」

　階層主を撃破した長期探索から帰還して、まだ中一日しか空いていない。憂うれえるリヴェリアとともにガレスも呆あきれた顔を浮かべる。

　参ったね、とフィンは苦笑した。

「話し合ったばかりのせいもあるけど、少し心配だね」

「杞憂のような気もするがのう……Ｌｖ．６にもなったんじゃし」

「そもそも当てがなければ、追ったところで広大なダンジョンから見つけ出せる保証もない。アイズのことだ、単独で『中層』までは行くだろう……全く」

　先程まで話題に挙がっていた、調教師テイマーの女がフィン達の頭に浮かぶ。

　神経質になっていることを自覚しつつも、ほんの少々、アイズのことを案じてしまう。

「まぁ、もし気になるんやったら、ベート辺りにそれとなく探すよう言っとけばええんとちゃう？　ダンジョンに行こうとしとったで、あの負けず嫌いも」

　ロキが横から助言を寄せる。

　アイズの昇格ランクアップを受けてじっとしていられなくなっているベートの話を聞き、フィン達もその辺りが妥当かと決めた。嗅覚が優れた獣人ならば──流石にモンスター等らの異臭が充満した迷宮では見込みは薄いが──匂においを辿たどれるかもしれない。

「あとなぁ、フィン。ギルドにはバレんように、地下水路の方を調べてもらってもええか？」

「さっき言っていた、例の下水道かい？」

「そや、前に行った時は隅々まで調べられたわけやないし」

　こちらを見上げてくるフィンに、「遠征先に手がかり探しに行っといて、実は足もとに転がってましたー、っていうのも嫌やろ？」とロキは言う。

「うちがいると足あし引っ張るし、指揮しき、任せてええ？」

「ンー、わかったよ。せっかくだし、今から行ってこよう」

「すまんな。広いから人数にんずう連れていって構わん。ただ、魔法使いの子はあまり抱えん方がええかもしれん」

『魔力』に反応する食人花との遭遇エンカウントを予想しての忠告に、フィンは了承した。

　椅子から下りた彼は、部屋の前で置いてきぼりを食らっているティオナ達に声をかける。

「ティオナ、ティオネ。今から都市の下水道を調査する、付き合ってもらうよ」

「はい、お任せを！」「何かよくわかんないけど、わかった！」

　魔導士を除き、手の空いている者を集めろ、という指示に双子の姉妹は駆け出した。

「私達も『遠征』の準備に取りかかるか」

「うむ。儂は下っ端どもを連れて、発注した『魔剣』を受け取ってくる」

　ぞろぞろと人が出払っていく執務室。

　気が付けば、部屋にはロキとレフィーヤのみしか残っていなかった。

「あ、あれ？　えーと、私は……」

「んー、レフィーヤは、うちとお留守番でもしよか」

　にかっと笑うロキに、置いていかれてしまったレフィーヤは、「あぅ」と首を前に折った。
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　高く堅牢な市壁に囲まれたオラリオは、一見すると檻おりのようにも見える。

　事実、『古代』から歴史を持つ千年来の都市の構造は、ダンジョンから溢れ出るモンスターの防波堤を念頭に置いてのものだ。華やかな都市の中心地、天を衝く美しい白亜の巨塔に背を向ければ、周囲にはどこまでも続く石壁が街と人々を外界から隔離している。分厚い障壁の内側に閉じ込めて見下ろしてくる市壁の威容に、まるで巨大な牢獄のようだ、と初めて都市を訪れた者達は呟くと言う。

　だが、その実、市壁に囲まれたオラリオの街は、いかなる都市よりもいかなる国よりも富み栄えている。

　海を間近に置く南西の汽水湖から、無数に延びて整備された大草原の街道から、様々な他地域たちいきの産物が輸出される魔石製品と入れ替わるように都市へ流れてくる。ダンジョンという名の潤沢な資源を有するオラリオに、世界中の人と物が集まってくるのだ。

　都市南西部に置かれた交易所を経由して、今日も多くの品々が街中へと出回っていく。移動の激しい馬車の積荷から下ろされ通りの店先に並ぶ珍しい食料品、宝飾品、そして武器と防具の数々に、都市の住人や旅人達は喧騒を絶やさない。

　巨大な市壁に見守られながら、迷宮都市は活況を呈していた。

「……」

　そんな街の活気とは裏腹に、アイズは一人、肩を落としていた。

　腰に帯剣している《デスペレート》が彼女の重い歩みに合わせて不規則に揺れている。

　大通りの雑踏に囲まれるアイズの足は、都市中央、ダンジョンに向かっていた。

　長期探索等とうですっかり消費した道具アイテムを摩天楼施設バベルのテナントで購入ほじゅうし、それからダンジョンにもぐってしまおうと考えている。昨日から気落ちしっぱなしのアイズだが、このまま落ち込んでいるのも不毛のように思えたからだ。なけなしの意思を総動員して、ホームに閉じこもろうとする己の体を引きずり出したのである。

　昇格ランクアップもしたのだ、意識をしっかり切り替えなくては、更なる高みを目指さなくては……そう心と体に念じるも、やはり気が晴れない。

　既に遠く離れたホームではロキ達がアイズの外出に気付いた頃ころ。

　凛々しい【剣姫けんき】の顔は鳴りをひそめ、悩み事を抱えるただの少女が、剣と鎧を纏まとって迷子のように道を行く。

（……何で、こんなに落ち込んでいるんだろう）

　二回目、だからだろうか。逃げられるのが。

　これまで何なんと噂されようが周囲の評判など気にもとめなかったというのに……あの白兎に恐れられているだろうことが、酷く悲しい。というより、きつい。

　まさに可愛かわいらしい小動物を撫でようと近付き、逃げられてしまう例の感覚に近いかもしれない。

　あの深紅ルベライトの瞳には、自分がミノタウロス以上の魔物モンスターのように映っているのだろうか。

　自分でした想像に、アイズは更に落ち込んでしまった。

（……お日様が、眩まぶしい）

　しみじみと、胸の中で呟く。

　晴れ渡る空の下、日差しを浴びながら多くの者達がメインストリートを歩いている。物々しい装備に包まれた冒険者の姿も少なくない。周囲から羨望せんぼうや好奇の視線を向けられているのにも気付かず、アイズは人波に交じりながら大通りを南下していった。

　広い通りが一段と開けた先、都合八本のメインストリートが合流する中央広場セントラルパーク。西から、東から、南から、続々と冒険者が円形の大区画に足を踏み入れる。

　北のメインストリートからやって来たアイズも広場に入り、白い巨塔『バベル』を目指す。

　そして、しばらく歩を進めていた時だった。

「あ」

「……？」

　昨夜さくや見知ったばかりの女性──ホームに訪れていたハーフエルフの客人と、ばったりと出くわしたのは。
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『バベル』地下一階。

　ダンジョンに通じる大広間で、床の中央では唯一である地下迷宮の出入り口──直径一〇Ｍメドルの『大穴』が口を開けている。

　円形の広間には長く太い柱が等間隔で並んでおり、頭上には本物と見紛うような美しい蒼穹の天井てんじょう画が広がっていた。

　この場所は地下迷宮と地上を区切る境界線だ。地中深くに続く壮大なダンジョンを冒険するため、日夜にちや冒険者達が出入りを繰り返している。今も数え切れない亜人デミ・ヒューマンで溢れ返っており、サポーターを引き連れて『大穴』の中へと入っていく。

　常時じょうじ解放されているこの迷宮の入り口に、金髪金眼の剣士が塔の階段を下って現れる。大勢の冒険者達を抜き去りながら、アイズは一人『大穴』へと向かった。

　そんな中、きらり、と。

　蒼穹の天井画に埋め込まれた極小の青玉が、密ひそかな輝きとともに彼女の姿を追った。




「──好機チャンスだ」

　暗闇に閉ざされた室内。

　台座の上に置かれた水晶を見下ろし、黒衣の人物──フェルズは呟いた。

『バベル』地下一階天井画てんじょうがの青玉と同じ輝きを放つ水晶には、『大穴』に設けられた螺旋階段を下るアイズの姿が映し出されている。

　ダンジョンに一人で進入する少女の姿を凝視し、フェルズは動く。

「行くよ、ウラノス」

　翻ひるがえった黒衣が、闇の奥へ消えた。
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　アイズは依頼を引き受けた。

　と言っても、真っ当な冒険者依頼クエストではなく、報酬も見返りもない個人的な申し入れだ。

　依頼主は昨夜の客人のハーフエルフ。

　中央広場セントラルパークで出会ったギルド職員──名前はエイナ・チュール──が私的に頼み込んできた依頼の内容は、『少年ベル・クラネルを助けてほしい』というものだった。

　彼は今、厄介事トラブルに巻き込まれつつあるらしい。少年の担当官アドバイザーを務めている彼女は体裁を捨て知り合ったばかりのアイズに懇願してきたのである。

　アイズは彼女の願いを聞き入れた。アイズもまた、彼女と同じように少年を助けたかったからである。そして伝えなければいけない言葉もあったからだ。

　少年は既にダンジョンにもぐっていると言う。詳しい現在地はわからない。広大な迷宮からたった一人の冒険者を見つけ出すため、アイズは己の強脚を解放し、趨走しゅそうした。

「──あのっ、白い髪の男の子を見ませんでしたか？」

「おわぁ!?」

「えっ、け、【剣姫けんき】!?」

　アイズに話しかけられた獣人の冒険者が、パーティの者達と一緒に仰天する。

『白髪に深紅ルベライトの瞳』という特徴を伝え、見ていないと返答されると、彼女はまた直ちに走り出した。第一級冒険者たかねのはなに話しかけられ呆然ぼうぜんと動けないでいる、下級冒険者達を残して。

　新米冒険者ベル・クラネルの探索拠点は当然『上層』。

　限られた上級冒険者が攻略する『中層』以降とは異なり、『上層』の階層域は数多い下級冒険者の領分だ。幸い人は沢山おり、迷宮の規模自体も下部階層と比べれば格段に小さい。情報収集はまだ容易であった。

　少年を目撃した者はいないか、アイズは冒険者を見つけては、片っ端から聞き込みを行なっていく。

「白い髪のヒューマン……そういえば、見たような気がする」

「本当ですか？」

「あ、ああ……朝早くからいて、確か、サポーターと一緒に８階層の方に……」

　Ｌｖ．６の走力によって各階層の隅々をあっという間に走り回り、問い尋ねること数十回。

　少年を見かけたと言う冒険者を何人か発見し、アイズは少年の足跡そくせきを摑み始めていた。目撃情報をひたすら追い続けて、どんどんと階層を下っていく。

　気付けば、アイズは９階層までの道のりを走破していた。

　少年が階段を下っていったのを見た、という新たな情報を聞き、更に次階層へ向かう。

　──10階層？

　ここまで必死に捜索を続けていたアイズの胸に、疑問が生じる。

　怪物祭モンスターフィリアが開催されたあの日、脱走した格上モンスターを少年が倒したと聞いた時も、同じ違和感を覚えた。

　アイズの知る少年は駆け出しの冒険者だ。約二十日前、ミノタウロスに殺されかけていた彼の動きや身体能力は、冒険者の中でも底辺に位置すると言ってもよかった。

　にもかかわらず、何故そんな未熟な冒険者が12階層まで存在する『上層』の深部──10階層まで辿り着けているのか。依頼主エイナに聞いた話によれば、少年は頼る仲間もいない単独ソロの筈だ。

（……成長、した？）

　この短期間の内に？

　当時のアイズでも、一人で辿り着くまで半年以上はかかったこの10階層に、たった二十という日数で進出するまでに？

　それは──ありえない。

（速過ぎる──）

　いくらなんでも荒唐無稽こうとうむけいだ。

　そんな冒険者は、聞いたことがない。

　だが、それならばどうして少年はこんな深い階層まで──と、そこまで考えたアイズは頭を振った。今はそのような思考に囚われているべきではないと、己を叱咤する。

　階層間を繫ぐ階段を駆け下りながら、氷解しない疑問と、そしてこれまでとはまた異なった少年への興味を、アイズは振り払った。

　やがて、階段を下り終え10階層に到着する。

　始点となる広間ルームを飛び出すと、迷宮に立ち込めるのは白い霧きりだった。

　視界を妨げるこの霧は『上層』における10階層からの特徴だ。迷宮の陥穽ダンジョン・ギミックの一つと言ってもいい。充満する視野の白紗ベールは方向感覚や接近するモンスターの察知を鈍らせ、下位冒険者を苦しめる。人の探索が難しくなった環境の中、アイズは地面に生える緑草を蹴りつけ錯綜する迷路を進んだ。

　通路の出合い頭襲おそいかかってくる『インプ』をすれ違いざま瞬殺し、僅わずかも速度を緩めない。霧の奥に散らばる気配を何一つ見逃さず、記憶している10階層の正規ルートをまず辿る。

　目に頼らず耳を研ぎ澄ませていると──聞こえた。

「！」

　モンスターの醜い雄叫びと、激しい戦闘音、そして人の咆哮ほうこうが。

　荒くれ者達の野太い声ではなく、少年のような高い声音に、アイズは転進した。長い通路を疾走し、音の出どころである広間ルームへ突入する。

　広々とした空間には枯木かれきが疎らに立っていた。視線の先、広間の中央付近では、霧の中で複数の巨大な影が暴れ回っている。間違いなく大型級モンスターの『オーク』だ。

　モンスター達と交戦するのは、たった一つの人影である。

『──【ファイアボルト】!!』

　次の瞬間、砲声とともに繰り出された炎雷が、霧の海を切り裂いた。

　見開かれたアイズの金の瞳に映ったのは、爆砕するオーク、そして腕を突き出した白髪の冒険者だった。

　──間違いない！

　行使された『魔法』によって薙ぎ払われた霧の切れ目、その奥で少年は戦っていた。

　振り回されるモンスター達の四肢をかいくぐり、装備した短剣で果敢に反撃する。インプやオークからなる包囲網に悪戦苦闘しながら、それでも兎のごとき敏捷さで数の多寡に屈しない。

　やはり、少年は成長していた。10階層で奮闘できるほどの力を示している。

　超短文型と思しき炎雷まほうを駆使して戦う姿は、時間さえかければ自力でこの場を切り抜けてしまいそうなほどだ。

　驚きを覚えながらアイズは彼のもとへ駆けた。

　不意に判断を誤り回避行動が遅れる少年。すかさずオークが振るった枯木かれきの棍棒を、左腕の盾で滑らせるように受け流す。しかしガガガガッという凄すさまじい擦過音を盾の表面から生じさせ、その衝撃によろける。

　無防備となった背中に、舌舐なめずりをするインプ達が飛びかかろうとしたが──アイズの剣がそれを許さなかった。

『グエェ──!?』

「!?」

　高速の一閃が三匹のインプをまとめて両断する。

　少年の背後で行われた一瞬の剣劇。視界外の出来事に彼が一驚する気配を感じながらも、アイズはモンスターの殲滅を優先させた。

　霧の中に紛れ、怒涛の勢いで怪物の断末魔を量産する。

　少年も、モンスターも追いきれない、まるで分身したかのような速度。金の長髪を翻しながら次々とインプを愛剣デスペレートの[image: 餌]食にする。のろい豚頭人体オークなど反応もできず、気が付いた時には全身を分断されていた。

　あっという間に、モンスターの数が激減する。

「すっ、すいませんっ!!」

「あ」

　崩れた包囲網を見て、少年はその一角を強行突破した。

　焦燥を滲にじませた声だけをアイズに残し、脇目も振らず広間の出口へ。

　振り向くと、少年の姿は既に霧の奥へ消えてしまっていた。

　ぽかんとしたアイズだったが、襲いかかってくるモンスターを仕方なしに相手取る。

　少年の後を追えぬよう、完璧かんぺきに全滅させた。

「行っちゃった……」

　それまでの戦闘が噓うそだったかのように、静まり返った草原の中。

　アイズは、ぽつりと呟く。

　声をかけることもできなかった。

　瞬きする間にも満たない、背中合わせの再会。

　濃い霧によって互いの顔も見れず、恐らく、少年はアイズの正体にも気付けていなかっただろう。一応、助けにきたつもりだったのだが……再びすれ違う格好となってしまった。

「……」

　でも、とアイズは心の中でこぼす。

　ひょっとしたら手助けしてやれたのかもしれない、と。

　やけに焦あせっていた、と思う。少年は襲われている自分の身を度外視して、必死にモンスターの群れを振り切ろうとしていた。まるで、仲間の危機に駆け付けようとするかのように。

　直感に過ぎないが、当たっているように感じられた。

　ここに来るまで耳にした情報の中でも、単独ソロである彼にはたった一人、仲間サポーターがいたと、何度も聞いているのだから。

（これからどうしよう……）

　依頼主エイナの話では、まさにその仲間サポーターが関連して他派閥の揉もめ事に巻き込まれているのではないかという話だったが……大丈夫だろうか。

　今から追って再び探し出せるかどうかは怪しいところではある。それに……『魔法』も発現していた今の彼には、並大抵の無法者が束たばになっても恐らく敵わない。

　下級冒険者の中でも少年は最上位の実力を身に付けつつある、とアイズは先程の立ち回りを振り返り分析する。心配は無用とも思えた。

　少しの間、判断に迷っていたアイズだったが、ふと。

　視界の隅で、何か光るものを捉える。

「……これ」

　歩み寄り、草原に落ちていた光のもと──防具を拾い上げる。

　緑玉石エメラルドの輝きを放つプロテクター。光源はどうやらこの盾のようだ。

　モンスターからの防戦を物語るように、滑らかな表面はボロボロになっている。

　ダンジョンを探索していると稀に見つける冒険者の遺失物？　と小首を傾げていたアイズだが、あ、と閃ひらめく。

「もしかして……？」

　少年の装備品、であるかもしれない。

　先程のオークの棍棒を受け流した際、腕から外れたのではないか。視界が悪い霧の中で、アイズは少年の腕から緑の輝きが瞬いていたのを確かに目撃している。

　屈かがみ込み、プロテクターを大事なもののように拾い上げる。留め具が破損している跡を見つけ、アイズはこれが少年のものであると確信した。

　両手で持った防具を見下ろしながら、しばしその場でたたずんだ。

「……？」

　アイズは、顔を上げた。

　がさり、という音に振り返る。

　背後の草原には、上部の階層から迷い込んだのか、兎のモンスター『ニードル・ラビット』が飛び跳ねていた。アイズの目と合った一角兎は驚いて、ぴょんぴょんと慌てて逃げ去っていく。周囲に散乱したモンスター達の死骸を見て、彼我の力の差を悟ったようだ。

　ただのモンスター……？

　アイズは怪訝けげんに思う。彼女の意識に引っかかったのは、もっと別の、盗み見るような気配だったのだが。

　気のせいだったのだろうか。

「……」

　いや。

　立ち込める霧を前にして、アイズは眼差まなざしを鋭くさせる。

　プロテクターを右手で持ち、左手で鞘に収めた剣を再び抜剣した。

　あの霧の奥に、何かがいる。

『……気付かれてしまうか。お見逸れする』

　やがて、霧が揺らめいた。

　白霧の奥から浮かび上がるのは、漆黒の影である。

　黒ずくめのローブを全身に纏った、謎の人物。闇で塞がったフードの中身は何も見通せず、両手には複雑な紋様の手袋グローブをはめている。肌の露出が一切いっさい存在しない。

　本当に人間なのかと疑ってしまうような、言葉にできない存在感がある。

　性別もわからない黒衣の人物に、アイズは警戒を緩めず尋ねた。

「私に、何か用ですか？」

「ああ、その通りだ。だが言う前に、その剣を下ろしてほしい。私は君に危害を加えるつもりはない」
















　歩み出てきた黒衣の不審者は足を止める。

　確かに、敵意の欠片かけらも感じられない。あえてアイズの間合いに入り、自身の生殺をこちらの手に委ねている。この距離ならば相手が動くより速く愛剣デスペレートが斬り伏せるだろう。

　話をどうか聞いてほしい、という裏のない姿勢に、アイズはひとまず剣を下げる。

「……貴方は、誰だれ？」

「なに、しがない魔術師メイジさ。……以前、ルルネ・ルーイに接触した人物、と言えばわかってもらえるだろうか」

　相手の発言に、アイズははっとした。

　ルルネ・ルーイ。『リヴィラの街』で殺害されたハシャーナから宝玉にもつを受け取っていた、獣人の少女。彼女は謎の依頼人クライアントに依頼され、運び屋の任務を引き受けたと言っていた。

『真っ黒なローブ』『男か女かもよくわからない』……彼女が語った依頼人クライアントの情報が、目の前の人物と合致する。

「アイズ・ヴァレンシュタイン……君に冒険者依頼クエストを託したい」

　驚愕きょうがくが抜け切らないアイズに、黒衣の人物は本題を切り出す。

「24階層で怪物モンスターの大量発生、異常事態イレギュラーが起こっている。これを調査、あるいは鎮圧してほしい」

　報酬は勿論もちろん用意しよう、と黒衣の人物は続けた。

「ことの原因の目星はついている。恐らく、階層の最奥……食料庫パントリー」

　アイズは黙って聞く一方で、思考を走らせる。

　24階層での大量発生イレギュラー、とは初めて知ったが、何故その調査を自分アイズに依頼するのだろうか。現状からして相手はこちらと接触する機会を窺うかがっていたのだろう。

　そもそも、目の前の人物は何者なのか。魔術師メイジという言葉を信じるなら神から『恩恵』を授さずかった眷族の筈だ。何故なぜ他派閥の人間に協力を要請してくる。

　相手の意図を探るように、アイズは目の前の黒衣を見つめた。

「実は、以前にも30階層──ハシャーナを向かわせた場所で、今回と酷似した現象が起こっていた」

「！」

　アイズの肩が、震える。

　その表情を動揺に一変させた。

　ここまで言えばもうわかるだろう、とあたかも告げるかのように。

　相手は漆黒のローブを揺らしながら、核心に迫った。

「『リヴィラの街』を襲撃した人物……例の『宝玉』と関係している可能性が高い」

　息を呑む。

　これは自分の関心を引くための[image: 餌]だ、と自覚しつつも、心は激しく揺れてしまった。

　己の体をざわつかせた不気味な『宝玉』。そして『アリア』と呼んできた赤髪の女。

　アイズの脳裏に一連の記憶が蘇る。

「事態は深刻だ。【剣姫】、どうか君の力を貸してほしい」

　アイズは懊悩した。

　懇願する黒衣を前に、散々さんざん思考を重ねた後……ややあって、その細い顎を引く。

「わかりました……」

　その冒険者依頼クエストを、アイズは受託した。

　相手には企図──自分を罠わなにはめるような悪意はない。様々な経緯けいいと可能性を考慮し、最後には直感的に見抜いた上での決断だった。

　何より、アイズは赤髪の女と『宝玉』に関する手がかりが欲しい。

　了承した彼女に黒衣の人物は「恩に着る」と礼を告げる。

「できれば今すぐにでも向かってほしい。いいだろうか？」

　相手の要請に、アイズは返事をためらう。

　このまま一人、独断で突き進んでいいものかと悩んだ彼女は……目の前の怪しさ満点の人物に、ダメもとで頼んでみた。

「あの、伝言をしてもらってもいいですか？　私の【ファミリア】に……」

「ん？　ああ……なるほど。わかった、それくらいは頼まれよう」

　仲間に心配をかけるというアイズの胸中を察したのか、黒衣の人物は意外にも承諾した。

　軽く驚きつつも、アイズは良かったと即席の手紙をしたためる。腰の小鞄ポーチから携行用の羽根ペン──少量の血をインク代わりにできる中々なかなか高価な魔道具マジックアイテムだ──と羊皮紙を取り出し、ロキ宛ての文面を肉筆で綴った。最後にアイズ本人からだとわかるように【神聖文字ヒエログリフ】も書き記しておく。差し出された相手の手袋グローブに、手紙を渡した。

　……もう一つ気がかりがあるとすれば、それは白兎しょうねんの安否だが。

　アイズは、先程さきほど見た光景を信じることにした。

　見違えるほど強く成長していた、一人の冒険者の姿を。

「まず、『リヴィラの街』に寄ってくれ。『協力者』が既にいる」

「わかりました」

　特定の酒場に向かい『合言葉』を言え、という指示の内容に、アイズは頷いた。

　伝えるべきことを伝えた黒衣の人物は、余計な話をせず、後退し、霧の中へと消える。

　その様子を見届けたアイズもまた、つま先の向きを変え、ブーツを鳴らした。

　最初の目的地は18階層。

　黒衣の人物が言う『協力者』と合流し、直ちに24階層へ向かう。

　調教師テイマーの女や『宝玉』のことを思い浮かべながら、アイズは現在地から出発した。
















　太陽の位置が高くなり、時計の針は十の数字を示す頃ころ。

　立ち寄った冒険者が迷宮探索に出発していくギルド本部は、閑散としつつあった。

　玄関口では遅れてきた者が準備万端のパーティ一団とすれ違っていく他方、残っている冒険者の多くは巨大掲示板の前に集まっている。手頃な冒険者依頼クエストがないかどうか探すためだ。他ほかにもダンジョンの上手うまい話を得ようと、同業者同士の口から真偽も定かではない情報が頻繁に交わされている。

　そんな中、その少女は周囲に目もくれず、一人掲示板を仰あおいでいた。

　美しいエルフの冒険者だ。巫女みこのような濡ぬれ羽色の長髪を腰まで伸ばし、肌は驚くほど白い。纏まとっている戦闘衣バトル・クロスは司祭服にも似た作りで、これも純白を主としている。長い襟えりで首筋まで隠すほど肌の露出を控えており、エルフの潔癖性を表しているようだった。

　少女の赤緋せきひの瞳ひとみが、掲示板に貼はり出されている羊皮紙を一枚残らず追っていく。

　やがて隅にある依頼書まで読み終えた彼女は、目を僅わずかに細めた。

　己おのれが求めていた情報──24階層に関する冒険者依頼クエストが一切いっさい貼り出されていないことを認め、掲示板前から離れる。

　彼女が次に足を向けたのは窓口だった。

「もし、いいか？　発注した24階層の冒険者依頼クエストが貼り出されていないようだが。あの、モンスターの大量発生に関してだ」

　かまをかけるように、自身の手で出してもいない依頼に言及すると、窓口に待機していた係の者はあからさまに動揺した。

　獣人の受付嬢は獣耳を震わせ「お待ちください」と言って部屋の奥に消える。

　しばらくして戻ってきた彼女は、恐る恐る言った。

「ただ今、審議の最中でして……申し訳ありません」

　返答を聞き、少女は無言で踵きびすを返す。

　白大理石のロビーを縦断する途中、瞳だけで背後を顧みると、連絡を告げた受付嬢自身も『審議中』という冒険者依頼クエストの保留に当惑している様子だった。

「ギルドが意図的に、24階層の情報を制限している……？」

　末端の職員の反応から、ギルド上層部の動きを推測するエルフの少女。

　24階層の異変──モンスターの大量発生を広めないよう情報操作していることを察し、小さく呟つぶやく。

「……ディオニュソス様に報告を」

【ディオニュソス・ファミリア】の一員、エルフのフィルヴィスは、ギルド本部を後にした。




　北のメインストリートから離れた第一区画内。

　人通りの多い街路沿いに、無所属フリーの亜人デミ・ヒューマンの少女達が切り盛りする花屋があった。可愛かわいらしい木の看板に綴られている店名は『ディア・フローラ』。

　美しい花々とは全く縁のなさそうなごつい冒険者が──顔をだらしなくさせ──頻繁に出入りする様は下心が透けて見えたが、おかげもあって客に恵まれ繁盛している。

　そんな少女達の花屋に、一人の男神が訪れた。

「すまない、いくつか見繕ってくれないか？」

「あ……は、はいっ!?」

　甘い美顔マスクに微笑ほほえまれ、小人族パルゥムの少女は顔を赤く染めた。同僚に手振りで協力を要請し、慌てて花を選び始める。

　店頭にたたずむ金髪の男神、ディオニュソスに、店の娘達は総じてちらちらと視線を送る。例えるならばどこか異国の王子おうじ然とした彼に、彼女達は胸を高鳴らせてしまっていた。

　顔立ちが整っているのみでゲラゲラと下品に笑う他の神々とは異なり、ディオニュソスには気品があった。それこそ、人では及ばぬほどの。

　花で溢あふれる店内を店先から眺める仕草しぐさ一つ取っても、子供達の視線を引き寄せる。

　やがて注文した花束はなたばが用意され、礼を告げて代金を支払っていると、店の娘達はディオニュソスに近寄って輪になった。

「女性の方に贈られるんですかぁ？」

「私も神様に花をいただきた～い」

「ふふ。なら私は、花より美しいお前達を頂いていこうかな？」

　じゃれ合う店員はきざったらしい台詞せりふにも満更でもなさそうな様子で、期待するような眼差まなざしを向けてくる。

　ディオニュソスは、その硝子のような瞳を細め、娘達に顔を寄せた。

「そんな目をしていると──本当に食べてしまうぞ？」

　きゃあっ、と囁ささやかれた甘い声に黄色い悲鳴を上げる娘達だったが──直後。

　ディオニュソスの背後を見て、時を止めた。


「……………………」



　いつの間に現れたのか、美しいエルフの少女が、完全な無表情で店員達を見つめている。

　[image: 拳]こぶしを作っている手が、ミシッ！　と細い指に似つかわしくない音を立てた。

　娘達は慌てふためきながらその場を散り、店内へ引っ込んでいく。取り残されたディオニュソスはその甘い美顔マスクを引きつらせながら、背後に立つ眷族を振り返った。

「は、早かったな、フィルヴィス……」

「はい。ディオニュソス様にお伝えしたい情報を入手し、ディオニュソス様のために駆け付けました」

　神の矜持で声を震えさせまいとする主神に、フィルヴィスは淡々と返す。

　少女の赤緋せきひの瞳にはどす黒い感情が静かに渦巻いていた。無言の波動を浴びていたディオニュソスは固まっていたが……おもむろに脱力し、微笑を纏い直す。
















　右手で抱える花束とは別に、一輪の花を取り出した。

「どこから聞いていたかは知らないが……神々われわれのところで言う、世辞リップサービスというやつだ。お前に渡す花も選んでくれた、彼女達にな」

　手渡された花に、フィルヴィスは目を見開いた。

　数秒前の姿が噓うそだったかのように、たちまちしおらしくなる。

　頰ほおを薄紅色に染めたエルフの少女は、白い花を両手で持ったままうつむいた。

「神とはいえ、勘違いさせるような言動は……みだりに求愛に応えるのは、どうかと思います」

「何だ、嫉妬しているのか？」

「……こんな私を愛してくださるのは、ディオニュソス様しかいません」

　体を小さくしてぽそぽそと呟くフィルヴィスに、ディオニュソスは笑声を上げた。

「はははっ、可愛いやつめ」

「っ……」

　梳とかすように前髪を撫でる主神の指に、更に赤くなるフィルヴィス。

　一頻り笑った後、ディオニュソスは顔を上げる。

「さて、そろそろ行こう。情報とやらも向こうで聞く」

　花束を抱えたまま、ディオニュソスは流しの馬車を呼び止め、フィルヴィスとともに乗り込んだ。
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　都市の南東の区画には、数え切れない墓石が並ぶ共同墓地が存在する。

『第一墓地』と書き記されるこの場は『冒険者墓地』とも呼ばれていた。その名の通り、日々ダンジョンで命を落とす冒険者達に用意された埋葬地だ。今日こんにちに至っては増え続ける彼等かれらの墓は入り切らず、都市外の北方、小高い丘の上に第二、第三の墓地が存在する。

　華々しい功績を残した冒険者──とりわけ『古代』から『英雄』と称えられる者達の墓には、ギルド本部の前庭などでも見受けられる巨大な記念碑モニュメントが設置されていた。過去の先人達に誇りと敬意を表ひょうする多くの者から、種族と【ファミリア】の垣根を越えて花が捧げられている。

　ディオニュソスとフィルヴィスは長い階段を下り、そんな冒険者達の墓標の中を進んだ。

「……」

　足を止めた彼等の正面、【ファミリア】の資金で購入した墓地の一角には、既に沢山の墓が存在する。ディオニュソスはその内の最近さいきん作られたばかりの三つの墓石に、自らの手で手向けの花束を添えた。

　この墓地の下に眠っている亡骸の数は実質じっしつ少ない。凶暴なモンスターの群れと過酷なダンジョンの環境が遺体の回収を許さず、多くの者の墓が小さな墓石という形だけのものとなっている。先日せんじつ地上で殺害されたディオニュソスの子の墓は、屍が棺の中に収められ、比較的ひかくてき広い間隔を有していた。

　花を手向けるというこの行為が無駄であることを、神であるディオニュソスは知っている。

　既に子供達の魂は天に還った。この墓石の下に埋まるのはただの肉の塊であり、鎮めるべき無念も、報われる者もいない。祈るべき冥福など『天界』にいる神の匙加減さじかげん一つである。彼の行動は下界の者達の慣習に倣っているだけのものだ。

　そして同時にこれが、地上に残るディオニュソスが唯一ゆいいつ示せる、子供達への謝意でもあった。

「24階層の情報が、公開されていない、か……」

「はい。該当するそれらしき冒険者依頼クエストも、一切ありませんでした」

　花束を添え終わった後、眷族達の墓石の前でたたずむディオニュソスは、背後に控えるフィルヴィスからことの詳細を聞く。

　周囲に彼等かれら以外の人影が存在しない中、話を進めた。

「昨日さくじつ向かった『リヴィラの街』では、モンスターの大量発生の話題に揺れています。ギルドから具体的な解決策が提示されるまで、20階層以降の探索を控えようとする動きもあるほどでした」

　24階層の騒動の情報をディオニュソス達が摑つかんでいたのは、フィルヴィスが安全階層セーフティポイントである18階層まで足を運んでいたためだ。

　眷族から話を述べられ、男神は思案に耽る。

「確かに、事態の規模から言えば、強制任務ミッションが伝えられてもおかしくはない……」

　オラリオの管理機関であるギルドが、緊急時には都市全すべての派閥に行使できる『強制任務ミッション』──言わば火急の冒険者依頼クエスト。

　今回の異常事態イレギュラー性からしてそれが発令されても然るべきか、とディオニュソスは呟く。

「ギルドの上層部……いや、ウラノスの仕業か？」

　ことを荒立てないようにするためか。

　あるいは、少数精鋭で迅速に騒動の鎮圧に当たるつもりか。

　ギルドの主神であるウラノスが、秘密裏ひみつりに私兵を動かしている可能性がある、とディオニュソスはそのように睨にらんだ。

「どうしますか、ディオニュソス様？」

　フィルヴィスの問いに沈黙するディオニュソス。

　ややあって彼は、背後を振り返った。

「ロキを巻き込んでみるか」
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「また来きおった……」

　ロキはほとほと嫌そうな顔を浮かべ、ディオニュソス達を出迎えた。

　場所は【ファミリア】ホーム、黄昏たそがれの館の門前である。己に面会を申し込んでいる神がいると報告され出向いてみると、正門前で待っていたのは団員フィルヴィスを引き連れた男神であった。

　ディオニュソスは白い歯をキラリと輝かせ、満面の笑みを浮かべている。

「気になる情報を仕入れたんだ。立ち話もなんだから、どこか腰を落ち着けてゆっくり話さないかい？」

　言外に、そして図々しく『ホームの中に入れろ』と言ってくる彼に、ロキは当初「はよ帰れ」と告げていたが、フィルヴィスがちらと覗のぞかせた特上の葡萄酒の銘柄を見て、渋々しぶしぶ彼等を門の内に通した。門番や護衛の団員から白い目で見られる酒好きの女神。

　流石さすがに敷居を跨がせるのは嫌い、塔の前の狭い庭園に卓と椅子いすを準備させる。

「で、なんや？　気になる情報っちゅうのは」

　受け取った葡萄酒を早速さっそく開けて飲み始めるロキに、ディオニュソスはギルドに妙な動きがあると前置きをして、24階層の現況を語った。

　階層内で多発している、モンスターの大量発生についてだ。

「あまり知られていないが、以前にもこのようなモンスターの大量発生があった。30階層でだ」

　30階層、という言葉にロキは片方の眉まゆを跳ねさせた。

　殺害されたハシャーナが宝玉を収拾したのも件くだんの階層であると、フィン達から報告されている。

「それはいつの話や？」

「確か……三週間ほど前か。『下層』の話だけに、上級冒険者の間でも取り沙汰されていなかったようだが」

『中層』より更に危険度が増した『下層』に進出できる者は上級冒険者の中でも限られている。目撃者が僅かだったことから大量発生の噂は広まらなかったようだ、と喋しゃべるディオニュソス。

　無言で葡萄酒を口に含むロキに、彼はギルドがこれらの情報を制限していると続けた。

　ウラノスが裏で暗躍して、24階層に私兵を送り込んでいるのではないか、とも。

「事件そのものをもみ消すつもりではないか、とも勘繰かんぐれる」

「やっぱり、ギルドは信用できんか？」

「……ウラノスに探りを入れたのはロキだ、君が白だと見たなら私も文句は言わないが……どうにも、ね」

　きな臭いところがギルド側にあるのは確か、という発言に「まぁなぁ」とロキもその点だけは賛同した。

「で、結局うちに何をさせたいんや、自分は？」

「ははは、何かわかったら知らせると言っただろう？　他意はないさ」

　胡乱うろんげな目をするロキに対し、ディオニュソスは清々しい笑顔を浮かべる。

　ロキの団員とフィルヴィスが見守る中、面倒事を押し付けたい、あるいは回避したい神意のやり取りが始まった。

「うちんとこの子は今いま出払っとるから、24階層の調査なんて無理やー」

「ひょっとして、例の地下水路かい？」

　勘のいいやつ、と思いながらロキは頷うなずいた。魔導士を除外した団長フィン率いる精鋭が下水道に出発したことを教える。

　他の者達も『遠征』の手続きや準備でいない、と舌を出した。

「【剣姫】はいないのかい？　彼女に向かってもらえば百人力だ」

　アイズたんは──とロキがそう言いかけた瞬間、ぽとり、と。

　頭上から、小さな羊皮紙の巻物が落ちてきた。

「あん？」とロキが真上を仰ぐと、上空には一羽の梟ふくろうが飛んでいる。

　伝書鳩……いや何者かの使つかい魔まか？　と疑問を抱いていると、梟はホームの上空から飛び去っていった。

「手紙かい？」

「みたいやな」

　ひとまず、ロキは投下された巻物を手に取る。

　ディオニュソスが出された紅茶を優雅に口付ける中、羊皮紙に綴られた文章を読み──間もなく、嘆くように天を仰いだ。

　ぱんっ、と手の平を額に叩たたきつける。

「アイズが24階層に行きおった……」

　ごふっ!?　とディオニュソスが紅茶を吹き出した。

　咳せき込む主神の背後で、フィルヴィスもまた驚く。

「冒険者依頼クエストを頼まれて24階層……この時機タイミングじゃ、まさにやろ。『心配しないでください』って、するわっ、天然おバカアイズたんっ」

【神聖文字ヒエログリフ】も加えられた紛れもない本人アイズの筆跡に、ロキは少女が騒動の渦中にいることを確信した。

　彼女は側に控えていた団員に「ベート……あとレフィーヤ呼んで、至急や」と命じる。

「どうする気だい？」

「ベート達にアイズを追わせる。この騒動、街リヴィラが襲撃されたのと無関係やなさそうや」

　ディオニュソスのもたらした情報から以前の事件との関連性を見出したロキは、アイズの追跡隊を送り出すことを即決した。

　フィルヴィスから受け取ったハンカチで口もとを拭ぬぐうディオニュソスは、己の目を細める。

「二人だけで大丈夫なのか？　もちかけておいて何なんだが、24階層の件は危うい香りがするぞ」

「しょうがないやん、他の子らは出払っとるんやから。アイズの力になれそうなのは、ベートとレフィーヤくらいしか今はおらん」

　神の勘か、ディオニュソスが危険性を主張すると、ロキも不服そうに頭の裏で両手を組んだ。

　手駒は限られていると語る彼女に、ディオニュソスは黙考した後……己の眷族に振り返った。

「フィルヴィス。ロキ達の子とともに、24階層へ向かえ」

　エルフの少女は驚き、ロキも目を丸くさせる。

　真剣な表情で己を見据える主神に、フィルヴィスは声を荒らげた。

「ディオニュソス様、何を!?　貴方様の護衛はどうなさるのですか!?」

「聞け、フィルヴィス。私情でロキを巻き込んだのはこの私だ。私もただ任せるだけではなく、誠意を見せなくてはならない」

　諭すようにディオニュソスは言葉を続ける。

「何より、私はロキの信用が欲しい」

　そして彼は、本音を包み隠さずに言った。

「信用は行動で勝ち取らなくては……わかるだろう、フィルヴィス」

「……っ」

　まだ完全にロキから信用されていない実情を述べるディオニュソス。

　本人の前で言うなっちゅうーに、とロキは呆あきれ顔を浮かべる。

「しかし、私は……」

　何かを言い淀むフィルヴィスに、ディオニュソスは椅子から立ち上がった。

　意思疎通するように、神の硝子色の瞳と、眷族の赤緋の瞳が、無言でいくつもの言葉を交わし合う。

「フィルヴィス。どうか、頼む」

「……わかりました」

　主神の切望に、フィルヴィスは渋々しぶしぶ頷いた。

　彼女はロキに向き直り、己の姿勢を正す。

「神ロキ。よろしければ、私もパーティへの同行をお許しください」

「ん～、気持ちはありがたいけどなぁ……実際、付いてこれるん？」

「フィルヴィスは私の【ファミリア】の中で唯一のＬｖ．３だ。24階層ならば、少なくとも足手纏いにはならない」

　横から眷族の実力を保証するディオニュソスに、ロキは首を傾かしげる。

「第二級Lv3がおったのか？　初耳やぞ？」

「……大金かねを貢いで、当時の神会デナトゥスではフィルヴィスの情報を取り上げないよう依頼していた。この子は、冒険者の間で悪目立ちをしている」

「些細ささいな親心に過ぎないが、注目を避けてきた」とディオニュソスは話す。冒険者の名声が広まる神の会合において、団員の名を伏せていたことを明かした。

　公式情報ギルドにはＬｖ．３であることが明記されているとも補足する彼に、ロキは「ふぅん」と視線を当人へずらす。

　黒髪のエルフの少女は目を瞑り、何も語らずたたずむのみだった。

「まぁええわ。確かに人手は足らんし、ベート達には話しとこう」

「ありがとうございます」

　ロキの許可にフィルヴィスは礼を告げる。

　そこからはどたばたと騒がしい流れがホーム内で絶えず響いた。事情を説明されたエルフの後輩が大急ぎで荷物をまとめ、既に探索の準備を終えていた狼人ウェアウルフの青年の罵声が飛ぶ。仲間アイズのもとへ向かうため、彼等は速やかに出発態勢を整えた。

　ややあって、ロキ達に見守られるホームの正門前には、ベートとレフィーヤ、フィルヴィスが集結する。

「またてめえか……」

「よ、よろしくお願いしますっ」

　フィルヴィスと会うのはこれで二度目となるベートが不服そうに顔をしかめ、筒型のバックパックと杖つえを装備したレフィーヤが自己紹介を済ませる。

　臨時パーティを組むことになった彼等に、フィルヴィスは無言を返すのみだった。

「足を引っ張るようなら蹴けり飛ばすからな。くたばる前に失せろよ」

「……抜かせ、狼人ウェアウルフ」

「う、うぅ～……」

　はじめから険悪な空気を纏うベートとフィルヴィス。一匹狼ウェアウルフと自尊心の強いエルフの相性の悪さが如実に表れていた。急造のパーティにありがちな不和の弊害に、レフィーヤは一人お腹なかを痛める。

　前途多難、先が思いやられる。

　派閥の先達とエルフの同胞の板挟みにあいながら、レフィーヤは彼等とともにホームを発つのだった。
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　10階層から出発したアイズは、早くも18階層へ到達した。

　天井てんじょうの水晶群が青空を形作る中、安全階層セーフティポイントに広がる森林、大草原を越えて西部の湖畔に向かう。黒衣の人物の指示通り、巨岩の島の上に築かれた『リヴィラの街』へと立ち寄った。

　既に十日以上も前の出来事とは言え、食人花の大群に襲われたならず者達の街ローグ・タウンは多くの店々が修繕されていた。抉えぐれていた崖や粉砕された水晶の柱など、ダンジョンの地形そのものは完璧かんぺきに再生されている。上級冒険者達で賑わう街の光景がアイズの目に飛び込んできた。

　器材を抱え、商店や通りの階段を再築している者達もちらほらといる中、アイズはまず特定の酒場を探す。

　喧騒から離れた街の小径しょうけいを通り、簡潔に教え込まれた道筋へ。

　やがて着いたのは街の北部、長大な水晶の谷間が形成された群晶街路クラスターストリート付近の裏道。

　ごつごつとした岩壁に口を開けた、洞窟だった。

「こんなところに、酒場があったんだ……」

　狭い袋小路は階層天井の水晶光が届かず薄暗い。人気ひとけが全くない場所でひっそりと構えている店にアイズは呟きを漏もらす。『リヴィラの街』は長年ながねん利用しているが、こんな場所に酒場があるとは知らなかった。

　黒衣の人物に指定された酒場は、『黄金こがねの穴蔵亭あなぐらてい』という店だった。

　洞窟の入り口には看板が飾られ、赤い矢印が斜め下の方向を示している。洞窟の中に設けられた木製の階段が続いており、アイズはぎしぎしと音を鳴らしながら下っていく。

　階段を下り切り、扉も仕切りもない空洞へ足を踏み入れると、そこには同業者がたむろする酒場の光景が広がっていた。

　まず目につくのは空洞の中央に生える、黄の光を宿す水晶の柱だ。白や青の水晶は18階層の至る場所で散見できるが、このような黄水晶は初めて見た。きっとここにしか生えていない稀有けうなものなのだろう。

　驚嘆しつつアイズは周囲を見回す。黒い岩が剝むき出しの酒場は広さがほどほどと言ったところで、複数のテーブルと椅子が用意されている。天井や壁に設置された魔石灯と黄水晶に照らされる中、卓の上ではにやけた冒険者達が賭博カードゲームに興じていた。賭金チップは大小の『魔石』だ。

　客の姿は存外に多く、五つあるテーブル席は埋まっている。空いているのは酒場の隅のカウンターしかない。繁盛しているのかもしれない、と思うアイズは、あまっているカウンター席に向かう。

　長台の内側には色とりどりの瓶びんが置かれた酒棚と、無愛想ぶあいそうなドワーフの主人マスター。

　そして一つだけ埋まっている席には、獣人の少女が腰かけていた。

「んん？　あれっ、【剣姫】じゃないか!?　こんなところで、奇遇だな！」

「……ルルネ、さん？」

　アイズに気が付いた犬人シアンスロープの少女──ルルネは、驚きの後に笑みを浮かべる。

　件の『宝玉』を巡ってアイズとレフィーヤが一時的に行動をともにした他派閥ヘルメス・ファミリアの冒険者だ。今のアイズと同じように、黒衣の人物に雇われ運び屋を引き受けていた経緯がある。

　黒い髪に褐色の肌、しなやかな肢体。鎧は纏わず身軽さを重視した戦闘衣バトル・クロスのみの格好は、その細身の体付きもあって盗賊シーフという言葉を連想させる。

　アイズが不思議な縁を感じていると、彼女は気軽に話しかけてきた。

「前は世話になったな。おかげで死なずに済んだよ。あらためて礼を言わせてくれ」

「いえ……体は、大丈夫ですか？」

「あはは、この通りピンピンしてるよ」

　にこやかに「一杯おごらせてくれよ」と接してくるルルネの好意を辞退させてもらいつつ、アイズは黒衣の人物に言われた隅から二番目のカウンター席──ルルネの真隣に座る。

　彼女は一瞬訝いぶかった顔をしたが、すぐに笑みを纏い直した。

「今日は一人で探索かい？　この店を知っているなんて、【剣姫】も通つうじゃないか」

　ぺらぺらと喋ってくるルルネに適当に相槌を打ちつつ、アイズはカウンターの中を見た。

　ドワーフの主人マスターは無愛想な顔のまま歩み寄り、問いかけてくる。

「注文は？」

　アイズは、黒衣の人物に教えられた『合言葉』を、ここで口にした。

「『ジャガ丸くん抹茶まっちゃクリーム味』」

　その時だった。

　アイズが『合言葉』を伝えた瞬間──ガシャーンッ!!　と。

　隣の椅子が、盛大な音を立てて引っくり返る。

　驚いて横を見れば、床に尻しりもちをついたルルネが信じられないといった顔で放心していた。

「……あ、あんたが、援軍？」

　──まさか、とアイズが思っていると、周囲でも動きがあった。

　酒を飲んでいたヒューマンが、賭博カードゲームに興じていた獣人達が、全ての客が一斉にテーブルから立ち上がりこちらを見つめる。身構えるようにアイズも椅子から離れた。

　陽気に酒を飲んでいた姿勢を消し、真剣な眼差しを向けてくる彼等の姿を見て、アイズはようやく悟る。

　つまり……ルルネを含めたこの酒場にいる客きゃく全員が、黒衣の人物の言う『協力者』だったのだ。

「彼女で本当に間違いないんですか、ルルネ」

「ア、アスフィ……」

　アイズを囲むように立ち上がった者達の中で、一人の女性冒険者が歩み出てくる。

　水色アクアブルーの滑らかな髪は一房だけ白く染まっている。瞳は髪の色に近い碧眼だ。銀製の眼鏡めがねをかけた相貌は整っており、知的な印象を感じさせた。

　装備は純白のマントに、金の翼の装飾が巻き付いた靴サンダル。マントから一部いちぶ覗く腰のベルトには、短剣えものの他にも複数の囊ホルスターが吊るされている。

　彼女と視線を交わしながら──そして驚きを覚えながら──アイズは眼前の美女が何者であるか察した。

（アスフィ・アル・アンドロメダ……）

【ヘルメス・ファミリア】の首領でありオラリオに五人といない『神秘レアアビリティ』保有者。

【万能者ペルセウス】の二つ名を持つ、稀代きだいの魔道具作製者アイテムメイカーである。

　発展アビリティ『神秘しんぴ』の力をもって彼女が生み出した秘薬や道具アイテムは枚挙にいとまがない。呪詛カースや異常魔法アンチ・ステイタスの効果から身を守る魔薬モーリュ、奏でる音によって特定のモンスターを引き寄せる竪琴キタラ、更にアイズが今も持っているインク要らずの羽根ペンももとを辿たどれば彼女の発明品だ。都市屈指の実力を持つ第一級冒険者とはまた違った分野で、その名声は知れ渡っている。

　アイズがアスフィを見つめる横で、問いかけられたルルネは「そうみたい……」と言って立ち上がる。

「……貴方達も、依頼を受けたんですか？」

　アスフィとルルネ、そして周囲の冒険者達を見回しながらアイズが尋ねる。

　彼等一人一人の距離感、そして纏う空気からして同じ派閥内の団員だろうか。こちらの質問に対し、アイズより年上だろうアスフィは、嘆息交じりに「ええ」と答える。

「この金に目がない駄犬だけんのせいで、【ファミリア】全体が迷惑を被こうむっています」

「ア、アスフィ～」

　容赦のない言葉にルルネが情けない声を出す。

　アイズが目を向けると、彼女は決まりが悪そうな顔で事情を聞かせてくれた。

「【剣姫】も会ったと思うけど……ほんの何日か前にあの黒ローブのやつが現れてさ、『協力してほしい』って。最初は『もうご免だ』って突っぱねたんだけど……」

　街リヴィラ襲撃の騒動から音沙汰がなかった黒衣の人物は、最近になって再びルルネに接触を図ってきたのだと言う。例のごとく一人でいたところを狙ねらわれた彼女は、前回の運び屋の依頼で危険に晒さらされた経験から、当初、断固だんこ拒否していたらしいのだが……。

　歯切れが悪くなったルルネを押しのけるように、アスフィが言葉を継いだ。

「Ｌｖ．を偽っていることをバラす、と脅されたそうです」

「……」

「その挙句、私達に皺寄しわよせまで……」

　彼女達の状況を正しく理解したアイズは、何とも言えない表情を浮かべる。

　以前ルルネに行なった事情聴取によれば、【ヘルメス・ファミリア】は主神の命めいで多数の団員が本来のＬｖ．を偽っている派閥だ。実力がバレると『台頭を好まず中立を気取る』という主神の望む姿勢スタンスの維持が難しくなる。

　更に、派閥の戦力が明るみに出れば【ファミリア】の格付け──等級ランクも一気に上がるだろう。伴って管理機関ギルドに納める税も激増する。思惑はどうであれ【ヘルメス・ファミリア】の現状おこないは間違いなく脱税まっくろなので、ギルドに知れれば相当な罰金あるいは罰則ペナルティを頂戴するに違いない。

　弱みを握られてしまったルルネはどうすることもできず、黒衣の人物の指示する通り派閥の者達も巻き込んで、今回の依頼に臨むことになったのだ。

「この馬鹿ばかっ、愚か者っ。脅されようが最後まで白しらを切れば良かったのですっ、それでも盗賊シーフですかッ」

「うぅ～、許してくれよぉ～」

　憤懣をぶつけるアスフィに、獣耳と尻尾しっぽをしおらせるルルネ。彼女の尻拭いのために集まった周りの同僚からも半眼を向けられる始末だ。

「主神ヘルメス様の我儘わがままだけでも面倒は十分だと言うのに、こんな厄介事まで……！」

　ぶつぶつと呟きながら怒る団長アスフィの顔には、神に振り回される者もの特有の疲れも滲にじみ出ていた。

「あの……これからのこと、なんですけど」

「……すいません、見苦しいところをお見せしました」

　アイズが控えめに声をかけると、アスフィは瞑目めいもくした後、眼鏡をかけ直す。

　表情を引き締め、彼女は目下もっか当たることになる冒険者依頼クエストに話を戻した。

「依頼内容の確認をしますが、目的地は24階層の食料庫パントリー。モンスター大量発生の原因を探り、それを排除する。間違いありませんか？」

「はい」

「では、次にこちらの戦力を伝えておきます。私を合わせ総勢十五名、全て【ヘルメス・ファミリア】の人間です。能力ステイタスは大半がＬｖ．３」

　依頼内容の照らし合わせと戦力の確認を進めていくアイズ達。

　武器や道具アイテムの手持品ストック、前衛や後衛の役割分担など、迷宮を探索する上での最低限の情報も交換し合う。今回こんかい限りとは言え、アイズはアスフィ達に背中を預けることになるのだ。

　男女交ざった冒険者達が気さくに挨拶あいさつしてくる中、アイズもそれに応こたえる。

「こうなっては仕方ありません。各員、全力で依頼に当たりなさい。特にルルネ、貴方は死ぬほど働くんですよ」

「わかったよぉ……」

　団長の呼びかけに周囲の者達は頷き、ルルネも消沈した声を返す。

　最後に、アスフィはアイズに向き直った。

「【剣姫】である貴方がいてくれるなら心強い。短いパーティになると思いますが、どうかよろしく」

「よろしく、お願いします」

　笑みを浮かべる彼女にアイズもほんの小さく笑い返す。

　手を差し伸べられ、握手を交わした。

　同じ冒険者依頼クエストを受託した者同士、他派閥による共同戦線。

　アイズは【ヘルメス・ファミリア】のパーティに臨時加入した。

「ですが、くれぐれも私達のことは口外しないように」

「あ、はい」

【ファミリア】の実態をバラすなと釘を刺されつつ、アイズはアスフィ達とともに『黄金こがねの穴蔵亭あなぐらてい』を後にした。

　街リヴィラで最後の補給かいものを済ませ、一団は24階層を目指す。
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「フェルズ」

　祭壇に重々しい声が響いた。

　古代神殿の最奥部を思わせる石造りの広間。辺りに満ちている深い闇やみを、四炬よんきょの赤い松明が切り裂いている。

　ギルド本部地下に設けられた、主神ウラノスの祈禱の間まである。

　ローブとフードを被った巨身の神は祭壇中央の神座に腰かけていた。火の粉が舞う松明の炎に囲まれるウラノスは、黒衣の人物、フェルズにその蒼色の瞳を向ける。

「何故なぜ【剣姫けんき】に依頼を出した」

　アイズが24階層調査の冒険者依頼クエストを受託し既に数時間。やるべきことを終えこの祭壇に戻ってきたフェルズに、身じろぎ一つせず構える老神は問いかけた。

　不動と厳粛の姿勢を崩さない彼の声音は、詰問のそれではなく確認に近い。以前、剣姫アイズの主神であるロキに無用な疑いをかけられるのは望むところではない、と発言したのはフェルズ本人である。ウラノスは危険性リスクを取ってまでアイズに接触したその真意を尋ねていた。

　神座の正面に立つ黒衣の人物は答える。

「例の『宝玉』に対して、【剣姫】は過剰な反応を示したらしい」

　冒険者依頼クエストを授さずける際、ルルネから聞き出した情報をフェルズは語った。胎児の宝玉を受け取った際に卒倒したほどの、アイズの反応をだ。

　それを聞いたウラノスは、ぴくり、と眉を微動させる。

「アイズ・ヴァレンシュタインと宝玉には何か因縁があるのでは、と判断してのことだ。宝玉の正体を解明する糸口になるやもしれない」

　フェルズの考えを聞くウラノスは押し黙っていた。まるで自らも思考を働かせているように無言の時が続く。

　やがて彼を見つめていたフェルズは「それに」と言葉を繫つなぐ。

「30階層での食料庫パントリーの一件はこちらだけで何とかなったが、同志リド達にも大きな被害が出た。彼等にこれ以上いじょう負担をかけさせるわけにはいかない」

　30階層──ハシャーナが宝玉を収拾できた経緯に触れるフェルズ。

　闇に塞ふさがれたフードの奥からなおも声が続けられる。

「前回は番人はいなかったが、30階層の件で相手も神経質になっているに違いない。あらゆる事態に備え、【剣姫】を含めた十分な戦力を揃そろえた」

「番人……例の調教師テイマーが出てくるか」

　恐らくは、と答えるフェルズに、ウラノスは両の目を瞑る。

「ヘルメスの方は私から言い含めておこう」

「すまない、ウラノス」

　アイズと同様、冒険者依頼クエストに遣わされている【ヘルメス・ファミリア】の処置フォローを受け持つと告げるウラノス。多くの冒険者を危険な案件に巻き込んだことに罪悪感を抱きつつ、フェルズは顔を上げた。

「【剣姫】達には申し訳ないが、これ以上いじょう好き勝手にやらせるわけにはいかない」

　覚悟を示すように、黒衣の人物は決然と言い放った。
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　広い大空洞だった。

　地上から遠のいたダンジョンの奥深く。中層域に位置する階層の最奥。

　湿った空気と、異臭が漂っていた。

　モンスター達の体臭でもなければ、血の香りでもない。怪物ドラゴンの腹の中に放り込まれたとしてもきっと嗅ぐことはかなわないだろう、肉が腐ったような──昆虫を引き寄せるような腐臭。

　死臭にも似た臭いが充満する一帯は、ダンジョンの一角でありながら、冒険者は愚おろか凶暴なモンスターの雄叫びも届いてこない。まるでダンジョンそのものから切り離されたように、迷宮の騒がしさとは無縁だった。

　不気味な静寂の中では、人が動き回る複数の足音と、何かが蠢く音、そして低い破鐘われがねの啼き声が断続的に響いている。

　薄暗い空間は、血の色にも似た赤光によって照らし出されていた。

「……」

　赤光に焼かれる横顔が、シャリ、と奇怪な色の果実をかじる。

　地面に伸びる影は、美しい肢体と豊満な双丘を持つ女性の体のものだ。

　鋭い眼差しを浮かべる瞳は緑色りょくしょく。額にかかる前髪──光の色と同じ赤い髪が、揺れ動く。

　アイズ達が調教師テイマーの女と呼ぶ、赤髪の女に相違なかった。

　彼女は片膝ひざ立てで地面に座り込み、微動だにしない。

「──おいっ、モンスターがダンジョンに溢れて冒険者の間で騒ぎになっている、大丈夫なのか!?」

　そんな女のもとに、駆け寄ってくる者がいた。

　大型のローブで上半身を隠した男だった。口もとまで覆う頭巾の上に額当てを装備し、顔を隠している。

　声を荒らげる相手に対し、女は冷ややかな反応を返した。

「うるさい。騒ぐな」

　ペッと食べ滓を口から吐はき出し、食らっていた果実を握り潰つぶす。

　弾はじけ飛んだ果肉がまるで潰れた脳髄のように辺りへ飛び散った。

「食人花ヴィオラスを貸してやる。有象無象うぞうむぞうどもはお前達で何とかしろ」

　視線も合わせず、突き放すように告げる女の言葉に、相手は舌打ちとともに踵を返す。

　薄闇の奥へ頭巾の男が消えると、入れ替わるように、今度は別の人影が現れる。

　赤い光に照らされるのは、全身を白ずくめの衣装で包んだ男性だった。

「冒険者達に感づかれるとは、運がないな」

　頭部にはモンスターの白骨ドロップアイテムを利用して作られた鎧兜。相貌をはっきり見せない出で立ちはいっそ薄気味悪かった。長身の体格は何の武器も装備していない。

　一瞥いちべつを飛ばしてくる赤髪の女に、男は足を止め問いかけた。

「放っておいていいのか、レヴィス？」

　赤髪の女──レヴィスと呼ばれた彼女は、すぐに視線を前に戻す。

「冒険者にいくら感づかれようが知ったことではない」
















「闇派閥イヴィルスの連中に押し付ける気か？」

「ああ。私はここを動かん」

　レヴィスは薄闇の奥で動きを見せる無数の人影を関心なさそうに眺める。

　彼女のことを側で見下ろす男は、そこで語気を強めた。

「30階層のように、『彼女』を狙う連中が来たらどうする？」

　ドクンッ、と音を立て赤い光の源みなもとが揺れ動いた。

「恐らく、地上では一部の者が我々の動きを察知しているぞ？」

　精鋭がこの場所を襲撃してくるやもしれない、という男の懸念に対し。

　レヴィスは端的に告げた。

「潰すだけだ」
















　こんなに居心地が悪いパーティは初めてかもしれない。

　レフィーヤはそう思った。

「……きょ、今日はいい天気ですねー？」

「18階層に天候も糞もあるか」

「……」

　無理矢理笑わらいながら無理矢理振ふった話題を、ベートはくだらねぇとばかりに一蹴した。一歩距離を置いているフィルヴィスも沈黙を貫くのみだ。

　ぎすぎすとしたパーティの空気に、うぅ、とレフィーヤは項垂うなだれる。

　場所は18階層、安全階層セーフティポイントである。アイズ追跡のため、レフィーヤ達はホームである黄昏たそがれの館から出発し、ものの数時間でここまでの道のりを走破していた。

　連絡路である洞窟を通り抜け、現在は階層南部の森林の中を進んでいる。今は早足はやあし程度と言ったところで、休憩レストも兼ねていた。パーティで先行し続けていた第一級冒険者ベートの速度ペースにへばりかけるレフィーヤを顧みてのことだ──ベートには舌打ちをされたが──。

　涼やかな草木の香りにせせらぎの音、生えた青水晶の光によって藍色を帯びる木々と葉々。レフィーヤに妖精エルフの故郷を思い出させてくれる18階層の幻想的な森も、今ばかりは心を穏やかにしてくれない。

　レフィーヤですら未いまだに苦手意識を抱いている──色々な意味で情け容赦のない──ベートは友好的な素振りを微塵も見せず、口くちを噤み続けているフィルヴィスは一切いっさいの交流を図ろうとせず。そして、彼等の間に立たされるレフィーヤ本人は何の役にも立てず。

　出発スタートから今の今まで、パーティはいたたまれない雰囲気に包まれていた。

（私が、そう思っているだけかもしれないけど……）

　碌ろくな会話が一つもないのはこうも寂さびしいものだったのか。普段ティオナを筆頭にした賑やかな者達とパーティを組んでいるレフィーヤはつくづくそう思った。アマゾネスの少女の天真爛漫な声が今は非常に恋しい。

　心の中で弱りつつ、ちら、と横を窺うかがう。

　濡ぬれ羽色の長髪に赤緋せきひの瞳ひとみ。美しい顔立ちは凛々しく、年はレフィーヤより上だろう。

　細く尖とがっている耳は同族の証だ。

（フィルヴィスさん、か……）

　アイズ追跡に手を貸してくれることになったエルフの冒険者は、レフィーヤ達に壁を作っていた。他派閥のパーティに放り込まれればそれも当然なのかもしれないが。

　声を発さず、常に間隔を置き、こちらの呼びかけには取り合わない。レフィーヤは何度か話しかけてみたが、全すべて無視されてしまった。嫌われているのだろうかと思ってしまうほどの徹底振りだ。

　エルフにありがちな、少々取っ付きにくい印象、というのが感じて取れる。

（でも……）

　ここに来るまで、彼女は本当にさり気なく、魔導士のレフィーヤを庇ってくれた。

　強行軍のため『魔法』で足を止めることは許されず、レフィーヤは杖術じょうじゅつで精一杯せいいっぱい戦った。そんな自分の周囲から、フィルヴィスはあらかじめ奇襲の芽を摘んで、危険を取り除いてくれたのである。まるで気づかうかのように。

　悪い人ではない、というのがはっきりわかる。

「フィ、フィルヴィスさんっ、先程はありがとうございました！」

　レフィーヤは意を決し、再び声をかけた。

　今後のこともある、ここより深い階層に向かえば力押しの進行は通用せず、連携を求められる場面に遭遇そうぐうするかもしれない。

　何より、彼女は同胞だ。仲間意識が高いエルフのレフィーヤはどうにか親睦を深めようと、再三さいさんフィルヴィスに話しかける。

「ミノタウロスを受け持ってくれて……実は、私あのモンスターが苦手で……」

「……」

「フィルヴィスさんは前衛職なんですか？　短剣けんの他ほかにも杖つえを持っていらっしゃいますけど」

「……」

「ひょっとして、魔法剣士だったり？　だ、だったら私っ、尊敬しちゃいます！」

「……」


「あ、あははは…………しゅ、趣味はなんですか？」



　最後は苦し紛れのように尋ねるレフィーヤだったが、今まで通り返ってくる声はなかった。前だけを見るフィルヴィスは黙って歩き続けている。

　心が折れそうになるものの、先輩冒険者アイズたちの不屈の勇姿を間近で見てきたレフィーヤは、なんのっ、これしきっ、へこたれるなっ、と自分に言い聞かせ、めげずに根気良く話し続けた。

「うるせえっての。耳障りだ」

　と、ベートがそこでうざったそうに口を開く。

　彼は続けざま、鼻で笑った。

「使えねーなら捨てるでいいだろう。仲良しこよしになる必要がどこにある」

　聞こえよがしに言う狼人ウェアウルフの青年を、フィルヴィスはきっと睨にらみ付けた。

　あぁもう、と険悪な雰囲気にレフィーヤはさめざめと泣きたい気分になってしまう。

　ちっとも改善しない関係には、きっと彼の喧嘩けんか腰も一枚嚙かんでいるに違いない。

「私も貴様と馴なれ合うつもりは毛頭ない。下賤な狼人ウェアウルフめ」

「おー喋しゃべれるじゃねえか、陰険いんけんエルフ。その調子でモンスター相手に魔法うたでも歌ってろ」

　売り言葉に買い言葉が水晶の森に響いていく。怪物モンスターの遠吠えもどこからか届いてきた。

　レフィーヤの心労がずんずんと重なっていく中、フィルヴィスが一人歩みを速める。時間の無駄だとばかりに彼女は森の先、19階層に繫つながる階層中央へ足を向けた。

「おい、間抜け。アイズの居場所もわかってねえだろ、先に街リヴィラへ行くぞ」

　情報収集が先だ、とベートがその背中へ声を飛ばす。

　呆あきれながら手を伸ばし、フィルヴィスの襟えり首を摑つかもうとした──次の瞬間。

　少女の体が鋭く翻ひるがえり、抜剣、白刃を勢いよく振るった。

「──私に触ふれるな!!」

　甲高かんだかい金属音が響き渡る。

　立ちつくすレフィーヤの正面で、切り払われたフィルヴィスの短剣。

　ベートは腕に装着している手甲で、危うげなくその斬撃を弾はじいていた。

「あァ？」

　びりびりと今も震える銀の手甲を下げ、ベートは殺気を纏まとう。突如とつじょ攻撃されたことに対し、頰ほおに刻まれた刺青いれずみが怒りに歪ゆがんだ。

　一触即発の空気に、レフィーヤは慌てて割って入る。

「ベ、ベートさんっ、待ってください!?」

　両手を広げてフィルヴィスを背で庇いながら、彼女の弁明を行った。

「同胞エルフには他種族との肌の接触を許さないという風習があってっ、だからそのっ、反射的に……!?」

　それはエルフ特有の文化であり、習性だ。

　正確には『認めた相手でなければ肌の接触を許さない』。

　誇り高く、自尊心の強い種族の気質さがに起因していると言われている。この風習は地域によって差があり──また疑問視する同族もおり──一概に全てのエルフが肌の接触に敏感というわけではない。

　深い森の中継地点、旅の要所として解放されていたレフィーヤの故郷も、件の風習が深く根付いていなかった里さとの一つだ。幼少時代の彼女自身、比較的ひかくてき他種族との交流があり、偏見もなく、逆に外の世界に憧あこがれてすらいた。

　レフィーヤは何とか説明をまくし立てた。

　確かに抜剣するのはやり過ぎだと思うが、必死にフィルヴィスのことを擁護する。

　そんな後輩の姿にベートは毒気を抜かれたのか、「けッ」と吐はき捨てる。

「それにしたって過剰だろ。どうかしてんじゃねーか」

　通常のエルフ以上に激しい反応を示すフィルヴィスに悪態をつく。

　ベートはレフィーヤ達に背を向けて、街リヴィラが存在する都市西部に進んでいった。

「……」

　言い残された青年の言葉を肯定するように、森が静寂に包まれる。

　レフィーヤが気まずそうに振り向く中、フィルヴィスは口を閉ざし、うつむいていた。
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　レフィーヤ達は『リヴィラの街』に入った。

　冒険者達が集まり賑わうこの下層進出の拠点で、アイズの向かった先──聞き込みを行うためだ。ホームに届けられたアイズ直筆の手紙には、『冒険者依頼クエストを引き受け24階層へ向かう』と簡潔にしか書かれておらず、詳しい行き先が記されていなかったのである。

　ロキの口から冒険者依頼クエストの目的はモンスター大量発生の調査であろう、と告げられているレフィーヤ達は、アイズの目撃情報を中心に、手分けして情報収集に奔走した。

「【剣姫】？　ああ、見たよ」

「ほ、本当ですか!?」

「確かさ。フードを被かぶった変な連中とつるんでたよ。結構な大所帯だったね」

　レフィーヤはアマゾネスの店主のいる買取り所で足を止める。

　アイズは確かにこの街へ立ち寄り、正体を隠した団体パーティと行動をともにしていたという情報を手に入れる。

「【剣姫】と一緒にいた者達の顔はわからないか？」

「んー、ちょっとわかんねえなぁ。きな臭い連中なんてこの街にはごまんといるし、探ろうとも思わなかったからな」

「証文しょうもんは？　ここでも何かを購入していったのだろう？」

「全部【剣姫】の支払いさ。【ロキ・ファミリア】のエンブレムでな」

　フィルヴィスは街の各商店に当たって回る。

　アイズ達が金に糸目をつけず買物をしていたことはわかったが、同伴している謎なぞの団体パーティの正体までは突き止められなかった。購入者の所属派閥がわかる証文もアイズが立て替えていたらしく、それ以外の店でも『魔石』等とうを代金代わりにした物々交換で取り引きが行われていた。

「モンスターどもが湧わく場所はわからねえのか」

「へ、へいっ。24階層の正規ルートに溢あふれ返っているのは確かなんですが……何分なにぶん数が多くて出どころも辿たどれねえ有あり様さまで……」

「使えねえ野郎どもだな」

「め、面目めんぼくねえ……」

　ベートは酒場の扉を蹴け破る。街の中で広まっているモンスターの大量発生の情報を、怯おびえる冒険者達の口から聞き出していった。

　大量発生の原因みなもとへ向かえばアイズ達とも自ずと合流できると踏んでの聞き込みだったが、モンスターのあまりの数に、行列パレードが続く先を遡ることもかなわないらしい。Ｌｖ．３の第二級冒険者でさえ裸足はだしで逃げ出す規模だそうだ。周知の通り、今やギルドから討伐隊が遣わされるまで街リヴィラに待機する集団が大半を占めているのが現状である。

『こういう時に限って上位派閥のパーティがやって来ない』と嘆く酒場の冒険者達を、ベートは反吐へどが出るほど罵った。曰く、他力本願しかできない屑ならさっさと冒険者業から足を洗ってしまえと。

　散々へこまされた酒場の冒険者達を残し、彼は他の店にもくまなく回っていった。

「詳しい情報は摑めませんでしたね……」

　ややあって、散らばっていたレフィーヤ達は街の広場で一度いちど落ち合った。

　入手した情報を交換し合うが、アイズ達の目的地だけは判然としない。第一級冒険者ゆうめいじんなだけあって【剣姫】を目撃した者は多数いたものの、手がかりと呼べるものは転がり込んでこなかった。

　ただ、彼女達が武器の予備スペアや回復薬ポーションを中心とした道具アイテムを買い込んでいったことはわかった。やはりモンスターの大量発生──長期戦闘を見越しての前準備だろう。アイズと謎の団体パーティが異常事態イレギュラーを調査しようと24階層へ向かったことは間違いなさそうだった。

　街を発ったのは数刻前であり、行き先さえ突き止められれば今からでも十分追い付ける、とも。

「もうちょっと、何かわかればいいんですけど……」

　ベートとフィルヴィスの側で、レフィーヤは周囲を見回す。

　現在地は街の中心地にある水晶広場。中央には白と青の大きな双子水晶、そして階層の時間帯を知らせる巨大砂時計も設置されている。今の18階層は『昼』であり、落下する砂は十分に溜たまっていた。砕けて折れた木材や看板など、広場は食人花に襲撃された傷跡がほんの僅わずかに残っているものの、原型をほぼ取り戻している。

　階層の天井てんじょうで咲き誇る水晶の大輪が、広場を移動する冒険者達を見下ろしていた。

「あのデカブツのところには行ったか？」

　えっ？　とベートの問いに振り向くレフィーヤ。

　デカブツとは誰だれを指しているのか不思議そうな顔をしていると、彼は気が乗らなそうに続けた。

「この街で偉そうにふんぞり返ってる、あの眼帯のデカブツだ」

　そこまで聞いて、ああっ、とレフィーヤも察しがついた。




「おう。【剣姫】ならオレ様のとこにも来たぞ」

　街一番の買取り所を営むボールス・エルダーのもとに、レフィーヤ達は訪れた。

　左眼に眼帯をしたこれでもかと言う悪人面あくにんづらに、筋骨隆々の肉体。『冒険者＝無法者』という式をまさに体現した人物だ。Ｌｖ．３の確かな実力者でもある。

　街リヴィラの大頭トップでもある彼の情報網は広い。レフィーヤ達はそれを頼りに足を運んだのだ。

　買取り所の小屋の前で椅子いすに腰かけていたボールスは、得物である棍棒や斧を入念に磨いている最中だった。

「盾を預かってください、ってな。くれぐれも無くさないようになんて、珍しく釘を刺してきたぜ」

「盾……？」

『リヴィラの街』には冒険者の装備を一時的に保管する倉庫が存在する。

　荷物がかさばる武器の予備スペアなどを地上に持ち帰らず、街に蔵置ぞうちしておき、次回探索の際に受け取って活用するのだ。

　ボールスはそんな街の倉庫を一つ所有しており、ここでも泡銭あぶくぜにを稼いでいる。小屋の奥にある洞窟には、遠目に見ても怪しげな鎌や大型の破砕弓がごろごろと置かれていた。

「おう、これだ」

　首を傾かしげるレフィーヤに、アイズが預けたと言う防具が差し出される。

　緑玉石エメラルドの光沢を帯びたプロテクターだ。表面は何かに削られたようにボロボロになっている。

　綺麗きれいではあるが、上級冒険者が装備する防具にはたりえない。レフィーヤの目から見ても性能が低過ぎる。これではまるで下級冒険者の装備品だ。

　何故なぜアイズさんがこんなものを……と疑問に思いつつ、レフィーヤは顔を上げた。

「あの、アイズさんは何か言ってませんでしたか？　私達、アイズさんが向かった詳しい場所を知りたくて……」

「ん～、【剣姫】の行き先かぁ」

　立ち上がってレフィーヤのことを見下ろすヒューマンの大男は、その石のような顎を片手でさする。

　ニヤニヤと、もったいぶるように笑いながら。

「オレ様の大好きな金の音を聞けば、何か思い出すかもしれねえな～？」


「…………」



　情報料をよこせ、という物言いに、レフィーヤは顔を引きつらせる。

「──さっさと言え、クソ野郎」

「あっスイマセン言います許して」

　服を摑んで凄むベートに、ボールスはあっさりと屈した。

　素早い変わり身にレフィーヤが汗を流していると、彼は己おのれが知っていることを白状する。

「【剣姫】とつるんでいた連中が、どうやら陽動用の血肉トラップアイテムと隠蔽布カムフラージュをいくつか買い上げていったみてえです」

「血肉トラップアイテムって、モンスターを引き付ける、あの……？　それじゃあアイズさん達が向かったのは……」

「食料庫パントリーか」

　レフィーヤの言葉の続きをベートが引き継ぐ。

　血肉トラップアイテムはモンスターの食欲を刺激し、設置した周囲に誘おびき寄せることができる。隠蔽布カムフラージュはその階層に合った特定の色合いを選択することによって迷宮の景色と同化し、モンスターの索敵を欺くことが可能だ。どちらの道具アイテムも、階層中のモンスターが集まる食料庫パントリー──モンスターに栄養を恵むダンジョンの給養の間ま──へ向かう際にはよく用いられる。モンスターの大群との戦闘を回避するためだ。

　アイズ達が向かった階層自体は既にわかっている、レフィーヤ達はようやく目的地の見当を付けた。

　もうこの場所には用はないと、フィルヴィスが小屋の前から歩き出し、ベートもまた背を向ける。彼に解放されたボールスは首を押さえながら「ちくしょうめ」と唸うなった。

「あの野郎、調子に乗りやがってっ。オレは【ロキ・ファミリア】の中でもあの狼人ウェアウルフが一番嫌きれぇだ。おい千の妖精サウザンド、金をやるからアイツを殴ってこい」

「絶対に無理です……」

　耳打ちしてくるボールスに、断固拒否するレフィーヤ。

　返り討ちに遭う未来しか想像できない。レフィーヤとて命が惜しい。

「ところで……」

　やがて、ボールスは首を持ち上げた。

　歩み去ろうとしているベートの更に奥、一人離れた場所にいるフィルヴィスを見やる。

「お前等、『死妖精バンシー』とパーティを組んでいるのか？」

「えっ？」

　振り向くレフィーヤに、知らねえのかとボールスは顔をしかめた。

「『死妖精バンシー』って……フィルヴィスさんの二つ名ですか？」

「いや……冒険者達オレらが勝手に呼んでるだけだ。あのエルフの二つ名は別にある」

　冒険者が勝手に名付けた、もう一つの渾名。

　そして『死妖精バンシー』という不吉な響き。

　心がざわついたレフィーヤは、逡巡の時間を挟み、恐る恐る尋ねた。

「フィルヴィスさんに、何かあったんですか……？」

　側で見上げてくるレフィーヤに、ボールスはフィルヴィスの方角を一瞥いちべつした後、彼女にまつわる話を語る。

「あのエルフとパーティを組んだ連中……全員ぜんいん死んでやがるんだ」

「っ!?」

「あいつだけを残して、な。自派閥みうちだろうが他派閥よその者もんだろうが関係ねぇ」

　心臓を直接ちょくせつ鷲わし摑みされたかのような衝撃に襲われた。

　レフィーヤが言葉を失っていると、ぴくりと獣耳を揺らしたベートも立ち止まり振り返る。

「六年前に起きた、『27階層の悪夢』は知ってるか？」

「は、話はなしくらいなら……大勢の冒険者が、亡くなったって」

「おお、そうだ。あん時はまだ残っていた闇派閥イヴィルスの連中が、有力派閥のパーティを27階層でまとめて嵌はめ殺ごろした」

　闇派閥イヴィルス。レフィーヤが【ロキ・ファミリア】に入団した時期には既に壊滅させられていたが、その悪名は何度も聞いたことがある。

　曰く、秩序を嫌う者達。

　曰く、混沌を望む邪神達かみがみに率いられた過激派集団。

　ギルドが絶対の根絶を掲げ、多くの【ファミリア】とともに打ち倒した『悪』の使徒だ。

　そんな闇派閥イヴィルスが繰り返してきた数々の悪行の中でも、『27階層の悪夢』は一際ひときわ凄惨だったと言われている。

　ダンジョンの中で不審な動きがあるという情報をわざと漏洩リークさせ、無数の冒険者パーティを27階層のとある地帯エリアに誘おびき寄せた。そして、闇派閥イヴィルスは総がかりで捨て身の『怪物進呈パス・パレード』を敢行したのである。

　階層中のモンスター、果ては階層主かいそうぬしまで巻き込んだ敵味方入り乱れての混戦は地獄絵図と化した。遅れて到着した冒険者達の目に飛び込んできたのは、鮮血が染しみ込んだ赤黒い灰の海と、数え切れない死体ひとの山、そしてそれを咀嚼するモンスター達であったと言う。襲撃された冒険者達は逃げ惑ったのか、27階層の至る場所でその光景が広がっていたらしい。

　ギルド傘下の有力派閥等らと闇派閥イヴィルス、双方に多くの犠牲者を出した事件は、今日こんにちでは『悪夢』の名で語り継がれている。

「フィルヴィス・シャリアは、あの事件の数少ない生き残りだ」

　遠く離れた広場にたたずむフィルヴィスを眺めながら、ボールスは告げる。

「命からがら逃げ出したらしくてな、この街に帰ってきたんだが……死人みてえな顔をしていてよ」

　当時自身じしんが目にした光景を振り返っているのか、彼は目を細めた。

「連れを失ったやつ、体の一部がなくなったやつ……色んな冒険者がいたが、あんな酷ひでえ顔をしたやつは初めて見た」

　破けた衣服、血塗れの黒髪。

　生気を失った相貌。

　誰もが近寄ろうとせず、ずるずると引きずられていたその体。

　死んだ仲間の姿を探すように、そして自らこそが生ける亡者のように。

　少女は、街の中をさまよい続けていたらしい。

「でな、その日からまるで呪われたかのように、あいつが関わったパーティは遅かれ早かれ、くたばっちまうようになったんだ」

「……！」

「落ちる時はとことん落ちる、ってのは冒険者達オレらも十分じゅうぶん承知しているんだが……縁起でもねえからよ、噂が広まるのも早かった。あのエルフとパーティを組むと死ぬぞ、ってな」

　事件後に何とか再起した後も、フィルヴィスの周りには不幸が途切れなかったと言う。

　ある時はパーティが判断を誤り、ある時は異常事態イレギュラーに見舞われ、ある時は仲間割れを起こし。

　都合四度、フィルヴィスと行動をともにしたパーティは全滅した。

　ことごとく、彼女一人を置き去りにして。

「後はさっき言った通りだ。一部のやつ等が渾名で呼ぶようになって、厄介者扱いしている連中も多くいる」

　パーティ殺しの妖精エルフ──『死妖精バンシー』。

『悪夢』の日から嘆き続けている妖精の悲痛な泣声さけびが、犠牲者を、新たな『死』を呼び込んでいるのだと。

　あたかも死神あくまに魅入られたかのような少女を、冒険者達は忌み嫌ったのだ。

　自派閥である【ディオニュソス・ファミリア】の団員でさえも、首領を務めている彼女のことを持てあまし、煙たがってしまうらしい。

　同業者の間で悪目立ちしているフィルヴィス・シャリアは、今や街リヴィラでは有名な単独ソロ専門の冒険者である。

「本人にはたまったもんじゃねえ風評だろうけどな……まぁ、気を付けろよ」

　肩を竦めて忠告したボールスは、小屋の中に戻っていった。

　呆然ぼうぜんとするレフィーヤは、一部始終を聞いていたベートとともに、こちらに背を向けているフィルヴィスの横顔を見る。広場の欄干てすりの近く、崖際にいる彼女の赤緋せきひの瞳は、どこか遠い場所を見つめているかのようだった。

　レフィーヤは考える。

　当時、『悪夢』の事件で仲間を失った彼女の苦悩は、一体どれほどのものだったのかと。

　生気を失った亡者のようだった、とボールスは語った。

　自尊心が強いエルフ故ゆえの苦悩……仲間を見殺しにして、一人だけ生き延びたことに、フィルヴィスは己を恥じたのだろうか。絶望したのだろうか。

　同じエルフであるレフィーヤは、もし自分が同じ立場だったら、と思うと体が震え上がり、そして共感してしまう。

　──私に触ふれるな!!

　あの過剰な反応もあるいは、彼女自身が己の不幸を恐れてのことではないだろうか。

　身に降りかかる凶事の連続が、彼女を物理的にも精神的にも孤立させているのだとしたら。

　多くの冒険者を救えず、死なせてしまった己を、自らの手で孤独に追い込んでいるのだとしたら。

　推量の域を出ないにもかかわらず、心が押し潰つぶされそうになった。

　魂の抜け殻のようになったフィルヴィスの顔が、仲間ファミリアにも距離を置かれて独りきりとなる彼女の姿が、想像となって脳裏に過よぎる。レフィーヤは胸が締め付けられながら、歩み出すベートの後に続いた。

　広場で待つフィルヴィスのもとまで行くと、彼女はゆっくりと振り返る。

　相手の過去を知ってしまった今、何と声をかけたらいいかわからない。

　歩み寄ったレフィーヤがそんな風に戸惑っていると、不意にベートが身を乗り出し、口端こうたんを吊り上げた。

「詳しい話は知らねえが、要はてめえは仲間を見捨てて、おめおめ生き残っちまったってわけだな。ざまぁーねえな」

　本人の前で、レフィーヤが啞然あぜんとする横で、彼はせせら笑った。

「何でまだ冒険者なんてやってんだよ、てめえ。そのままくたばっちまえば良かったじゃねえか」

「ベートさんっ!!」

　少女の傷口を抉えぐるような言葉。こんな時まで弱者苛いじめに余念がないベートに憤るレフィーヤだったが……当のフィルヴィスは、何も言い返さなかった。

　それまでいがみ合っていた態度を消し、静かに笑みを浮かべる。

「お前の言う通りだ」

　その美しい顔立ちに相応ふさわしくないほどの、自嘲と、そして自傷じしょうの笑みだった。

「あの日、眷族ファミリアの先達なかまとともに死ねないまま、私はこうして生き恥を晒さらしている。無様なまでにな」

　仲間を見殺しにしたと、そのように認めるフィルヴィス。

　動きを止めるベートとレフィーヤに向かって、彼女はなおも続けた。

「噂は聞いたのだろう？　どうする、ここで別れるか？　私はお前達も殺すかもしれないぞ」

　自虐にも聞こえる脅し文句に対し。

　ベートは目もとを歪ませ、ちッ、と舌打ちを放った。

「てめーみてえな達観している奴やつが一番ムカつく」

　そのように唾棄して、彼は一人ひとり広場の外へ向かい出した。フィルヴィス達を置いて、あたかも見限ったかのように。

　レフィーヤとフィルヴィス、二人きりとなる。

　冒険者達のどこか陽気な喧騒が彼女達を包み込む。どこからか響いてくる弦楽器の音色は物好きな街の住人の弾奏か。天井からそそぐ水晶の明かりが、山吹色の髪と、濡れ羽色の長髪を照らす。

　賑やかな周囲とは隔たったように、二人の間では沈黙が交わされていた。

　レフィーヤが声を失っていると……フィルヴィスは視線を合わせずに、唇を開く。

「レフィーヤ・ウィリディス……間違っても私に情じょうを移すな。近付くな」

　初めて名を呼ばれたことに、レフィーヤは肩を揺らした。

　ここに来るまでずっと気にかけてくれていた彼女に警告するように、あるいはその優しさを拒むように、フィルヴィスは言って聞かせる。

「私は汚よごれている」

　そして、何かを悟り切っているかのように、弱々しく微笑ほほえんだ。

「同胞どうほうを穢したくないのだ」

　瞠目どうもくするレフィーヤに、はっきりと告げる。

　エルフにあるまじき発言を残したフィルヴィスは、間を置かずその場から離れようとした。

　冷たい背を向けて拒絶の意を言い渡してくる彼女に、立ちつくしていたレフィーヤは──眦まなじりを吊り上げた。

　咄嗟とっさに腕を伸ばし、反撃されるのも覚悟の上で、フィルヴィスの手首を摑んだ。

「貴方は汚よごれてなんかいない!!」

　次には噓うそ偽りのない叫びが、エルフの細長い耳を叩たたく。

　今度はフィルヴィスが瞠目する番だった。

　振り返った彼女は自分を見据える紺碧色の瞳と、その告げられた言葉に大きく目を見開いていたが……はっ、と一瞬いっしゅん遅れて手を振り払う。

　手首を押さえ後退あとずさるフィルヴィスは、うろたえているようだった。

　すぐさま手を振りほどかなかったことを、自分でも驚いているように、握られた右手を見下ろしている。

「私なんかよりずっと美しくて、優しい人です！」

　レフィーヤは更に言い募った。

　同情でもなく慰めでもなく、ましてや気休めでもない。本心である。

『汚れている』などという侮辱ことばが爆発の引鉄ひきがねだった。今の今にいたるまで同胞レフィーヤのことを思いやった言動ばかりする少女を辱める真似まね、たとえ彼女自らが行なったとしても、我慢ならない。こんなレフィーヤにも心の奥底に根付いているエルフとしての誇りが、そして同胞への友愛が、理屈では説明できない感情を激発させる。

　何より、自分を孤独に追い込もうとする目の前の少女を見過ごすことなどできない。

　レフィーヤの想おもいが強い言葉となって届く中、狼狽ろうばいしていたフィルヴィスは、赤緋せきひの瞳できっと睨み付けた。

　怒気を滲にじませた声をレフィーヤの鼻っ面に叩きつけてくる。

「何故そんなことがわかるっ、いい加減なことを言うなっ。私とお前はまだ会って間もない筈だ」

　正論という名の反論に、うぐっと言葉に詰まったレフィーヤは。

　負けてはならじと──勢いのまま、反射的に言い返した。

「こっ、これから一杯いっぱい見つけていきます!!」

　貴方のいいところをっ、とそう付け足して。

「……」

「……」

　フィルヴィスは、きょとんとした。

　レフィーヤも言い放った体勢のまま、固まる。

　同胞の素っ頓狂な返答に、拍子抜けしたかのように呆けていたフィルヴィスは……ややあって「くっ」と噴き出した。

　慌てて漏もれ出た笑みを隠すように手で口を覆ったが、止まらない。

　笑みを嚙み殺すことを諦あきらめた彼女は、「ふふっ」と、おかしそうに指摘する。

「なんなんだ、それは。結局けっきょく答えになっていないぞ」

「あぅ……」

　自分でもしょーもないことを言ったと自覚するレフィーヤは、赤面した。

　その様子を見て、フィルヴィスは一層おかしそうに肩を揺する。小鳥が囀さえずるような細い笑声が、小さな唇からこぼれ落ちていった。

　もしかしたら、それは。
















　冒険者はもとより仲間からも忌避された彼女の、久しぶりの笑顔であったのかもしれない。

　恥ずかしがっていたレフィーヤは、フィルヴィスの笑みに釣られて破顔した。

（言葉では説明できないけど……）

　同胞だからこそ、わかることがある。

　目の前の人物は、誇り高く美しい心の持ち主である、と。

　まだ短いやり取りの中でも、レフィーヤはそのように感じ取っていた。

「……お前は変わったエルフだ」

　口もとを緩めたまま、フィルヴィスが静かに告げてくる。

　ほんの少し棘がなくなった彼女の雰囲気に、レフィーヤは堪たまらなく嬉うれしくなった。

　地下の青空に囲まれながら、同胞の少女とともに、顔を綻ばせ合う。

「──おい、馬鹿ばかエルフどもっ、さっさと来い！」

　やがて怒声が投じられる。

　見れば、広場の外でベートが彼女達を待っていた。

　呼びかけに対し、顔を見合ったレフィーヤとフィルヴィスは頷うなずき、彼のもとへ急ぐ。

　編成に変更はなく、三人のパーティは街リヴィラを後にするのだった。
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　銀の剣つるぎ、《デスペレート》が唸る。

『オオォ──!?』

　放たれた斜め一閃の斬撃が雄鹿のモンスター──『ソード・スタッグ』の剣角を切断し、そのまま顔面を断ち切った。

　モンスターの巨体がぐらりと傾き、音を立ててダンジョンの地面に横たわる。

「ひゃ～。やっぱり強いなぁ～」

　ソード・スタッグを瞬殺したアイズを見て、ルルネは感嘆した。

　得物を提げるアイズは油断なく周囲を警戒しつつ、彼女とその仲間を見やる。臨時パーティの隊員達もまた、遭遇エンカウントしたモンスターの群れを倒し終えていた。

　樹皮に一帯が覆われた通路、幾多の光の粒を灯す苔こけ。階層を経るごとに強さが増していくモンスターを蹴散らし、アイズ達は目的地である24階層に足を踏み入れていた。

　下層域が間近に迫った24階層は、通路一本取っても『上層』やこれまでの中層域と比べ物にならないほど広い。アイズを含めた十六人規模のパーティが贅沢に空間を使い、悠々と移動できるほどだ。

　伴って一度に遭遇エンカウントするモンスターの数も格段に増えているが、ルルネ達【ヘルメス・ファミリア】は、苦もなく敵を片付けていた。

「ルルネさん達も、すごいですね……」

「ルルネ、でいいよ。私達、結構年とし近いだろ？」

　年齢を十八だと語る彼女は気軽に接するよう求めてくる。

　アイズがこくりと頷いて応じていると、彼女達の前方からパーティのリーダーであるアスフィが「前進します」と指示を出すところだった。

　それぞれ適度な間隔を有しながら、ダンジョンを進み出す。

「伊達だてにＬｖ．を偽ってたわけじゃないからなぁ。私はともかく、アスフィや他の連中は素すっ惚とぼけた顔して結構な武闘派だよ」

　パーティの中間なかあいほどの位置で、二人並びながら会話を続ける。

　言ってはいるが、ルルネの身のこなしやナイフ捌きも相当なものだった。盗賊シーフを名乗っている手前てまえ、派手な戦闘は好まないようだが、モンスターを撹乱しては時に四肢へ一撃を見舞い、仲間の補助アシストに徹している。

（個人の技量も、連携も高い……）

　バックパックを装着しているサポーターに至るまで、【ヘルメス・ファミリア】の団員の実力は申し分ない。

　大剣と大盾を振り回す虎人ワータイガー、絶妙な時機タイミングで魔法を撃ち込む小人族パルゥム、短弓ショートボウも手斧ハンドアックスも使いこなすエルフ……ここまでの道中どうちゅう、こなしてきた戦闘を顧みても鮮やかな手並みだった。先程の剣鹿ソード・スタッグとの一度限りの交戦といい、アイズの出番が全くないのがいい証拠だ。

　団長アスフィの性格が反映しているのか、パーティは前衛、中衛、後衛の役割分担がはっきりしている。中でもアスフィの率いる中衛が強力だった。遊撃手ルルネを始め、連携攻撃と緊急時の対応が非常に早い。中衛がどっしり構えている分、前衛も後衛も思い切った行動が取れるのだろう。

　無駄な行動を極力きょくりょく控え、効率を重視している節があるが、強い。

　恐らくパーティ一団としての能力は、第一級冒険者アイズたち主力を除いた【ロキ・ファミリア】の中堅と同等か、それ以上だ。

　これが【ヘルメス・ファミリア】、とこれまで注目していなかった派閥の実態に、アイズこそ感嘆する思いだった。

（特に……）

　純白のマントを羽織った、水色アクアブルーの髪の女性を窺う。

　指示を出すのみで、戦闘自体は数えるほどしか行なっていないが、彼女の短剣の冴さえは素晴らしかった。

　首領であるアスフィの動きは、このパーティの中でも別格である。

「ん、アスフィが気になるのか？」

「……ルルネ、アスフィさんのＬｖ．っていくつ？」

　こそっ、と耳もとで尋ねると「Ｌｖ．４だよ」とあっさり答えが返ってくる。

　予想通りの答えに納得しつつも、まだ色々いろいろ何か隠している、とアスフィの立ち回りからアイズは思った。むしろ彼女もアイズの目を気にして手の内を見せようとしていないのだろう。

　やはり【ヘルメス・ファミリア】の評価を大幅にあらためなくてはいけない、と心の中でこぼす。

　参考までに、アイズはルルネに質問した。

「【ファミリア】の到達階層は？」

「37階層。モンスターがえらい強いし、流石さすがに深入りはしてないけど」

　公式ギルドで発表されている【ヘルメス・ファミリア】の到達階層は、19階層だっただろうか。

　もはや倍に近い。『深層』にも足を踏み入れていたとは、と恐れ入る思いである。

　そこでふと、アイズは気になったことがあり、疑問を口にした。

「よくそんな深い階層にもぐって、他の冒険者達にバレないね……？」

　ここまでの大人数で迷宮探索をしていれば他の冒険者に気取られそうなものだが──Ｌｖ．を偽っていることが明るみになるのでは──とアイズが思っていると、ルルネは得意気な顔を浮かべた。

「うちの団長はあの【万能者ペルセウス】だぜ？　凄い魔道具マジックアイテムがあってさ、誰にも見えなくなって──」

「お喋りは止めなさい、ルルネ」

　と、アスフィがルルネの声を遮さえぎった。

　余計なことは言わなくていい、と眼鏡めがねの奥で半眼を浮かべ釘を刺してくる。

「ご、ごめん。アスフィ」

「全く……」

　調子に乗っていたルルネは体を小さくした。

　口が軽い盗賊シーフに思わず嘆息するアスフィは、そこからアイズの側まで歩み寄る。

「【剣姫けんき】。貴方の率直な意見が聞きたいのですが、この依頼についてどう思いますか？」

「……どういう、意味ですか？」

「街リヴィラ襲撃の件に関してルルネから大まかな経緯いきさつは聞いています。謎の宝玉に執着する、黒ローブなる人物の依頼……今回の騒動も危険なものだと思いますか？」

　モンスターの大量発生は、『宝玉』にまつわる何らかの前触れであると、黒衣の人物からはそのように示唆しさされている。

　あわや街リヴィラを壊滅の手前まで追い込んだ先日の事件に匹敵ひってきするほど、今回の冒険者依頼クエストは危険性を孕んでいるか意見を求めてくるアスフィに対し、アイズは間を置いて頷いた。少なくとも、楽観視していい冒険者依頼クエストではない、というのがアイズの冒険者としての考えだ。

　その反応を見たアスフィは、溜息ためいきを堪こらえるような表情を浮かべた。

「本当に、厄介なことに巻き込まれてしまいましたね……」

　話を横から聞いているルルネが肩身を狭そうにするが、アスフィはもう彼女を責めようとはしなかった。ただ、パーティのリーダーとして一層いっそう気を引き締めたようだ。

　散発的に襲いかかってくるモンスター達を連携して相手取りながら、アイズ達は24階層の正規ルートを進んでいく。

　安全階層セーフティポイント18階層の中央樹を通じて進出する19階層から24階層の層域は、『大樹の迷宮』だ。

　木肌でできた壁や天井、床は巨大な樹の内部を彷彿させる。燐光の代わりに発光する苔こけは無秩序に迷宮中で繁茂し、青い光を放っていた。

　探索する冒険者の進路の先々では、奇妙な形と色をした葉、大きな茸きのこ、銀の滴しずくを垂らす花々など、地上には存在しない様々な植物が姿を見せる。訪れる広間ルームによっては景色が変わり、美しい花畑も存在するほどだ。

　一方で出現するモンスターは既階層きかいそう以上に一癖ひとくせも二癖ふたくせもあり、24階層となればＬｖ．２最上位の能力ステイタス、そして何よりパーティの密度が求められるようになる。

「お、白樹の葉ホワイト・リーフ。アスフィ、ちょっと採取していかないか？」

「止めなさい。取りに行ってモンスターに囲まれるのが落ちです。依頼の前に無駄な労力を費やさないでください」

「今はどこの道具屋みせでも品不足で高く売れるんだけどなぁ……もったいない」

　通路から広間ルームの奥にたたずむ白大樹ホワイト・ツリーを発見し、素早く反応するルルネだったが、アスフィに咎められる。彼女は名残惜しそうに尻尾しっぽを振った。

　冒険者依頼クエストでよく調達を依頼される採取用の原料アイテムが多いのもこの階層域の特徴だ。様々な種類の薬草はそのまま食べても即効性の体力回復や解毒効果が確認されており、回復薬ポーション等とうを作製する薬師達に重宝されていた。迷宮の光源である光り輝く苔でさえも、地上に持ち帰ればそれなりの額で換金できる。

　滅多にお目にかかれない宝石樹ほうせきじゅ──赤や青の美しい宝石の実を宿すまさに金のなる樹──を発見した際はさしものアスフィも含めパーティ全体がざわついたが、泣く泣く素通りする。彼かの樹を守るのは階層最強の木竜グリーンドラゴンだ。Ｌｖ．４に匹敵する潜在能力ポテンシャルを誇る怪物である。51階層の強竜カドモスといい、貴重な採取アイテムのもとには強力な宝財の番人トレジャー・キーパーが居座っていることが多い。

　宝石樹の根もとに体軀たいくを寝かせている木竜グリーンドラゴンの、その緑眼と目を合わせていたアイズは血がざわついたが、アスフィ達に迷惑をかけるので立ち止まっていた足を進める。

　金髪金眼の少女が去った後、目を瞑る木竜グリーンドラゴンは、怯えたように身じろぎを繰り返した。

「……！」

「全員、止まってください」

　前方の通路にひそむ気配に、アイズを始めとした冒険者達は反応した。ただちにアスフィが片手を上げて、パーティの進行をとどめる。

　進路の先は巨大な十字路だった。発光する苔の光度が僅かに落ちている中、薄闇うすやみの中を無数の影が蠢いている。注視する冒険者達はその影の正体が何であるかすぐに悟った。

　目も当てられないほど、広い通路内を埋めつくしているモンスターの大群だ。

「うげぇ……」

　アイズの隣でルルネが呻うめいた。

　うじゃうじゃといる数え切れないモンスターの群れに、他の団員達も思わず後退するほどである。人の性さがとして受け付けられない醜悪な怪物が、巣穴のごとく溢れ返るその様は背筋を寒くさせるのに十分だった。

　本当に不自然な集まり方をしている、とアイズは観察しながら思う。

　これだけ特定の地帯エリアに集まり、行列を作っている光景には出会ったことがない。

　しばらく様子を窺っていると、群れの一部がこちらに気付いた。

　列を外れてぞろぞろと進路を変え、他の個体も後に続く。

「アスフィ、どうする？」

「どうせ駆除しなければいけません。ここで始末します」

　近付いてくる多数のモンスターを前に、ルルネが問いかけると、アスフィは「戦闘準備」と団員に呼びかけた。

　パーティの者達は各々の得物を構え、前衛壁役ウォールの者が盾とともに前へ出る。

「後衛は詠唱を開始。接敵する前に数を──」

「待って」

　そこで、アイズの声がアスフィの砲撃指示を止めた。

　怪訝けげんな顔で振り返る彼女に歩み寄り、端的に告げる。

「私に行かせて」

「は？」

　装備する《デスペレート》を振り鳴らしたアイズは、一気に駆け出した。

「お、おいっ!?」

　アスフィ達が止とめる間もなく、単独先行する。

　泡を食ったルルネの叫びが背を叩いたのとほぼ同時、モンスターの大群とアイズの戦端は開かれた。

　開戦一番、大薙ぎされた銀のサーベルに沿って、複数の断末魔が弾け飛ぶ。


『オオオオォ──────────────────ッッ!?』



　掃討が始まった。

　凄すさまじい斬撃の渦が殺到するモンスターを切り刻み、絶命へと至らせる。三体の敵を巻き込む一度の斬撃、回避行動の中に織り交ぜられる回転斬り、空中へ身を躍らせた美しい金の髪をモンスターが仰あおげば顔面を一閃された。

　押し寄せる群れに対し、アイズは真っ向勝負、正面からぶつかり合う。

　少女が前進する度に周囲からモンスターの姿はかき消え、埋めつくされていた通路にはぽっかりと空間ができあがった。代わりに大量の屍と灰が地面に残る。

　まるで剣の結界だ。近付く怪物は問答無用で八つ裂きにされ、首が、胸部が、胴体が切断される。

　ともすれば【剣姫】の名に相応しくない力任せの斬撃で、アイズはモンスターの攻撃と防御をねじ伏せ、複数の相手をまとめて撃破していく。

　興奮するモンスターの雄叫びは、瞬く間に絶叫へと変わり果てた。

「……」

「……」

「……もう全部彼女かのじょ一人でいいんじゃないですかね」

「……帰っちゃう？」

「そういうわけにもいかないでしょう……」

　団員達と一緒に固まる中、アスフィがぽつりと呟つぶやき、ルルネが尋ねる。アスフィは頷き返すのを何とか堪えて返答した。

　視界の中で一方的な殲滅戦を繰り広げる剣士の姿に、【ヘルメス・ファミリア】は『自分達は必要ないのではないか……』と心の声を一つにしてしまう。

「っ！」

　遥か後方で呆然とするアスフィ達の視線を浴びながら、アイズは剣撃の手を緩めない。

　モンスターの攻撃を一度も直撃クリーンヒットさせず、しかし時にはわざと防御を重ね、徐々に体の動きを加速させていく。

（もう少し、場数じかんが欲しい）

　その金の瞳でモンスターの姿を映しておきながら、意識は体の隅々に向ける。

　アイズは確認していた。モンスターとの戦闘を通じて、自身の現在の能力を。

　達成された【ランクアップ】。

　Ｌｖ．６に到達し大幅に強化された【ステイタス】の把握に、アイズは努めているのだ。

　昇華ランクアップの際に訪れる──急激に力を強めた故に起こる──肉体と精神のずれ。微細な感覚の誤差を徐々に取り除き、心身を調和させるように、様々な動作を繰り返しては試す。

　少年ベル・クラネルの追跡に18階層への急行、そしてアスフィ達の手際の良さによって本日まともな戦闘を行なっていないアイズは、ここぞとばかりに暴れ回った。

『魔法』は使用しない。

　純粋な剣技と身体能力で、交戦をひたすら積み重ねていく。

「！」

『ギッッ──!?』

　疾駆とともにモンスターを葬り、通路の端に辿り着いた途端、壁を蹴りつけ宙へ。

　空中を舞っていた飛行モンスター『デッドリー・ホーネット』を両断する。
















　素早い敏捷性を誇る巨大蜂デッドリー・ホーネットの体軀が二つに分かれ地面に墜落するのと同時、アイズは落下中に二頭の剣鹿ソード・スタッグを仕留めた。着地の隙すきに寄って集たかることもできないモンスター達に、自ら走り寄って斬り払う。


『ガァァァァァッ!!』



『シャアッ！』

　激減する同胞の数にモンスターがいよいよ怯ひるみ出す中、天然武器ネイチャーウェポン──大輪はなの盾と花弁の短剣たんけん──を装備する蜥蜴人リザードマンが勝負を仕掛ける。勇猛に斬りかかる三名の蜥蜴の戦士は、しかし都合三つの斬閃によって返り討ちに遭い、剣士としての格を見せつけられた。

　容赦のない蹂躙を働くアイズの動きを止めようと、複数の茸きのこのモンスター『ダーク・ファンガス』が味方を巻き込んでまで一斉に毒胞子をばら撒まくが──通用しない。高評価の『耐異常アビリティ』を習得しているアイズの前では中層程度のモンスターの異常攻撃は無効に終わってしまう。

　広範囲かつ殺人的な量の毒胞子の中にアイズは突っ込んだ。

　喘ぎ苦しむ蜥蜴人リザードマンや剣鹿ソード・スタッグがばたばたと倒れ伏す一方、毒の霧を突き破って出てきた剣尖けんせんが一体の毒茸ダーク・ファンガスを串刺しにし、そのまま群れを駆逐する。


『オオォォォォ……』



　単身ならば第二級冒険者でさえ命を一つ二つ落としてもおかしくない過酷な戦場でなお、アイズは無傷で在り続け、モンスターを圧倒し続ける。

　そして、ゴブリンの上位種である『ホブゴブリン』の断末魔を最後に、戦闘は終了した。

　大型級の巨軀が地響きとともに地面へ倒れた後、アイズは愛剣デスペレートを鞘に収める。

　大量発生していたモンスターが全滅するまで、およそ十分の出来事であった。

「……あれが【剣姫】、ですか」

　数え切れないモンスターの死骸を見回した後、アスフィは通路の中心にいるアイズを眺める。

　ごくりと喉のどを鳴らすルルネと同様、派閥の仲間が畏怖の眼差まなざしを送る中で、彼女は少女の背中を見つめ瞳を細めた。

「……や、やっぱり第一級冒険者ってすごいなっ。あれだけの群れを一人で倒すなんて、他の冒険者達やつらがビビるわけだよっ！　あ、回復薬ポーションは要るか？」

「ううん、平気……ありがとう」

　少々気後れしていたルルネ達だったが、戻ってきたアイズを笑顔で出迎えた。

　これ以上のない頼もしい味方の存在に彼女達は興奮し、口々に褒め称える。

　持て囃されるアイズは、小揺こゆるぎもしない表情の裏で己の至った高みに手応てごたえを感じていた。Ｌｖ．５であればそれなりに消費しただろう体力も、今は回復薬ポーションの補給なしで済ませられる。

　格段に上がった力と速度、何より疲れ知らずの強[image: 靭]性タフネスを、彼女は実感した。

「で、モンスターは片付けてもらったけど……アスフィ、これからどうする？」

　死屍累々たる周囲──モンスターの死体の山を流石にこのまま放ってはおけず、サポーター他が手分けして『魔石』の抽出作業に取りかかる中、ルルネがアスフィに意見を求めた。

　手の開閉を繰り返していたアイズも顔を上げ、今後の動向に耳を傾ける。

「あの黒ローブのやつの話を信じるなら、食料庫パントリーに何かあるんだろう？　24階層にある食料庫パントリーは三つ……南西に南東、後は北だ。どこの地帯エリアから回る？」

　ごそごそ、と小鞄ポーチをあさってルルネは一枚の羊皮紙を取り出した。

　入り組んだ広大な迷宮が描かれた24階層の地図マップだ。

　地図の端に記される南西、南東、北のとある地帯エリア──どの広間ルームより大きく記された三箇所の大空洞は、赤い線の丸で囲まれている。地図マップと睨めっこするルルネのもとにアイズも近付き、ひょいと隣から地図を覗のぞき込む。

　こうしてあらためて見ると、やはり広い。

　下部の層域に下りれば下りるほど広大になるダンジョンにおいて、この24階層は既に都市オラリオの総面積の半分には届いているだろうか。階層最奥に存在する食料庫パントリーをもし三つ回る羽目になれば、モンスターとの遭遇エンカウントも踏まえると、とても骨が折れる作業になるだろう。

　リーダーの判断をパーティが待つ中、アスフィは口を開いた。

「モンスターがいるところを進みます」

「？」

「モンスターが押し寄せてくる方面へ向かえば、その近辺に恐らく原因がある筈です。食料庫パントリーが大量発生の端を発しているというのなら、我々はモンスターが教えてくれる方角に進むだけでいい」

　おお、とアイズはアスフィの説明に納得をした。

　モンスターの大量発生の源は食料庫パントリーにあるとアイズ達は既に当たりを付けている。怪しい一帯をくまなく調査する必要はなく、方角さえ割り出せれば三つの地点から候補が絞られるのだ。

　なるほどとルルネ達は顔を上げ、アイズが全滅させたモンスター達の亡骸を眺める。

　行列となって彼等が押し寄せてきたのは、十字路のとある方角の先……。

「……北、か」

　ルルネの呟き通り、全ての者は苔の光がうっすらと続く北側通路の先を見据える。

　サポーターが作業を終えた後、一行は北の食料庫パントリーへと進路を転じた。

「それにしても食料庫パントリーか……あそこからモンスターが沢山産まれてるってオチかな。どう思う、【剣姫】？」

「わからない……けど」

「けど？」

「多分……そんな単純なものじゃないと思う」

　ルルネと会話を交わし、時にはアスフィに注意されながら、アイズは先に進んでいく。

　北への選択は正しかったのか、断続的にモンスターの行列が通路の奥から押し寄せる。乱戦と精神力マインドの消費を嫌うアスフィの頼みで、群れの相手はほぼアイズが受け持った。

　流石の連戦を見かねたのかサポーターの少女ヒューマンから回復薬ポーションを差し出され、一度いちど体力の回復を行っていると、ダンジョンに変化が現れる。

　大樹のごとき樹皮の天井や壁面が、ある場所を境にして、岩場のようなでこぼことした構造を作り始める。色は薄赤色となり、道は完璧かんぺきに洞窟然としたものに変わった。

　食料庫パントリーが近付いている証拠である。腹を空かせたモンスターが集まる給養の間まは大空洞の奥に石英クオーツの大主柱はしらが存在し、そこから栄養価の高い液体が滲み出す。石英クオーツが立つ大空洞の環境に最適化させるように、食料庫パントリー近辺の迷宮は形状を変えるのだ。

　モンスター大量発生の原因。

　自分達を待ち受けるものは一体いったい何なのか。

　ルルネ達が今まで以上に緊張を纏い一歩一歩通路を進んでいく中、アイズも感覚を鋭敏にさせていく。モンスターの気配はいつの間にか途絶え、不気味な静寂が彼女達の耳を突き刺してきた。

　そして、地図マップを持つルルネとアイズが先導する形で岐路を行き、パーティが進行することしばらく。

「なっ……」

　冒険者達は、とうとうそれを目撃した。

「か、壁が……」

「……植物？」

　アイズ達の目の前に現れたのは、通路を塞ふさぐ巨大な大壁だった。

　不気味な光沢とぶよぶよと膨れ上がる表面。気色悪い緑色の肉壁はアイズ達の前に立ちはだかり、進路を見事に遮っている。明らかに周囲の石質の壁面とは作りも性質も異なっていた。

　生物のようであり、ともすれば誰かが呟いた通り植物のようですらある。あるいは、ダンジョンが患った腫瘍ガンのような。

　アスフィ達はもとより『深層』に何度も進攻アタックしているアイズでさえ、こんなもの、今までお目にかかったことがない。

　目を疑うような光景に、パーティ全体がざわめく。

「……ルルネ、この道で確かなのですか」

「ま、間違いないよっ。私は食料庫パントリーに繫がる道を選んできたんだ、こんな障害物は存在しない……筈なんだ」

　アスフィの確認に、慌てて地図マップを見直すルルネ。

　地図マップを持つ彼女に案内される形でパーティはここまでやって来た。彼女の側にいたアイズも岐路の際は彼女の地図を見やっていたので、正しい最短経路を辿ってきたのは確かだ。

　食料庫パントリーが存在する大空洞まで、まだ道半なかば。

　自分達の行く手を阻む謎の肉壁を、アイズは瞠目しながら仰いだ。

「……他の経路も調べます。ファルガー、セイン、他の者を引き連れて二手に分かれてください。深入りは禁じます、異常があった場合は直ただちに戻ってきなさい」

　アスフィの指示に、大柄な虎人ワータイガーとエルフの青年が頷いた。彼等は予備の地図マップを片手に五名ずつ団員を従え、来た道を戻る。

　分岐点まで引き返していく彼等を見送った後、アイズ達は肉壁を眺めた。

　場にはアイズ、ルルネ、アスフィ、そしてサポーターの四名が残っている。彼女達は声をかけ合うことなく、自ずと周辺を調べ始めた。

　側面に広がる石質の通常壁に別段べつだん変わったところは見られない。ダンジョンが変調をきたしているというより、やはりこの肉壁本体が異質であるようだ。アイズは恐る恐る歩くルルネとともに近付く。

　24階層の巨大な通路を完全に塞いでいるところから、大きさは高さと幅ともに一〇Ｍメドルといったところか。鼻を突く異臭……腐臭も僅かに漂ってくる。犬人シアンスロープのルルネは「うぇ～」と呻うめきながら鼻をつまんでいた。

　生理的嫌悪を催す肉壁に、アイズはそっと片腕を伸ばす。

　慌てたルルネの止めておけという制止を他所よそに、壁の表面に触れた。

（生きている……）

　確かな熱と、そして鼓動にも似た微かすかな律動が、手の平越ごしに伝わってくる。

　警戒を絶えず払いながら、アイズはじっと壁を見据えた。

「アスフィ、戻った」

「どうでしたか」

　一頻り調査を終え、アイズ達が壁から距離を置いていると、他経路に出向いていた小隊が両方とも帰ってきた。

　彼等の話によれば、やはり他の経路も同一の肉壁によって塞がれてしまっているらしい。恐らく、食料庫パントリーに続く全ての道は閉ざされてしまっている。

　話を聞いたアスフィは、間もなく思考を整理したようだった。

「どうやら、あのモンスターの大群は大量発生イレギュラー……ダンジョンから急激に産み落とされた類のものではなさそうですね」

「ど、どういうことだ？」

　ルルネの疑問の声に、アスフィは眼鏡を押し上げる。

「食料庫パントリーには腹を空かせたモンスターが階層中から集まってきます。もし、とある食料庫パントリーに入れない事態に直面したら……はるばる来たモンスターの群れは、次にどのような行動を取ると思いますか？」

「あっ……」

「……別の食料庫パントリーに、向かおうとする」

　ルルネの代わりに答えたアイズに、アスフィは頷いた。

「この北の食料庫パントリーまでやって来たモンスター達は、致し方なく残る南の食料庫パントリーに進路を転じたのでしょう。ここ数日すうじつ冒険者達を苦しめていたのはモンスターの大量発生などではなく、モンスターの大移動です」

　階層中から北部に集まったモンスターの進路が、冒険者達の通り道と運悪く重なり合ってしまったのだと、アスフィは結論する。

　この肉壁によって食料庫パントリーに進入できず、モンスターは南西と南東の食料庫パントリーを目指したのだ。階層の北から南に向かう飢えた怪物の大移動は、途中にある全ての道を縦断し、結果的に冒険者が利用する正規ルートにもモンスターが押し寄せて溢れ返ることとなったのである。

　食料を求めてさまよっていたモンスターが、一連の大量発生という事象に繫がった。

　ことの真相に団員達が納得を示す中、ルルネは背後を振り返る。

「モンスター達が動き回っていたのはわかったけどさ……じゃあ、この奥には何があるんだ？」

　モンスターの大移動を引き起こした原因。植物をも連想させる正体不明の緑壁。

　眼前の肉壁こそが異常事態イレギュラー──この障壁の先に何か碌でもないものが眠っていることだけは、まず間違いない。

「……アスフィ、ここからは？」

「……行くしかないでしょう」

　尻しり込みするルルネに、アスフィは溜息をついた。

　乗り気ではなかったルルネも「だよな」と肩を落として、すぐに意識を切り替える。

「一応、『門』みたいなものはあるけど……」

　肉壁の中心には花の花弁が折り重なったような『門』、あるいは『口』のような器官がある。

　直径は大型級のモンスターでも優に通り抜けられるほどだ。これが出入り口だとしたらいずれ開口する瞬間が訪れるかもしれないが……微動だにする気配もない。

「やはり、破壊するしかなさそうですね」

　出入り口を含め、分厚そうな構造の肉壁をアスフィは注視する。

「植物を思わせる外見から、炎が有効そうですが……」

「斬りますか？」

「大人しそうな顔してさらっと物騒なこと言うな、剣姫おまえ……」

　アイズが鞘から剣を引き抜くと、ルルネが呆れた視線を送ってくる。

　壁を観察していたアスフィは、やがて「いえ」とアイズに断りを入れた。

「情報が欲しい、『魔法』を試します。メリル」

　彼女に命じられ、小人族パルゥムの魔導士がパーティの前に出る。

　みなに見守られる中、アイズの腰ほどの小柄な少女は小人族パルゥム用の短い金属杖ロッドを構え、詠唱を始めた。かぶっているとんがり帽子がぴょこぴょこと揺れる。

　魔法円マジックサークルを展開する上位魔導士は、静かに魔法名を口ずさむと、炎の大火球を放った。

　着弾と同時に、轟音と衝撃、そして炎上する。

　悲鳴にも似た燃焼音を散らしながら、出入り口に当たる『門』の部分が完璧に燃え落ちた。肉壁は焼け焦こげた跡を残し、ぽっかりと口を開ける。

　周囲の視線にアスフィが頷くと、パーティは列になって壁の先へ向かう。

　アイズ達は内部へ侵入した。

「壁が……」

　気色悪い音を立てて盛り上がっていく──修復していく肉壁に、ルルネが振り返る。

　壁は時間をかけて完璧に塞がってしまった。

　まるで自分達を閉じ込めるかのような動きに、ルルネと団員達は口を閉ざす。

「脱出できなくなったわけではありません。帰路の際は、また風穴を開ければいいだけのことです」

　士気の低下を防ぐように呼びかけたアスフィの声に、ルルネ達はすぐに平静を取り戻したようだった。彼等と並んで、アイズもあらためて周囲を見回す。

　内部は全面が緑壁と化していた。壁も、天井も、地面もそうだ。あたかも生物の体内に入り込んだような錯覚を受ける。

　障壁から発散されていた腐臭がより濃くなっている中、アイズは壁の一角に歩み寄った。

《デスペレート》を持ち、壁面を斬りつける。

　あっさりと切れた割れ目の先には、石壁──24階層本来の壁が視認できた。

（何かが、ダンジョンの上に被さってる……？）

　まるで迷宮にこの肉壁が取り付いているようだ、とアイズは思った。

　出入り口の『門』と同様どうよう、斬ったばかりの傷が塞がっていく光景を見て「何なんだコレ」とルルネは薄気味悪そうに呟く。自動修復……少なくともダンジョンと同じ性質が見られることに、アイズは無言で考え込んだ。

「さぁ、行きますよ」

　アスフィに従いアイズ達は緑壁の迷宮の奥へ歩み出した。

　パーティ内の獣人達が漂う異臭に呻き声を上げる中、誰もが緊張を隠せない。

　突如ダンジョンに出現した謎の緑壁の空間。紛れもない異常事態イレギュラーと、何より『未知』という名の領域に、自然しぜん進む足も慎重になる。

「なぁ、怖い想像してもいいか？　もしこのぶよぶよした気持ち悪い壁が全部ぜんぶモンスターだったとしたら……私達、化物ばけものの胃袋はらの中を進んでるんだよな？」

『おい』『よせ』『止めてくださいっ』

　ルルネの恐ろしい独り言に、団員達から非難轟々の嵐あらしが起こる。

　縁起でもないこと言うなと誰もが口を揃そろえ、図らずも【ヘルメス・ファミリア】から緊迫した空気が若干じゃっかん薄れる。騒がしい他派閥のやり取りを耳にしながら、アイズは視線をある一点にとめた。

　この領域内での光源。

　うっすらとした燐光を灯した、壁や天井に咲くしおれた花。

　花の色は、極彩色。

　アイズの双眸そうぼうが細まる。

「分かれ道……もう既存の地図は役に立ちそうにありませんね」

　光量が頼りなく薄暗い通路を進んで数分。

　正面、左右側面、そして上方にも存在する計四つの道を前にして、アスフィは足を止める。

　どうやらこの緑壁の通路は構造が入り組んでいるらしい。もとある24階層の迷宮壁を貫通でもしているのか、地中に伸びる無数の植物の根のように、複雑に枝分かれしているようだ。

　まさかの事態にアイズがうろたえていると、アスフィはルルネに目を向けた。

「ルルネ、地図ちずを作りなさい」

「了解りょーかい」

　団長からの冷静な指示に、ルルネは地図マップとは別の羊皮紙と赤い羽根ペン──アイズのものとお揃いだ──を引っ張り出した。

　あたかもこの緑壁内に入った当初から、己の歩数と道を曲がった回数を数えていたかのように、正確な地図マップを紙の端から描き込み始める。

　これは、つまり、地図作成マッピングだ。

　アイズは衝撃を覚えながら、ルルネの肩から作りかけの地図を覗き込む。

「すごい、ね……地図を、作れるんだ」

「んー、そうか？　【剣姫】に褒められるなんて光栄だけど……私は一応、盗賊シーフだからな」

　照れ臭そうに苦笑しながらも、ルルネは手の動きを止めなかった。見る見る内に現在地までの道を記した彼女に、自分にはない技術だ、とアイズは素直に認める。

　今でこそギルドには多くの階層の地図情報マップ・データが蓄えられ、冒険者は不自由のない探索環境を整えられているが、それも遥か『古代』の時代から続く探索者達の功績があってこそである。彼等は何の情報もないまま『未知』に挑戦し続け、命懸けで正規ルートを開拓し、各階層の地図作成マッピングを行なってきたのだ。

　過去の先人が作り上げた地図情報マップ・データをなぞり探索するだけの現在の冒険者──アイズ達は、言わば彼等の偉業の上に胡座をかいている。証拠に、アイズは地図作成マッピングの方法も知識も何も持ち合わせていない。きっと他の冒険者も──未開拓地帯エリアの地図情報マップ・データ売り込みを生業なりわいとする地図製作者マッパーを除けば──多くの者がやり方を知らないだろう。

『未開の迷宮を探検する』という行為に、アイズはようやく緊張を感じることができた。

　戦うばかりですっかり忘れていた、『冒険者』という職業の本質と、そして己の未熟さを考えさせられる。

　伴って、ルルネに対する尊敬も抱いた。

「本当に、上手うまい……」

「あはは、都市の外に出る主神ヘルメス様の付き添いで、よく怪しい遺跡とかにももぐったりするんだよ、私は。もう慣れたもんさ」

　右の道を選んだパーティの進行に合わせ、すらすらと地図作成マッピングしていくルルネに、アイズは感心しきりだった。ルルネはまたはにかみながら、主神に鍛えられたんだと教える。

　通過した道筋に数度すうど合流を繰り返しながら、アイズ達は複雑な迷路を探索していく。

　地図マップが面白おもしろいように埋まっていく中、ルルネは18階層で確保した水晶の欠片かけらを欠かさず背後に落とし、もと来た道の目印も忘れなかった。

「それにしても……この調子じゃあ、街リヴィラで買い込んだ血肉トラップアイテムや隠蔽布カムフラージュは使わなそうだなぁ」

「そのようですね……ん？」

　モンスターの遭遇エンカウントは勿論のこと、異様な静けさを保つ緑壁の迷宮に、団員達が不気味なものを感じ始めていた頃ころだった。

　開けた通路の中心に、不自然に散乱した灰を発見する。

「モンスターの、死骸か？」

「ええ。間違いなさそうです」

　散らばった灰の中から、『魔石』の代わりに『ドロップアイテム』をアスフィは見つける。

　どうしてこんなところに、と思案顔を浮かべるルルネに対し、彼女は言葉を続けた。

　己の短剣を、静かに抜き放ちながら。

「恐らく、例の『門』を破ることのできた複数のモンスターが、ここまで侵入してきたのでしょう……そして、何かに殺やられた」

　アスフィのその発言を皮切りに、パーティの空気が張り詰める。アイズを始めとした察しのいい者達は既に得物を装備し、周囲を警戒していた。

　食料庫パントリーへの道を閉ざしていた障壁を突破することのできた、強い個体のモンスター達──それをものの見事に食い荒らしたように、大量の死骸はいはばらばらに周囲へ散らばっている。

　後衛の者達を守るように陣形を組み直し、アスフィ達は神経を尖らせる。

　複数ふくすう開いている薄暗い横穴の奥、通路の前方、そして後方。

　冒険者達が鋭い視線を周囲に配る最中さなか、アイズは。

　一人、頭上を見上げた。

「──上」

　はっと肩を揺らし、アスフィ達は一斉に顔を振り上げる。

　アイズの呟きに導かれた先には、薄闇の中を蠢く、何本もの長軀があった。

　遥か上方の天井をうぞうぞと這うモンスター達は、その極彩色の花弁からいくつもの粘液を滴り落とす。

　牙きばの並んだ大口を晒すモンスター──食人花の群れは、間もなく天井から落下した。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　破鐘われがねの咆哮ほうこうとともに迫る敵を前に、アスフィは叫ぶ。

「各自、迎撃しなさい！」

　多数の巨軀の降下を回避し、アイズ達はモンスターに斬りかかった。
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「レヴィス、侵入者だ」

　赤光に照らされる不気味な大空洞で、男の警告がもたらされる。

「モンスターか？」

「いや、冒険者だ」

　赤髪の女、レヴィスの問いに、白ずくめの男は「やはり来た」と憎々しげに答える。

　二人の周囲では、ローブに身を包んだ者達がにわかに浮き足立っていた。侵入者の存在を危ぶんでいるのか、互いに声を張り合いながら慌ただしく駆けずり回っている。

　その光景を、レヴィスはくだらなそうに一瞥した。

「相手は中規模のパーティ……全員ぜんいん手練てだれのようだ」

　肉壁の一部、月の表面を思わせる蒼白い水膜には、食人花と交戦する冒険者の一団が映し出されていた。

　興味の欠片も示していないレヴィスだったが──水膜の中に美しい金髪金眼の少女が現れた瞬間、目の色を変える。

　座り込んでいたその場から、素早く立ち上がった。

「『アリア』だ」

「なにっ？」

　彼女の呟きに、男も反応した。

　レヴィスの緑色りょくしょくの瞳がアイズに食いついているとわかると、彼の口唇は解せないと言うように歪む。

「【剣姫】が『アリア』……？　信じられん」

「確かだ」

　短く返す赤髪の女は先程までとは打って変わって、雰囲気を豹変ひょうへんさせていた。

　獲物を追う狩人のように、あるいは災いをもたらす奈落からの使者のように、冷酷な威圧感を纏う。

　その細めた両眼で、水膜に映る少女だけを見据えた。

「私が行く。『アリア』を周りの奴等から引き剝はがせ」

「……わかった」

　返事を待たず背を向けて、女は大空洞から動き出す。

　放たれる血のごとく赤い光が、彼女の姿を禍々まがまがしく照らし出した。
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　天井付近に咲いた、とある蒼白い花に見下ろされる通路の一角では、激しい戦闘が繰り広げられていた。

　モンスターの必殺たいあたりを前衛の盾が防ぎ、無数に唸る触手むちを中衛の戦士が弾き飛ばす。詠唱を行う後衛の魔導士へ脇目も振らず突っ込むその不規則な動きに悪戦苦闘しながら、食人花のモンスターと【ヘルメス・ファミリア】は一進一退の攻防を続けていた。

「ルルネ、相手の『魔石』はどこですか!?」

　初見の相手に対し団員達が攻めあぐねる中、いち早く戦況に順応したのは、アスフィだった。

　多角度から押し寄せる夥しい触手を短剣で全て斬り飛ばし、相手の長軀のもとへ深く、鋭く切り込む。

　破鐘われがねの悲鳴が連続し、食人花達の警戒優先度が跳ね上がる中、陽動も兼ねた派手な高速移動で敵を撹乱する。

「えっと、確か、口の中！」

　同じくナイフで触手を斬り払うルルネは街リヴィラ襲撃の際に得た情報を叫んだ。

「口の中ですね」と食人花の顎を睨み付けるアスフィは、鞭の振り下ろしを特製のマントで弾き流し、ベルトの囊ホルスターから緋色の液体が詰まった小瓶こびんを取り出す。

　瞬時に小瓶は食人花の口腔こうこうに投げ入れられ──爆発。


『──────────ァッ!?』



　口内で炸裂した爆撃に悲鳴は最後まで続かず、『魔石』を破壊された食人花は灰となった。

　魔道具作製者アイテムメイカー謹製の手投げ弾、爆炸薬バースト・オイルだ。都市外の資源──大陸北部の火口近辺に発芽する火山花オビアフレアを原料にアスフィが手を加えて生成した液状の爆薬。彼女にしか作製できない緋色の爆液は小瓶一つ分で中層出身のモンスターを絶命させる威力を備える。

　自身専用かつ高威力の道具アイテムを駆使し、アスフィは次々と撃破を重ねていく。

　団員達も相手の動きを摑んだのか、一気に攻めに転じて屠ほふりにかかった。

「大丈夫？」

「は、はいっ!?」

　狙ねらわれやすい魔導士の防衛に回るアイズは、『魔力』に引き寄せられたモンスター達をことごとく解体していた。

　赤面する小人族パルゥムの少女に見上げられながら、アスフィを主軸に置いた交戦を見つめる。

　やはり強い、とアイズは純白のマントをなびかせる魔道具作製者アイテムメイカーの姿を追いながら思った。食人花の性質から魔導士達の身を危うんで後衛位置まで下がったが、もう出張る意味もない。他団員の対応能力の高さもさることながら、彼女の冷静な分析と行動力は頭一つ飛び抜けている。アイズの瞳に首領フィンを想起させる戦い振りだ。

　虎人ワータイガーの援護をもらい懐ふところに飛び込み、サポーターから投擲パスされた長剣で、食人花の頭部を斬り飛ばす。

「あらかた片付けましたね……」

　長剣をサポーターに投げ返しながら、アスフィは周囲を見回す。

　後方では最後の一体をちょうどルルネが仕留め終えたところだった。灰の山から魔石を割った投剣ダガーを回収し、ふぃ～、とアイズ達のもとに戻ってくる。

「落ち着いて戦えば、何とかなるもんだなぁ」

「打撃こうげきが通らなかった時はどうなるかと思いましたが……まぁ良しとしましょう」

　街リヴィラ襲撃時、食人花に苦い記憶を植え付けられていたルルネは、パーティの連携のもと自信を取り戻したようだった。アスフィも爆炸薬バースト・オイルの消費を気にしつつ戦果を前向きに捉とらえる。

　収拾した極彩色の魔石にどよめく一面もあったが、武装及び道具アイテムの点検を素早く済ませ、パーティは進行を再開させた。

「聞いてはいましたが、あれが例の新種のモンスターですか……」

「固くて、速くて……しかも数が多い。やになるよなー」

「【剣姫】、貴方はあの新種の性質を熟知しているようでしたが、知っていることがあれば今の内に教えてもらっていいですか？」

「わかりました」

　アスフィとルルネが話す中、アイズは食人花について持っている情報を提供した。

　まず打撃は効きにくく、代わりに斬撃の耐性は低いこと。

　そして『魔力』に過敏に反応し、『魔法』の発生源に押し寄せること。

　警戒を怠らないパーティの者達も、アイズの鈴のような声音に耳を傾ける。

「……あと、他のモンスターを率先して狙う習性が、あるかもしれません」

　最後は伝えるか少々考えた後、告げた。

　モンスターを狙うきらいがあるという性質は、正確には『深層』で遭遇エンカウントした芋虫型のモンスターに見られた特徴だ。51階層を猛退散する最中さなか、アイズ達を一旦いったん放ほうって『ブラックライノス』を捕食する光景は今でも鮮明に思い返せる。

　まだ食人花にその行動を確認したわけではないが、極彩色の『魔石』という共通点から、アイズは念のため話しておいた。

「共食いのモンスターってことか？　珍しいな」

　ルルネが地図作成マッピングする傍かたわら顔を上げると、隣で黙っていたアスフィはふむと眼鏡の枠フレームをいじる。

　彼女は仮説を打ち明けるように、解説を始めた。

「モンスターがモンスターを襲う行動には、大きく分けて二つの可能性があります」

　アスフィはまず指を一本立てる。

「一つは突発的な戦闘。偶然、あるいは何らかの事故で被害を受け、逆上したモンスター同士が争い合う。群れ同士で戦う場合もあります」

　アイズがこくりと頷くと、アスフィは二本目の指を上げた。

「そして二つ目。モンスターが、魔石の味を覚えてしまった場合」

　本題に迫るように、彼女は言葉を続ける。

「別の個体モンスターの『魔石』を摂取すると、モンスターの能力には変動が起こります。【ステイタス】を更新される我々のように」

「『強化種きょうかしゅ』……」

「ええ。過剰な量の『魔石』を取り込んだモンスターは、本来の能力とは一線を画するようになります」

　アイズの呟きをアスフィは肯定した。

　本能の底で同胞であることを無意識に自覚しているモンスター達は、最低限さいていげん同士討ちを忌避する傾向にあるが、そこから逸脱した個体も時には現れる。

【経験値エクセリア】を蓄積し能力ステイタスを高める人類とは異なった、文字通り弱肉強食の法則によってモンスターは己の力を引き伸ばすのだ。

『魔石』がもたらす力と全能感に酔ってしまった怪物かいぶつは、ひたすら同胞の核を食いあさるようになる。そして力をつけ過ぎた存在は、ギルドから賞金首バウンティ・モンスターとして多大な賞金が懸けられ、討伐の対象にもなりうる。

「有名なのは『血塗れのトロール』……多くの同業者を手にかけ、討伐に向かった精鋭のパーティまで返り討ちにした化物ばけもの」

「ああ、いたなぁ……上級冒険者を五十人くらい殺やったんだっけ？」

「ええ。最後は【フレイヤ・ファミリア】が討伐したのは、記憶に新しいですね」

　アイズも覚えている、世間を騒がせた事件を思い返す。

　ギルドの推定Ｌｖ．を遥かに超えるまで強化された『血塗れのトロール』はあくまで特例の一つだが、同種族の『魔石』を五つでも取り込めば、モンスターの能力は目に見えて変化するという情報データが存在する。

「ってことは、あの新種も『魔石』を目的に他のモンスターを襲ってるってことか？」

「と、私は考えますがね。共食いに走るということは、何らかの理由があって然るべきです。それに先程の戦闘の中でも、能力差の著しい個体が数体存在していました」

「そう言われてみれば、あの食人花モンスターって力がばらばらだな。楽に始末できたやつもいれば、相当そうとう手こずったやつもいる。……でも、群れ全体で『魔石』を狙うって、そんなのアリか？　最初から『魔石』の味を占めてるって、冗談じゃないぞ」

　ルルネ達の会話を聞きながら、アイズは思考に沈む。

　アスフィの推測は当たっているように感じられた。今回こんかい交戦したモンスターと比べて、怪物祭モンスターフィリアや街リヴィラで激突した食人花の方が能力で勝っていた個体が多い。単純な個体差と断じるには難しい、それほどの力の隔たりだ。

　気になるのは、食人花同士では共食いが発生しない点……ルルネが懸念するように、極彩色の『魔石』のモンスターは、他のモンスターとは異なり後天的ではなく、先天的に『魔石』を求める性質があるのかもしれない。

　そこまで思考を進めたアイズは、ともあれ、と意識を切り替える。

（食人花モンスターが出た……なら、この先に）

　待ち受けている可能性が高い。

　食人花のモンスターとともに連想される赤髪の女の姿が、頭の中を過よぎる。

　ぎゅっと握られる左手。

　静かに、アイズは己の心に覚悟を課した。

「また分かれ道か……」

　再び岐路に差しかかり、パーティの歩みが止まる。

　広く左右に開けた二つの道を前に、ルルネがアスフィの指示を仰ぐ。

「アスフィ、今度はどっちに──」

　その時だった。

　ルルネの声を遮り、ずるずると体軀を引きずる音を響かせながら、左右の道からモンスターの毒々しい花頭が現れる。

「両方からかよ……」

「違う……後ろからも」

「げっ」

　呻くルルネに追い打ちをかけるように、アイズの注意が飛ぶ。

　左右後方、三方向からの挟み撃ちだ。天井と地面を這って出現する多くの食人花に、【ヘルメス・ファミリア】の他団員も顔をしかめる。

　退路が完璧に断たれた。

「……【剣姫】、片方の通路を受け持ってくれますか？」

「わかりました」

　アスフィの要請をアイズは了承する。

　ただ一人第一級冒険者であるアイズに片側の通路の敵を押さえ込んでもらい、その間に二方向からのモンスターを殲滅する作戦だ。

　間もなくアスフィの鋭い号令によって、総勢十六名の冒険者達は飛び出した。

　後方に八、右に七、そして左にアイズが単独で接敵する。

　そして、誰よりも早くアイズの《デスペレート》が食人花を斬り伏せた──次の瞬間。

　見計らったかのように、天井より巨大な柱が彼女のもとへ落下した。

「っっ!?」

　すぐさま反応したアイズは緊急退避する。

　地面を蹴りつけ後転飛び。ドンッ、ドンッ、ドンッ、となおも発射される巨大な緑柱を次々に回避し続け、気が付くと。

　左方の道が完璧に塞がり、アスフィ達と隔離されてしまった。

「分断!?」

　極厚の壁と化した柱の奥からルルネの悲鳴が届く。

　アイズもまた金の双眸を見開いた。通常のダンジョンではありえない罠トラップに、離れ離れになった仲間と同様驚愕きょうがくに見舞われる。

　──引き離された！

　衝撃が抜け切らない間にも、未だ残る食人花がアイズに襲いかかる。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

「ッ！」

　敵の触手を切り裂き、アイズは都合五体のモンスターを秒殺した。

　最後の一体を灰に変えると同時に、壁へ駆け寄り、奥にいるルルネ達と合流するため破壊しようとする。

　だが、放たれた獰猛な殺気が、それを許さなかった。

「……！」

　強烈な戦意に、アイズは肩を揺さぶられた。

　振り返り、薄闇が続く通路の奥を見つめる。

　あの暗がりの先にいる、無視できない、何より覚えのある圧倒的な存在感。

　この相手に一時いっときも背を向けていられないと判断したアイズは向き直り……やがて、眦を吊り上げた。引き寄せられるように、暗がりの先へ進み始める。

　壁に咲いたしおれた花が燐光を揺らし、アイズの顔を照らす。

　銀の胸当てと肩鎧が光をはね返す中、ブーツの音を静寂な一本道に反響させていく。

　時間はかからなかった。

　進むアイズと鏡合わせをするように、ゆっくりと。

　相手も、闇を切り裂いて歩み出てくる。

「──そちらから出向いてくれるとはな。願ったりだ」

　果たして現れたのは、赤髪の、調教師テイマーの女だった。

　何の変装も施していない、白い肌と血の色の髪。緑色りょくしょくの双眸を晒した素顔でアイズを真正面から見据える。

　──やっぱり、いた。

　冷たい女の視線を、金の瞳で受け止める。

　長大な緑壁の通路の中で、アイズ達は対峙たいじした。

「……貴方は、ここで何をやっているの？」

「さぁな」

「これは、このダンジョンは何？　貴方が作ったもの？」

「知る必要はない」

　視線を絡からめ合い、油断なく構えながら、アイズは相手の様子を窺う。

　あたかも追い剝ぎをしたかのように、どこか傷いたんだ形跡のある戦闘衣バトル・クロス。防具を始め、武器は何も携行していない。

　こちらの質問に対し、やはり相手はまともに取り合う気はなさそうだった。

　以前遭遇そうぐうした時と似たように、ばっさり切り捨ててくる。

「お前は黙って付いてくればいい。会いたがっている奴がいる。来てもらうぞ、『アリア』」

　その言葉に、アイズは視線を鋭くした。

「私は、『アリア』じゃない」

　否定するアイズに、女は怪訝そうな顔付きをする。

「『アリア』は、私のお母さん」

「世迷よまい言を抜かすな、『アリア』に子がいる筈がない。仮に……お前が『アリア』本人でなくとも、関係のないことだ」

　言葉を交わす中、アイズは身を乗り出す。

「貴方は、どうして『アリア』を知っているの？　『アリア』の何を知っているの？」

「名を知っているだけだ。『アリア』に会いたいと何度もせっつかれてな……うざったらしい声に従って探していれば、お前に会った。それだけだ」

　言葉数を増やし、感情をあらわにするアイズを前にしても、女は無感動に泰然としたままだった。

　要らない言葉を吐いた、と言うように彼女は会話を切り上げる。

「無駄な話は終わりだ。お前を連れていく」

　そう言って、女は地面に片手を突き刺した。

　細い腰が曲がり豊かな胸が揺れる中、ズズッ、と水が渦を巻くような音が足もとから発せられる。

　やがて勢いよく手を引き抜くと、赤い液体を散らしながら長い棒状の塊が吐き出された。

　柄つかが存在する、紛れもない長剣。

　──天然武器ネイチャーウェポン？

　驚くアイズの前で女は剣を振り、付着している液体を飛ばす。

　生物から切り取った血肉をそのまま鋳型いがたに流し込んだかのような不気味な外見。鍔つばを始めとした装飾は一切なく、紅の剣身は全く切れ味がないように見える。傷付けられれば呪のろわれてしまうかのような、そんな禍々しい威圧感があるだけだ。

　口を閉ざすアイズは、静かに、体から余計な力を抜いた。

　臨戦態勢の強敵を前に、己の全てを愛剣デスペレートへと委ゆだね、一人の剣士に成り変わる。

「行くぞ」

　瞬時、女は突撃した。

　赤い髪が血飛沫のような斜線を描きながら、長剣を振り下ろす。

　アイズは真っ向から受け止め、《デスペレート》で弾き返した。

　響き渡るサーベルの金属音と鉄塊を殴りつけたような鈍い音。『リヴィラの街』で圧倒した凶暴な勢いで女は立て続けに斬りかかった。空気が悲鳴を上げる大薙ぎの一撃をアイズは屈かがんで難なく躱かわし、すぐさま斬り上げを放つ。

　一度目の戦いを巻き戻すように、純粋な剣技と[image: 拳]蹴が織り交ぜられる戦技が交わされた。

「……？」

　激しく打ち合う最中さなか、女の表情が怪訝なものに変わる。

　眉まゆを曲げていた彼女は──徐々に速くなっていくアイズの剣筋に気付いた瞬間、瞠目した。

　間髪入れず、残像を刻む銀剣が女の驚愕ごと反応を斬り払い、一閃。

　体勢を崩すほど、長剣が大きく弾かれる。

「なっ!?」

　動揺する暇も与えず、アイズは無言で追撃する。

　甚だしい連撃を浴びる女はぎりぎりの防御を積み重ね、次の一撃で堪らず大きく後退した。

　渾身の袈裟斬りの反動を殺しきれないまま、緑色の地面を足で削る。

　ようやく勢いが止まった時、女は呆然とした。

　緩慢な動きで豊満な胸に手をやると、ぬめった赤い血が指先を濡らす。

　浅い傷を負った彼女は、アイズに向かって顔を上げた。

「お前、まさか……」

　鋭い眼差しで依然いぜん自分を見据えてくる少女に対し、次には、盛大に眉間みけんを歪める。

「【ステイタス】を昇華しょうかさせたか……!?」

　十日前とは見違えたアイズの能力に、相手もとうとう気付いたようだった。

　偉業を成し遂げたことで至った新たな高み、【ランクアップ】。

　漆黒の階層主かいそうぬしとの激闘を経て殻を破り捨てたアイズが上り詰めたＬｖ．６の頂き。

　あの水晶の街で敗北を喫した少女はもういない。

「あぁ、面倒なッ……!!」

　吐き捨てられた言葉には、苛立いらだちが滲み出ていた。

　十日前には圧倒されていた純粋な身体能力が、ここにきて伯仲の様相を呈する。

　忌々しそうに睨みつけてくる女に対し、アイズは静かに言い返した。

「貴方に、負けたくなかっただけ」

　蒼然とした闇夜の下、彼女によって叩きつけられた敗北感が、アイズを高みへと駆り立てた。

　心の奥に秘めている、【ファミリア】の仲間達にも劣らない生来の『負けず嫌い』。融通の利きかない負けじ魂を発揮し、少女はこの瞬間に臨んだ。再戦リベンジである。

　己の意志を表すように、アイズは愛剣の切っ先を向けた。

「ちッ……」

　舌打ちをし、長剣を構え直す女と睨み合う。

　常に冷淡であった表情を打ち消し、相手はこちらを明確な敵として鋭い視線の矛で射抜いてくる。それまで以上に濃厚な威圧がアイズを襲った。

　静かに機先を窺う両者だったが、おもむろに、女が口を開く。

「使わないのか？」

『風』を、とそう問うてくる。

　最大の武器である魔法エアリエルを行使しようとしない少女に、疑問を投げかけた。

「必要、ない」

　そしてアイズは、はっきりと告げた。

『魔法』に依存していた前回の戦闘を顧みて、もう一度自分の原点に立ち返る心算。

　剣士として培った剣技のみで、アイズは女との勝負に挑む。

「──舐なめるな」

　対する女は、烈火のごとく、怒りを帯びた。

　その無表情の美貌に殺気を溢れさせ、握り締めた長剣の柄へ亀裂を走らせる。

　これまでにない感情をさらけ出し、次の瞬間、地ちを蹴り砕いた。

　弾丸となって迫りくる相手に、アイズも剣を振り上げ疾駆する。

　銀と紅の剣が、凄まじい勢いで交差した。

　衝突。
















「【狙撃せよ、妖精の射手。穿うがて、必中の矢】！」

　美しい呪文じゅもんの旋律が響き渡る。

　短文詠唱を紡つむいだレフィーヤは魔導士専用装備・魔杖《森のティアードロップ》を構えた。魔術師メイジが好んで使う特殊鉱石『白聖石セイロス』を本体の材料に、魔導士の魔法を底上げするため性能せいのうが突き詰められた杖つえ。取り付けられた魔宝石まほうせき生成には貴重なアイテム『千年樹の滴しずく』が使用され、特定種族エルフの『魔力』に高い融和性を示す。

　足もとに展開された魔法円マジックサークルと連動するように、杖先端に据えられた魔宝石まほうせきが眩まばゆい光を放った。

「【アルクス・レイ】！」

　力強い魔法名が光の矢を召喚する。

　特出とくしゅつした『魔力』と強力な【妖精追奏スキル】によってもはや砲撃と化した単射魔法が狭い直線通路内を埋めつくす。進路上にいた二十を超すモンスター達は絶叫を上げながら大光閃に呑のみ込まれ、消し飛んだ。

　閃光の軌跡に沿って残る、沢山の灰粉。

　敵の撃破を認め、レフィーヤは杖を下ろす。

「そうか、お前はウィーシェの森の出身か。同胞の中でも『魔力』に秀でた里の者達……あの魔法の出力、道理で」

「い、いえっ、私はこれくらいしか取り柄がないので……」

　立ちはだかっていたモンスターの壁を取り除いて再進行する傍かたわら、フィルヴィスが得心がいったようにレフィーヤの横顔を眺めてくる。

　ダンジョン24階層。アイズを追いかけるべく複雑な迷宮を駆け下りてきたレフィーヤ達はこの目標階層まで辿たどり着いていた。ベート、フィルヴィスと並びながら、たったったっ、と大樹の迷路に足音を響かせていく。

　レフィーヤ達は階層北の食料庫パントリーを目指していた。モンスターの大量発生が確認されている正規ルートに向かってみると、収拾し切れなかったと思われる無数の『ドロップアイテム』と、モンスターの死骸はいが北の方角に続いていたからである。並大抵の上級冒険者では凌ぎ切れないであろうモンスターだったものに、これがアイズ達の仕業であるとレフィーヤ達は確信した。

　続々と集結しつつあるモンスターとの戦闘──時間の浪費を嫌って、現在は大通路を迂回し、樹皮に包まれた細道を進んでいる。細道、と言っても幅は五Ｍメドル以上はあり、少数のパーティ編成ならば何ら支障のない経路だ。

　発光する苔に囲まれながら、フィルヴィスと会話するレフィーヤは顔を嬉うれしさに緩めた。

　彼女の賞賛と、何より少しでも縮まった距離感に、つい喜びを見出してしまう。

「無駄口叩たたくな。来るぞ」

　くだらなそうに告げながら、並走していたベートが前に飛び出した。

　視界の奥から現れたモンスターを瞬殺にかかる。曲芸アクロバットのごとく複数の巨大蜂デッドリー・ホーネットを空中でいっぺんに撃墜し、二Ｍメドルを超える『ホブゴブリン』の太った醜い巨軀を、上段蹴げりで文字通り粉砕した。

　パーティの進行速度に微塵も影響を与えない勢いでベートが道を切り開く中、レフィーヤ達の周囲からは──バキッ、と。

　飛ぶ樹皮の欠片かけらと、壁の罅割れる音が発生し、どっと蜥蜴人リザードマンと毒茸ダーク・ファンガスの群れが出現する。

「！」

「下がれ、ウィリディス！」

　樹皮の壁面を突き破り産まれたばかりのモンスターに包囲される中、レフィーヤの名を呼んだフィルヴィスが疾走する。

　短剣を抜剣しレフィーヤの側にいたモンスターを斬り倒す。吠える蜥蜴人リザードマン達がフィルヴィスに飛びかかるが、彼女は突きと横斬りを多用した素早い攻撃で的確に急所を突いた。純白の戦闘衣バトル・クロスを揺らしながら、太い尾の反撃を往なし、すれ違いざま蜥蜴のモンスターの首を胴体から切り離す。

　立ちつくすレフィーヤが介入する暇もないまま、あっという間に蜥蜴人リザードマンの数を減らしたフィルヴィスは、腰から木製の短杖ワンドを引き抜く。

「【一掃せよ、破邪の聖杖いかずち】！」

　残る二体の蜥蜴人リザードマンとの戦闘を続けながら、呪文を奏でる。

『並行詠唱』を開始し、蜥蜴人リザードマン達を斬り伏せた次には。

　茸きのこの傘を広げ、不穏な動きを見せる三体の毒茸ダーク・ファンガスに、その短杖ワンドを向けた。

「【ディオ・テュルソス】！」

　毒胞子の拡散と同じ時機タイミングで、超短文詠唱型の魔法が発動する。

　鋭い稲光とともに駆け抜ける一条の雷が、毒茸ダーク・ファンガス達を毒胞子ごと焼きつくした。

（す、すごい……）

　モンスターの群れを倒したフィルヴィスの戦いぶりに、レフィーヤは驚嘆する。

　純粋な後衛魔導士のレフィーヤとは異なる、『魔法剣士』。

　中衛として冒険者パーティから非常に人気のある──重宝されてモテる──上級中衛職ハイ・バランサーだ。自分自身前線ぜんせんで戦うことができ、弓や投擲とうてき武器では敵わない『魔法』の火力を誇る、速度重視の魔導士。レフィーヤが憧あこがれる戦闘型バトルスタイルでもある。

　フィルヴィスは超短文詠唱による攻撃魔法を主体にした、『魔法剣士』の中でも殊更ことさら速い戦法を得意とするらしい。

　短剣ソードと短杖ワンドをもって近距離・遠距離をつつがなくこなし、激しい戦闘の中での『並行詠唱』もお手のもののようだ。剣とともに舞い敵を退け、魔法で焼き払うその姿は、端麗な容姿も相まって美しく華がある。

　しばらく経たった後も見とれていたレフィーヤだったが……ふと、劣等感も覚えてしまった。

「てめーもアレくらいできるようになればな」

「うぅ……」

　近寄ってきたベートが追い打ちをかける。

　基本、距離か前衛壁役ウォールを必要とする後衛魔導士レフィーヤは、仲間の助けなしには大して戦えない。

　一人でも戦闘をこなせる万能のフィルヴィスと比べれば雲泥の差だ。

　頭を垂らして落ち込んでいると、今度は戻ってきたフィルヴィスが擁護してくる。

「火力特化の魔導士にそこまで求めるのは酷だ。真の局面で必要とされるのは、ウィリディスの力だろう」

　砲台である彼女を守るのがパーティの役目だ、とフィルヴィスはベートへ語気を強める。

　確かにベートが要求する技術──『並行詠唱』を、火力特化の純粋な魔導士で行える者は稀有けうだ。というより、そんな凄腕の魔導士は、レフィーヤはリヴェリアしか知らない。

　上位魔導士こそがパーティの切り札と主張するフィルヴィスに対し、ベートは、レフィーヤと彼女を交互に見やって鼻を鳴らした。

「随分ずいぶん仲良くなってんな、エルフども」

　ほんの前までとは偉い違いだと皮肉る彼に、ぐっとフィルヴィスは口を噤む。レフィーヤもつい赤面してしまい、その場で右往左往する。

　軽薄そうに笑っていたベートは、そこからレフィーヤに視線を飛ばした。

「お前はそれでいいのか。自分てめーの身も自分てめーで守れねえで」

　ベートの琥珀色の瞳ひとみがじっと見つめ、問いかけてくる。

　普段のように侮蔑交じりに、しかし一方で真剣な眼差まなざしを突き刺してくる狼人ウェアウルフの青年に、レフィーヤは肩を揺らした。

「馬鹿ばかアマゾネスどもは甘やかしているみてえだがな、俺おれはそんなことしねえ。魔法だけが取り柄だの抜かしている内は、てめーは一生お荷物だ」

「っ……」

「お前は甘い」

　断言される言葉には優しさの欠片もなかった。その琥珀色の瞳はレフィーヤのことを見下ろし、まるで崖下へ突き落とすように貶おとしめてくる。

　ベートの言葉は、いつも的確に、それぞれの者が抱える傷口を抉えぐってくる。

　彼が多くの者に嫌われる理由の一つだ。無遠慮かつ乱暴に言葉の刃を放ち、無理矢理に傷口を広げ、冒険者達の怒りと不興を買う。

　裏を返せば、彼を恨むのは自分の傷と向き合えない者ということでもある。

　何も言い返せないレフィーヤは盛大に落ち込みつつも、確かに変わらなければいけない、と自分を見つめることができた。怪物祭モンスターフィリアの事件でも痛感したばかりだったからだ。

　憧憬アイズ達の足手まといから脱するため、彼女達の隣に並ぶことを許されるため、レフィーヤは今いまの場所からもう一度いちど高みを目指さなくては。己おのれの無力さに流した涙と、憧れに焦こがれるあの想おもいを忘れてはいけない。見下してくるベートへの悔しさもないと言えば噓うそになる。

　心配するようなフィルヴィスの視線を頰ほおの辺りに感じながら、レフィーヤはぎゅっと杖を握る両手に力を込めた。

「……？」

　うつむいていたレフィーヤは、そこでふと、顔を上げる。

　言いたいことを散々さんざん言ったベートは先に移動を始めていた。フィルヴィスもこちらを気にしながら歩み出している。

　彼等の背中を視界に入れながら、レフィーヤは違和感を覚えた。

（『魔力』……？）

　その場にたたずみながら、一度いちど顔を周囲に振る。

「あの、ベートさん……？」

「ああ？」

　ベートに声をかけてみるも。

　振り返った彼は「何だ？」と特に何も気付いていない様子だった。

「どうかしたのか？」

「えっと、いえ、その……」

　フィルヴィスも尋ねてくる中、レフィーヤは言葉を濁す。

　何も感じていない二人を見て、気のせい？　と首を傾かしげる。

「何もねえんだったら行くぞ。食料庫パントリーまでもう少しもねえ」

　手間を取らすなと悪態をつきながら、再び歩み出すベート。フィルヴィスもその後に続く。

　自分達がやって来た道の後方を見つめたレフィーヤは、ややあって振り返り、急いでベート達を追った。

　山吹色の髪を跳ねさせながら、彼女の後ろ姿が見る見る内に小さくなっていく。




『……』

　そして、その後ろ姿を窺うかがう、影があった。

　レフィーヤが見つめていた通路、その横穴の曲がり角に姿を現す。

　紫の外套フーデッドローブ、そして不気味な仮面を被かぶった影は、彼女達の後を音もなく追跡した。
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「【剣姫けんき】、おいっ、聞こえないのか!?」

　モンスターの怒号を縫ってルルネの叫びが飛ぶ。

　アイズと分断され、食人花の群れに挟み撃ちに遭あっている【ヘルメス・ファミリア】は激しい迎撃戦を強しいられていた。

　道の奥から更に増えるモンスターを前に、剣と槍が絶え間なく突き出される。

「何かあったのか!?　どうする、アスフィ！」

「っ……彼女のことを心配するくらいなら、自分達の身を案じた方がいいでしょう。道が確保でき次第この場から移動します！」

「薄情だな！」

「彼女は【剣姫】です!!」

　塞ふさがれた壁の奥からうんともすんとも返ってこないアイズの反応をルルネは危ぶむが、アスフィは第一級冒険者に心配など余計なお世話であると切り捨てた。百戦錬磨の『戦姫』のことはこの際さい放っておき、今は自分達を優先させる。

　前方、そして後方から湧わき出る食人花の挟撃は依然として続いているのだ。

「後方からモンスター！　数かず、五！」

「前からも来るぞ！」

　モンスターの増援を告げる矢継ぎ早の悲鳴しらせに対し、アスフィの判断は早かった。

「『魔石』をばらまきなさい！」

　団長の指示に、団員達も阿吽の呼吸を取る。

　各々が持つ腰袋や小鞄ポーチに手を突っ込み、光り輝く紫紺の結晶を壁際へばらまいた。

　食人花の群れは襲いかかっていた団員達を無視し、[image: 餌]に食いつく家畜のごとく『魔石』のもとへ走る。

「全員、前へ！」

　アイズから得た情報──食人花の習性を利用したアスフィの機転によって、前方の道が開ける。『魔石』に気を取られるモンスターの隙すきに乗じ、ルルネ達はすかさず前進した。

　パーティの最後尾につくアスフィは、後始末というように囊ホルスターから三つの爆炸薬バースト・オイルを取り出す。

「ネリー、『魔剣まけん』を」

　未いまだ『魔石』を喰くらっている食人花達に投げ込まれる手投げ弾。

　同時に命じられたヒューマンの少女サポーターが『魔剣』を取り出し、振り抜く。

　短剣から迸ほとばしった火炎の飛刃が、投擲された三つの爆炸薬バースト・オイルと接触し、単発以上の大爆炎を発生させた。

　火達磨ひだるまと化し絶叫を上げるモンスター達から、追撃の芽を摘む。

「アスフィ、前からめちゃくちゃ来るぞ!?」

　前方から押し寄せる食人花に、ルルネが叫ぶ。

　言いながら彼女は疾走し、敵の体軀たいくと体軀の間隙をすり抜け、すれ違いざま斬りつける。ルルネの斬撃がモンスター達の勢いを削いだところで、各前衛の大型武器がその花の顔面を豪快に叩き割った。

「よっぽど我々をこの先に行かせたくないようですね……！」

　鋭く前方を見据え、アスフィは唇を笑みの形に歪ゆがめる。

　モンスター達の激しさを増す迎撃に、この先に『何か』があると彼女は確信した。部隊の最後尾から最前へと移動し、自ら立ち塞がるモンスターを撃退にかかる。パーティの進行速度を緩めない。

　アスフィと大剣を装備した虎人ワータイガーが先行し、一際ひときわ巨体を誇る食人花を駆逐した。

「……あれは」

　何度目とも知らないモンスターの強襲をはね返した時。

　長く続いている通路の先から、しおれた花の弱々しい燐光とは違う、血の色のような赤い光が漏もれ出しているのを団員達は視認した。

「もしかして、石英クオーツの光？　食料庫パントリーが近いのか？」

　周りの仲間と同じように、ルルネが瞳を眇すがめる。

　食料庫パントリーと呼ばれるダンジョン最奥の大空洞には特大の石英クオーツが立つ。モンスターの栄養源となる液体を生むその水晶の大主柱はしらは、神秘的な光を放ち大空洞を常に照らしているのだ。

　24階層の大主柱はしらは赤水晶──通路の先の赤光を目視し、誰もが終着点までもう僅わずかであることを悟った。

「アスフィ」

「……このまま、突っ込みます」

　団長の言葉に、パーティは従った。

　最後の食人花を打ち破り、緑壁の迷宮を駆け抜ける。

　腐臭が濃くなっていく中を突き進み、赤い光が滲にじむ通路の出口へ飛び込んだ。

　食料庫パントリーの大空洞へ、足を踏み入れる。


「────」



　視界が一気に開けた直後、アスフィ達は言葉を失った。

　彼女達を待ち受けていたのは、ここまでの道のりと同じように緑の肉壁に侵食された広大な空間だ。差異を挙げるとすれば、大きさが異なった無数の蕾つぼみが緑壁の至る場所から垂れ下がっていることである。

　そして、そんな大空洞の中でもアスフィ達の視線と意識を奪ったのは、食料庫パントリーの大主柱はしらに寄生する巨大なモンスターだった。

「宿やどり木ぎ……？」

　計三体、食人花と酷似したモンスターが、高さ三〇Ｍメドルはある赤水晶の大主柱はしらに絡からみついている。

　毒々しい極彩色の花頭を三輪咲かせた超大型は、全長も、体軀の太さも、食人花の十倍はくだらない。大長軀から派生した蔦つたに似た触手を大主柱はしらの表面にくまなく行き届かせている。

　赤く発光する石英クオーツのせいもあって、その光景は幾筋もの血管のようにも見えた。

「まさか……大主柱はしらから出る養分を、吸っている？」

　ドクンッ、という間隔の長い鼓動音の度に、何かを吸い上げるかのような奇音が続く。アスフィの揺れる視線の先で、巨大花のモンスターは水晶から滲み出す液体を片っ端から吸収していた。

　モンスターの触手や根は大主柱はしらの表面だけにとどまらず、そのまま大空洞の壁や天井てんじょう、地面に伸びて緑色りょくしょくの肉壁を作り上げていた。24階層の食料庫パントリー一帯が変異した元凶は、間違いなくあの巨大花のモンスターだ。

　まさしく、宿り木と言っていい。

　ダンジョンから無限に溢あふれ出る養分を無限に吸収し、体の組成を爆発的に拡大させるモンスター達が、この異様な緑壁の迷宮を形成するに至っているのだ。

「あ、あれはっ……」

　植物の肉壁に覆われた大空洞内には、アスフィ達の他ほかにも謎なぞの集団がいた。

　上半身を隠す大型のローブに、口もとまで覆う頭巾、額当て。顔と素性を隠した所属不明の者達は突如とつじょ現れた【ヘルメス・ファミリア】に騒然となっていたかと思うと、こちらを指差し、大声で警戒を呼びかけ合う。

　剣呑けんのんかつ殺気立った雰囲気が満ちる中で、ルルネの目だけは、彼等を飛び越え赤色の石英クオーツに縫い付けられたままだった。

　呆然ぼうぜんとする彼女の視線が向かう場所、三体の巨大花が巻き付いた大主柱はしらの根もとには。

　雌おんなの胎児を内包した緑色りょくしょくの球体が、取り付いていた。

「あの時の、『宝玉』……!?」




「ここまで来たか」

　アスフィやルルネ達が慄然としている一方。

　相対する者達もまた、彼女達に対し身構えていた。

　大主柱はしらの根もとの側で待機する全身ぜんしん白ずくめの男は、都合十五名の侵入者達を睨にらむ。白骨ドロップアイテムから作られた鎧兜からくすんだ色の白髪が揺れた。

　赤髪の女レヴィスと会話を交わしていた、長身の男だ。

「何をやっているっ、どうしてここまで侵入を許した!?」

「食人花ヴィオラスだけではあの侵入者達に歯が立たん」

　白ずくめの男がアスフィ達を見据えていると、一人のヒューマンが駆け寄ってくる。

　他の者とは色が異なったローブを纏まとう彼の非難に、男は感情を押し殺した声音で返した。

「仕事をしろ、闇派閥イヴィルスの残党ども。『彼女』を守る礎いしずえとなれ」

　相手を瞥見した後、白ずくめの男は大主柱はしらを見上げる。

　赤の石英クオーツ表面に取り付いた宝玉、雌おんなの胎児。

　巨大花の蔦つたに守られるように寄生している不気味な宝玉は、モンスターと同じく大主柱はしらの養分を吸収していた。

　モンスターの『母胎』と呼ばれるダンジョンにおいて、その光景はまさに母体から栄養を補給する胎児そのものである。

　ただし、母体の負担を顧みない、利己的な胎児だ。

　呻吟しんぎんが今にも聞こえてきそうな石英クオーツの弱々しい赤光など委細構わず、栄養を貪欲に喰らい、ゆっくりと確実にその身を成長させている。

　ぶるり、と蠢いた宝玉の胎動に、白ずくめの男は目の奥に一瞬の恍惚を宿した。

「ッ……言われなくとも！」

　間近で宝玉の胎動を目撃するローブの男は、目もとを歪めながら踵を返す。

　白ずくめの男と、そして肥大した胎児の眼球に見守られながら、闇派閥イヴィルスの残党と呼ばれた集団は次々と白刃を抜き放った。
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「侵入者どもを生きて帰すなァ!!」

　怒号が飛ぶ。

　周囲とは色違いのローブを纏った男──指揮を預かる頭目らしきヒューマンの一声に、大空洞にいるローブの者達は呼応した。

　得物を掲げ、アスフィ達のもとに押し寄せる。

「おい、なんかあいつ等らやる気き満々だぞ！」

　殺意を漲らせる敵の姿にルルネが叫んだ。

　大空洞の通路口前にいる【ヘルメス・ファミリア】を怨敵のように見据え、謎の集団は勢いよく突っ込んでくる。

「応戦します。こちらとしても彼等がここで何をしているのか、聞き出さなくてはいけませんから……ね」

　敵方のどこか異様な雰囲気を肌で感じ取りながら、アスフィは周囲へ視線を走らせた。

　アスフィ達が侵入してきた道以外にも、大空洞には無数の通路口があった。そしてその出入り口付近には大型の黒檻おりがいくつも置かれている。中身は、とぐろを巻いた食人花のモンスターだ。

　更に大空洞の肉壁からはモンスターが間欠的に産まれていた。今も壁から垂れ下がった蕾が極彩色の花を咲かせ、そのままズルリと落ち、生後数秒の食人花が地面に横たわる。どうやら巨大花に呑み込まれたこの食料庫パントリーはダンジョンと同じ、特定のモンスターを産み出す機能を有しているらしい。

　この巨大花からなる緑壁の迷宮は人為的に造られたものなのか、ひいては新種のモンスター──食人花はこのような状況下から産み出されているのか。

　考察が憶測を呼び震慄しんりつに近い感情を覚えながら、いい予感はしない、と。

　アスフィは変わり果てた食料庫パントリーを見渡して思った。

　この大空洞の正体は勿論、あの食人花を入れた黒檻をどこへ運ぶつもりなのか、問いたださなくてはならない。

「殺せ!!」

「かかりなさい！」

　両陣営から号令が上がり、【ヘルメス・ファミリア】とローブの集団は開戦した。

　ぶつかり合う得物からたちまち金属音が発生し、人同士の激しい争いが巻き起こる。

　ローブ、そして口もとまで覆われた頭巾で正体を隠す敵集団は【ヘルメス・ファミリア】の倍以上の人数を誇っていた。猛り声とともに雪崩かかってくる敵前衛に対し、ルルネを筆頭にした亜人デミ・ヒューマンの中衛部隊が最前線に上がりしのぎを削り合う。

　繰り出される剣と槍を虎人ワータイガーの大盾がまとめて防ぎ、その陰からすかさず飛び出すエルフ達がローブの男達に斬りかかる。

　敵後衛の矢が放たれれば、お返しとばかりに短文詠唱の魔法が炸裂した。

【ヘルメス・ファミリア】はお互いを補完し合う連携と、何より潜在能力ポテンシャルの高さで、数で勝る相手を圧倒した。上級冒険者級の動きを見せる敵を数人がかりだろうと寄せ付けない。

　殺意の乗った攻撃を弾はじき、受け流し、ものともせず、敵の軍勢を押し返す。

「よっ、と！」

「ぐあぁ!?」

　ルルネは相手の四肢をナイフで斬りつけ、更に膝ひざ頭を腹部へ打ち込んだ。

　ヒューマンと思わしきローブの男は苦悶の声を上げ、再起不能に陥おちいる。

「さて、お前等、どこの【ファミリア】だ？」

　ローブの襟えりの部分を片手で摑つかみ、尋問する。

　男は出血する両手をだらりと下げ、額当ての下で両目を歪めていた。周りで交戦が続けられている中、布に覆われている口を閉ざす。

「……ッ！」

「ま、黙っていても無駄なんだけどな」

　何も話そうとしない相手に対し、ルルネはあくどい顔で懐ふところから小瓶こびんを取り出した。

　透明感のある真紅の液体と結晶が浮かぶそれは──『開錠薬ステイタス・シーフ』だ。背中に刻まれた神の恩恵ステイタスを解錠ピッキングすることで、所属派閥とその者の真名を暴くことができる。

　人差し指と中指に挟まれた小瓶の道具アイテムを見せつけられ、男の目が震えた。

「……」

　間を置かず、男の視線が何かを悟ったかのように、ふっと遠のく。

「神よ、盟約めいやくに沿って、捧げます……」

　頭巾によって塞がれた口もとから、くぐもった声が漏れる。

　そして、次の瞬間だった。

　男が意を決したように眦まなじりを切り裂き、勢いよく腰に手を回すと──その反動でローブの中身があらわになる。

　彼の上半身に巻き付いていたのは、炎を封じ込めたかのような、真まっ赤かな紅玉こうぎょくだった。


「────」



　視界を打ったその光景に、ルルネの呼吸が止まる。

　──『火炎石かえんせき』。

　深層域に棲息するモンスター『フレイムロック』から入手できる『ドロップアイテム』。加工されていない怪物の肉体の一部は強い発火性と爆発性を持つ。

　眼前の火炎石は入手できる『ドロップアイテム』の中でも殊更ことさら巨大なものであり、それも無数むすうにあった。数珠のようにいくつも繫つながって男の体に巻き付いている。

　凍りつくルルネを他所よそに、男は手を動かした。

　導火線が繫がる腰の小箱──発火装置から伸びた紐ひもを勢いよく引く。

　ルルネは、咄嗟とっさに摑んでいた男の胸ぐらを離し、前へ蹴りつけた。


「この命、イリスのもとにぃ────!!」



　自身も後ろへ飛んで、両腕を交差する。

　次の瞬間、火箱を点火させた男の体は、爆砕した。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　巻き起こった大爆発にルルネは吹き飛ばされる。

　吹き寄せる熱風と膨大な火片の雨。

　肌を焼かれながら、背中を地面に強打する。

　何とか上体を引き剝はがし、赤く燃ゆる前方を見つめるルルネは、呆然と声をこぼした。

「……じ、自爆？」

　原型をとどめた男の体は、燃え盛っていた。

　両膝を突き、どさりと地面に崩れ落ちる。今も爆炎に包まれているその背中は皮膚ごと焼け落ち、『開錠薬ステイタス・シーフ』を使用する意味がない。無論、男は既に絶命している。

　情報の漏洩を阻止するため、決行された爆死。

　己の命を使い捨てた敵に対し、ルルネは青ざめた。

「──愚かなるこの身に祝福をぉ!!」

　そして周囲でも、次々とローブの者達が自爆を行う。

　戦闘不能になった者からここまでと言うように火箱を着火させ、あるいは道連れにしようと腕を伸ばし、激しい光に包まれる。耳をつんざく轟音とともに炎の塊が飛び散り、大空洞を煌々と照らし出す。

　爆発に巻き込まれた【ヘルメス・ファミリア】から絶叫が上がった。

「アスフィ、こいつら死兵だ!?」

　平静をかなぐり捨て、ルルネがあらん限りに叫んだ。

　使命のために全すべてをなげうった者達。

　最も性質たちの悪い、死をも覚悟した一団。

　己の命さえ爆弾に変えて襲いかかってくる相手に、悲鳴が続々と響き渡る。

　──セイルがやられた!?

　──誰か治療を！

　──おいっ止めろおおおおお!!

　驚倒するアスフィの瞳にも爆炎に呑み込まれる仲間の姿が映る。押し寄せる爆風をマントで防ぐ中、鼻を刺す火薬臭と何かが焼け焦げた異臭が瞬く間に戦場を支配した。

「同志よ、死を恐れるな！」

　戦場の後方より、異端者の鼓舞が投じられる。

　色違いのローブの男は血走った双眸そうぼうに黒い光を孕ませ、輩ともがらへの策励を行った。

「死を迎えた先が我々の悲願だ！　我らが主神あるじに──忠誠を捧げよ!!」

　続けざま放たれる背中を押す声に、ローブの者達は恐怖を捨て凶行に及ぶ。

　覆面の下に死相を浮かべ、彼等は悽愴せいそうの炎をもたらした。

「咎とがを許したまえ、ソフィア！」

「レイナ、どうかこの清算をもって──!!」

「嗚呼ああ、ユリウス!!」

　命を種火にした爆発が連鎖する。

　鼓膜が使い物にならなくなるほどの音と衝撃に顔を歪めながら、アスフィは繰り広げられる光景に息を呑んだ。

（神の名前……いや、人名じんめい!?）

　男と女の入り乱れた最期の叫喚が爆炎の向こう側に消える。何者かの名前と思しき言葉を叫んでは自爆する異常な集団に、彼女は寒気立った。

　全ては神への忠誠の証なのか、あるいは主神の神意に殉じゅんじているというのか。

　今いま戦っている相手はどんな【ファミリア】なのか、とアスフィの背筋が凍る。

　同時に、こんなことが許されてもいいのか、と震える思いで呟つぶやいた。

「壊れた連中め。神に縛られる愚者ども……滑稽な」

　──他方、アスフィ達のもとから離れた、大空洞の最奥。

　争いを傍観する白ずくめの男は嘲笑し、片腕を伸ばした。

　戦場を示し、鎧兜の奥から覗のぞく両眼を細める。

「食人花ヴィオラス」

　男が口を開いた瞬間、大空洞中のモンスターが一斉に首をもたげた。

　まるで一つの意志のもと統率されたように、沈黙を破って凄すさまじい勢いで行動を開始する。

　閉じ込められていた黒檻を破壊し、周辺から蛇行して、アスフィ達のもとに殺到した。

「なっ!?」

「モンスターが!?」

　食人花まで加わった総攻撃が開始される。

　狙ねらいすましたかのように押し寄せるモンスターに【ヘルメス・ファミリア】の苦鳴が倍増する。数え切れない触手と巨大な牙きばが団員達に容赦なく襲いかかった。

「うおおおおおおおおああああああああ!?」

　食人花の矛先はアスフィ達だけにとどまらない。手当り次第に触手を振り回し、眼下にいるローブの者達にも食らいつく。下半身を巨大な顎に飲まれ振り回される敵兵が、絶叫と鮮血を振りまいた。

　敵味方見境なしにモンスターが蹂躙を働く。

「めちゃくちゃだ……!?」

　場は混戦を極めた。

　敵ごと喰らう食人花に、それを微塵も恐れずアスフィ達を襲い続ける死兵の集団。モンスターに捉とらえられた側そばから自爆が巻き起こり、被害が絶え間なく出る【ヘルメス・ファミリア】側は連携も防衛もままならない。混乱だけが先行し、もはや阿鼻叫喚たる惨状を見せている。

　後衛さえ自衛を課せられる中、モンスターの触手に追われるルルネは呻うめき声を漏らした。

「不味まずい……！」

　崩壊した戦線を前にアスフィの表情が焦燥に燃えた。

　一人、また一人と、敵か味方かもわからない者が倒れていく。

　このままでは全滅も時間の問題である。暴れ狂うモンスターの猛威に味方は押され、ローブの死兵達に対しては自爆を恐れ思うように攻勢へ出られない。

　この状況では撤退も不可能に近い。抗戦を放棄し背を見せた瞬間、パーティは壊滅させられる。

（あの悪趣味な白い男……！）

　短剣を走らせ仲間を助け出しながら、アスフィは敵兵とモンスターの隙間すきまから前方を睨む。

　色違いのローブの男がいる場所から更に奥、悠然とこちらを眺めている白ずくめの謎の人物。白骨ドロップアイテムの鎧兜を被るあの男の動作でモンスター達が一斉に動き出したのを、アスフィは見逃さなかった。

　──恐らく、調教師テイマー！

　少ない選択肢からアスフィは敵の正体を仮定した。

　大量のモンスターに加え超大型の調教テイムなど非常識にもほどがあるが、この変異した食料庫パントリーも調教師テイマーの仕業だと考えれば一応の筋は通る。そして現在の戦況に一枚嚙かんでいることも。

　同士討ちは、敵の、いやあの白ずくめの男の思う壷だ。

　たとえ死兵を片付けたとしても、消耗したところをモンスター達に狙われれば一溜ひとたまりもない。

　死兵を指揮する色違いのローブの男も含め、頭を潰つぶしさえすれば。

　この混沌とした現状を打開するため、アスフィは地面を蹴りつけた。

「ファルガー、指揮を！　全員かき集めて持ちこたえなさい！」

　言うや否や、アスフィは爆炸薬バースト・オイルを戦場のド真ん中に投げつけた。

　投擲された対象は一人のローブの男。目を見開く彼の体軀に小瓶が命中し、炸裂、自決用の火炎石かえんせきにも引火し大爆発が発生する。

　モンスターも、死兵も、周辺にいた者がもろとも吹き飛ばされた。一方で虎人ワータイガーの呼びかけのもとルルネ達が素早く陣形を組み直す中、アスフィは爆炎の中を駆け抜ける。

　自製のマントで全身を包み込み、強烈な火風から身を守りながら、戦場を一直線に縦断した。

　死兵も、モンスターの壁も突破して現れた彼女に、色違いのローブの頭目は驚愕きょうがくを示す。

　咄嗟に装備した片手剣を構えるも、迫りくる一閃の方が速い。

「があっ!?」

　すれ違いざまアスフィは問答無用に斬り捨てた。

　水色アクアブルーの髪をなびかせながら、崩れ落ちる男を背後へ置き去りにする。

　そのまま高速で白ずくめの男のもとへ。

　短剣を握り締めながら、大主柱はしらのもとで動かない不気味な敵へ肉薄を仕掛けた。

「食人花ヴィオラスに大人しく喰われていればいいものを……」

　余計な手間を、と口端こうたんに皺を寄せる白ずくめの男は、自ら前に出る。

　雌おんなの胎児が取り付く大主柱はしらから遠ざかり、迎撃する素振りを見せた。

　あっという間に埋まる間合い。未だ無手のままたたずむ男に、アスフィは刃を突き立てようと更に速度を上げ、飛びかかった。

「やれ」

「っっ!?」

　刹那だった。

　男との距離が五歩を切った瞬間、地面より夥しい緑槍が撃ち出される。

　下方から急迫する槍衾に、アスフィは直角の軌道で横へ飛んだ。無理矢理むりやり方向転換を実行し奇襲を避ける。

　難を逃れた彼女が慌てて振り向けば、そこには地面から生えた大量の触手に守られる男の姿があった。続けて、緑肉の地面を裂いて複数の食人花が姿を現す。

　もとから忍ばせていたのか、伏兵のごとくモンスターの群れがアスフィの前に立ちはだかった。

「いい動きをするな、冒険者……いや【万能者ペルセウス】」

「ぐっっ──!?」

「だが死ね」

　冷気を喚起する声音を発し、男はモンスターを操あやつった。

　緊急回避の反動から体勢を立て直そうとするアスフィに、食人花の群れをけしかける。

　まるで多頭竜ヒドラのように次々と打ち寄せる花頭の大顎を、彼女は不安定な姿勢のまま必死に切り抜ける。しかし、そこへ無数の触手むちの乱打まで加われば、逃げ道はあっという間に塞がれた。

　触手をマントで防いだことで体が後ろに傾き、全方位から止めの攻撃が加えられる。

　顔を歪めたアスフィは、舌打ちとともに、足に装着した靴サンダルを指で撫でた。

「『タラリア』」

　唇に言葉が乗ったのと同時、触手と牙が彼女のもとへ突き刺さる。

　緑肉の地面を破やぶき、砕く音が幾重にも鳴り響いた。

「なにっ？」

　白ずくめの男は、そこで頭上を振り仰あおいだ。

　触手と牙が貫いた地面に、あるべき死体は存在しない。忽然と消えたアスフィにモンスター達が顔を巡らせて困惑するのを他所に、彼の視線は宙の一点に縫い止められる。

　天井まで遥かな高さが存在する大空洞の空中に、アスフィが、靴サンダルから生える白翼を広げ浮遊している。

「空中に……」

　驚く白ずくめの男と、今も戦闘を続ける死兵の視線さえ集めながら、アスフィは眼下を見下ろした。

　飛翔靴タラリア。【万能者ペルセウス】が作り出した傑作の魔道具マジックアイテム。

　二翼一対、左右さゆう合わせて四枚の翼を広げることで装備者に飛行能力を与える。【万能者ペルセウス】の発明の中でも天外の能力故ゆえに秘匿されてきた『神秘』の結晶だ。

　モンスターの群れ、そして白ずくめの男に仰がれながら、宙へ躍り出たアスフィは眼鏡めがねを押し上げる。

「飛翔靴これまで使わせたんです、完璧かんぺきに仕留めさせてもらいます」

　言葉を落とし、アスフィはマントの下に手を伸ばした。

　囊ホルスターを空にする量の爆炸薬バースト・オイル。予備スペアまでつぎ込まれた大量の小瓶を、ばっと腕を広げ、直下にばらまく。

　鎧兜の奥で、白ずくめの男の瞳が見張られた。

　ばらばらと音を立てて、緋色の液体が詰まった爆発弾が投下される。


『──────────────────────ッッ!?』



　爆撃が始まった。

　凄まじい爆炎の華が咲き乱れモンスターを手当たり次第に吹き飛ばし、断末魔をも呑み込む。極彩色の花弁が、牙と肉片が、触手が、その長軀が、粉々に弾け飛んでいく。

　残っていた弾をもって行われた爆炸薬バースト・オイルの雨。

　顔色一つ変えないアスフィの眼下で、仮借のない殲滅が行われる。

「ちッ!?」

　モンスターを無理矢理むりやり操り防護壁を形成した白ずくめの男をも炎の爪つめが脅かす。周囲一帯を埋めつくす緋色の閃光が四方から迫り、盾となったモンスター達の肉体を引き裂いた。

　絨毯爆撃と言って相違ない規模に、大空洞が震える。

「──っ!!」

　膨大な煙が立ち上る中、アスフィは今とばかりに降下した。

　煙のドームへ突っ込み、なおも加速。作製者本人である彼女は飛翔靴タラリアを自由に使いこなし、上空から獲物を狙う鷹のごとく急接近する。

　視界を塞ぐ白煙に乗じて、敵を強襲した。

（遅い！）

　急降下から地面すれすれを滑空し、男の背後へ急迫。

　警戒された頭上を避けた虚を突く攻撃に、相手は咄嗟に反応してみせるが、アスフィの方が速い。

　回避もままならず、丸腰のままの敵に必殺を見舞う。

　──もらった！

　鋭い短剣の一突が繰り出された。

「──」

　だが、

「!?」

　剣身を素手で摑まれ、止められた。

「なっ……!?」

　眼前の光景にアスフィは瞠目どうもくする。

　振り向きざま、白ずくめの男の左手が短剣を捉え、阻んだ。

　武器を素手で摑みかかるという無謀な防御にもかかわらず、飛翔靴タラリアの最大速度を乗せた刺突を、腕一本で完璧に押さえ込む。

　異常だった。剣身を握り込んだ男の左手は出血をしているものの、指の皮膚以上に刃が食い込んでいない。更にＬｖ．４のアスフィが押しても引いても、摑まれた短剣はびくともせず。

　強[image: 靭]な筋組織に、恐ろしい怪力。

　そして白骨の鎧兜から覗く無機質な男の双眼。

　得体の知れない悪寒がアスフィを犯す。

　頭の中で打ち鳴らされる警鐘に、剣を離して退避しようとするも、敵がそれを許さなかった。

「ぬんッ！」

「ぐあっ!?」

　胸ぐらを摑まれ、そのまま叩きつけられる。

　尋常ではない膂力りょりょくによって地面を何度も転がるアスフィ。散乱する食人花の死骸にぶち当たり、肉塊を蹴散らしながら吹き飛んでいく。

　打ちつけた肩の痛みに歯を食い縛りながら、何とか足を地面に埋め勢いを殺す。

　依然いぜん煙が漂う中でばっと体を立ち上げた。

　視界から消えた男の姿を煙の中から見つけ出そうと、アスフィの視線が端から端へ振り抜かれる。

　直後。

　グシャリ、と。


「────づっ」



　アスフィの胴体から、おぞましい音が鳴った。

　たちまち音の出どころを中心に焼けるような熱を帯びる。

　戦闘衣バトル・クロスに広がっていく真っ赤な染しみ。光り輝く銀の剣身が血化粧をして腹部から生えているのを他所に、アスフィは、震えながら背後に視線を向ける。

　白ずくめの男が立っていた。

　白髪を揺らし、見覚えのある短剣で、アスフィを突き刺している。

　脇腹を貫通する己の得物。恐ろしい速度で背後に回り込んでいた敵に対し脂汗が滴り落ち、次にはその唇から吐血した。

　ずるっと引き抜かれる剣身に合わせ、アスフィは血を散らしながら地面に倒れ込む。

　己の不覚と、そして底の知れない彼我の力量差を呪のろいながら。

「アスフィッ!?」

　カランッ、と地面に捨てられたアスフィの短剣が鳴いた。

　遠方から届くルルネの悲鳴。地面に沈む団長の姿に【ヘルメス・ファミリア】は動揺をきたし、何とか防衛に徹していた戦線が総崩れを起こす。

　激しい剣戟の音が鳴り響いてくる中、白ずくめの男はアスフィに歩み寄った。

　翼を有する飛翔靴タラリアを踏み付け破壊し、彼女の首を摑み上げる。

「がっ、ぐっ……!?」

「虫の息といったところか？」

　アスフィの体が軽々と持ち上げられ、宙に浮く。

　真っ赤な血で純白のマントと衣装を染め上げるその姿は、磔はりつけにされた聖女を彷彿させ、この状況でなお凄惨なまでに美しかった。

　流れ出る血の滴しずくが地面に血溜まりを作っていく。

　アスフィの細い首を片手で握り締めながら、白ずくめの男は笑みを浮かべる。

「安心しろ、冒険者のしぶとさは身に沁みている……確実に息の根を止めてやろう」

　指が喉のどに食い込んだ。

　振りほどこうと抵抗するアスフィの顔が歪む。鎧兜の奥の瞳に嗜虐的な光を宿しながら、男の手は温かい女の首筋を一気に握り潰そうとした。

　だが──次の瞬間、一条の雷鳴が大空洞に轟とどろき渡る。

「!?」

　白ずくめの男が振り返ると、視界の奥には、暴れ回る狼人ウェアウルフと──杖を構える二人のエルフが現れていた。
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「【誇り高き戦士よ、森の射手隊よ。押し寄せる略奪者を前に弓を取れ。同胞の声に応こたえ、矢を番つがえよ】」

　ベート達とともに大空洞へ到達したレフィーヤは、フィルヴィスの詠唱に続き砲撃の準備を進める。

　──食料庫パントリーを目指していたレフィーヤ達はアイズ等らと同じように緑壁の『門』を破壊し侵入を果たしていた。変容したダンジョンの有あり様さま──薄気味悪い植物の迷宮は彼女達に胸騒むなさわぎを覚えさせるには十分な代物であり、足を大いに逸はやらせてここまで急行させたのだ。

　先行した者達の足跡そくせきを示すように地面に落ちていた水晶の欠片、そして倒されたモンスターの死骸を辿れば、この大空洞に辿り着くのは容易であった。

「ったく、どういう状況だっての！」

　ローブの集団と食人花に攻囲されている冒険者パーティの光景が飛び込んでくるなり、ベートは悪態をつきながら戦場へ走った。

　ひとまず食人花モンスターに攻められているパーティを助太刀するようだった。彼の速攻の判断に従いフィルヴィスの支援射撃まほうが放たれ、ほぼ同時に白銀のブーツがモンスターを豪快に蹴り飛ばす。驚く冒険者パーティの視線を一身に浴びながら、彼は敵勢を駆逐し始めた。

「【帯びよ炎ほのお、森の灯火ともしび。撃ち放て、妖精の火矢ひや】」

　襲いかかってくる者は全てベートの敵と認識された。

　雄叫びを上げ飛びかかってくるローブの男達は妙な自爆まねをすることも許されず、蹴りと[image: 拳]こぶしによって吹き飛ばされ一撃で昏倒させられる。

　一方でレフィーヤのもとに近付こうとする食人花は、詠唱を奏かなで囮おとりも務めるフィルヴィスの手によって撃退された。

「【雨の如ごとく降りそそぎ、蛮族どもを焼き払え】!!」

　詠唱が完成したその瞬間、足もとの山吹色の魔法円マジックサークルが強い光を放つ。

　ばっと振り返った冒険者パーティの少女、小人族パルゥムの魔導士は、目の色を変えて叫んだ。

「み、みんなっ、逃げてっ!?」

　装塡された『魔力』の規模に魔導士の少女が震え上がる。

　警告によって冒険者達が退避していく中、同じ魔導士に恐れられるほどの砲撃魔法をレフィーヤは解放した。

「【ヒュゼレイド・ファラーリカ】!!」

　火炎の豪雨が降りそそぐ。

　放たれればモンスターの大群を一掃する広域攻撃魔法が戦場を揺るがした。

　射程距離を限界まで拡大した最高出力。火矢に当たるまいとローブの集団は必死に逃げ惑い、食人花を置いて効果範囲内から間一髪離脱していく。弧を描く大量の魔法弾は大空洞の五割もの空間を覆い、長大なモンスター達をまとめて撃滅してのける。

　全ての者の視界が、赤く輝いた。




「なっ」

　展開される凄まじい広域魔法に、白ずくめの男は一驚する。

　照準から逸それた流れ弾が彼の眼前に何発も着弾した。破砕する地面から衝撃波が発生し、空いている片腕で顔を庇う。

　そして、形勢がまさに逆転しようとする中、首を摑み上げられているアスフィは、その碧眼をかっと見開いた。

　渾身の力を振り絞り、囊ホルスターから引き抜いた副武装ナイフを摑み上げている手首に突き刺す。

「ぬっ!?」

「っっ!!」

　緩んだ握力から首を解放させ、同時に男の胸を蹴りつける。

　視界の外を流れていく火矢とともに、アスフィは腹部から血をまき散らしながら男の拘束から脱出した。

「おのれ……」

　突き刺さったナイフを手首から引き抜き、男は地面を転がっていくアスフィを睨んだ。

　彼女の体は距離が離れた先で倒れ伏し「がはっ、ごほっ……!?」ともがき苦しんでいる。出血する手首を押さえる男は足を向けようとしたが、一段と大きな砲撃音と閃光が炸裂し、踏み止まる。

　瀕死のアスフィを捨て置き、彼は新たな侵入者達に目を向け、意識を割いた。




「はあっ、はっ……ここは、一体……？」

　モンスターの群れを全滅させたレフィーヤは、杖を下げてあらためて周囲を見回した。

　緑肉に包まれた空洞に、大主柱はしらへ寄生した三輪の巨大花。斉射砲撃ヒュゼレイド・ファラーリカによって大きく抉れた地面は不気味な音を立てて修復されていく。天井と壁面は数え切れない量の蕾で埋めつくされており、今もまた極彩色の花が開き、ずるりと食人花が産まれ落ちた。

　この蕾つぼみ全てが食人花のモンスター──と察するレフィーヤは顔色を変えつつ、この植物の迷宮に対する疑問が募る。

　そして、周囲に転がる多くの人の死体に、息を呑んだ。

「複数の勢力が入り乱れているのか……？」

　焼死した多くの亡骸、冒険者の一団、モンスター。レフィーヤの隣で眉まゆをひそめながらフィルヴィスが声をこぼす。

「お前……確か、レフィーヤ!?」

「えっ、ルルネさん!?」

　こちらの名を呼んだ犬人シアンスロープ、ルルネに気付き、レフィーヤは彼女のもとに駆け寄る。

　街リヴィラの事件の際に面識を持った相手は、仲間とともにその全身を傷だらけにしていた。

「どうして貴方がここに──」

「おいっ、アイズはここにはいねえのか。答えろ」

　尋ねようとするレフィーヤの声を遮さえぎって、横から割り込んだベートがルルネに詰め寄った。

　片膝をついた姿勢の犬人シアンスロープの少女は睨み付けられ、びくっと獣耳と尻尾しっぽをはねさせる。

「け、【剣姫けんき】はさっきまで私達と一緒にいたんだけど……分断させられて」

「あぁ？　分断？」

「そ、それよりっ、頼むっ、アスフィを助けてくれ！」

　訝いぶかるベートとレフィーヤに、ルルネは身を乗り出してくる。

　彼女の飛ばした視線を追うと、奥には白ずくめの男が立っていた。少し離れた場所に血でまみれた女性の体が横たわっている。

　鎧兜の中からくすんだ色の白髪を流す不気味な男は、こちらを見据えていた。

「このわけわかんなくなってる食料庫パントリーも、あの食人花モンスターのことも、きっとあいつが知ってる筈だ！　きっと、あいつの仕業だ！」

「……！」

「私達の事情は後で全部説明する、だから今はアスフィを……！」

　懇願してくるルルネの言葉をあたかも肯定するように、ばっと片腕を振った男のもとに、壁から産まれ落ちたばかりの食人花が二体、ずるずると近寄ってきた。

　モンスターを従える白ずくめの男に、ベートは目を細め、レフィーヤは気圧けおされる。

　鎧兜の奥から放たれる視線には明確な敵意が乗っていた。フィルヴィスもレフィーヤ達の隣で身構える。

「おい、剣を寄こせ」

「は、はいっ!?」

　白ずくめの男から目を逸らさずベートはレフィーヤに告げた。

　彼女は慌てて肩にかけた筒型のバックパックを開け、中から剣身五〇Ｃセルチほどの双剣を出す。ホーム出発前にベートが用意させた武装だ。

「面倒くせえがやってやる。あの野郎の眼めも気に食わねえ」

　団長アスフィを倒され自分達では敵わないというルルネの要請に、第一級冒険者は応じた。生きて帰す気はないと構えから物語る白ずくめの男に対し、ベートはその琥珀色の瞳に剣呑な光を宿す。

　やがて彼が双剣を装備したのが契機だったかのように、食人花が破鐘の吠声を上げ、男のもとから飛び出した。

「あのローブの連中は私達が何とかする！　お前達も行ってやってくれ！」

「わ、わかりました！」

　疾走するベートを見やりながら、ルルネは叫ぶ。

　周囲では体勢を立て直したローブの集団が動き出そうとしていた。道具アイテムで応急処置を終えたルルネの仲間もまた武器を担ぐ中、レフィーヤは彼女の声に頷うなずく。

　こちらも頷いたフィルヴィスと並んで駆け出し、ベートの後に続く。

　変貌した食料庫パントリーで第二の攻防戦が幕を開けた。


『────────ッッ!!』



「邪魔だ！」

　正面から襲いかかってくる二体の食人花を、ベートは逆手に持つ双剣であしらった。

　斬撃を二閃させ、敵の体を深く斬り裂き致命傷を与える。のたうち回るモンスターの始末は後続のレフィーヤ達に放り出し、彼は白ずくめの男のもとへ突き進んだ。

　悪態をつくフィルヴィスが、押し付けられる羽目となったモンスターに止めを刺す。

「つまらねえ芸げいを見せびらかしてんじゃねえぞ!!」

「次から次へと、冒険者め！」

　ベートは白ずくめの男に接敵を果たした。

　鎌のように放たれた鋭い上段蹴りを、怒いかる男は難なく空振りに終わらせる。背を晒さらしたベートに男は攻撃しようとしたが──灰色の毛並みがそれ以上の勢いで一回転した。

　軸足を変え連続で放たれたベートの回し蹴りに、驚愕する男は右腕を掲げ防御する。

「ぐっ!?」

　受け止めた前腕を痺しびれさせる威力に白ずくめの男は呻き、

「ちッ!?」

　ベートもまた相手の反応速度と折れもしない腕の硬さに、舌打ちを漏らした。

「【凶狼ヴァナルガンド】……そうか、【ロキ・ファミリア】！　【剣姫】を追ってきたか!!」

「っ！　てめえ、アイズをどうした!?」

　鎧兜の下で口を吊り上げる男に、ベートは歯を剝むいて襲いかかる。

　双剣の斬撃を紙一重のところで躱かわす相手は反撃とともに返答を重ねる。

「私の同志が相手をしている。なに、今頃いまごろは腕でももがれ、可愛かわいがられていることだろう」

「──殺すぞ」

　大狼モンスターをも超す殺気を纏い、ベートは速度を上げた。

　敵を血祭りに上げようとより苛烈かれつに攻めかかる。白ずくめの男もまた口角を歪め強[image: 靭]な両腕を振るい返した。

「ベートさん!?」

「ウィリディス、飛び出すな！　援護を──っ!?」

　近接戦闘を仕掛けるベートのもとまで追い付いたレフィーヤ達は、魔法で支援射撃に徹しようとした。

　だが援護を促したフィルヴィスともども、構えた杖の先端が何度も回頭を迫られてしまう。

（は、速過ぎてっ──）

　──照準できない！

　男も、ベートも、恐ろしい速度の白兵戦を展開しレフィーヤ達の捕捉を振り切ってしまう。

　視認できる分だけでも凄まじい攻撃と反撃の応酬だった。防御をしたかと思えば側面へ回り込み位置が目まぐるしく変わる。狙撃しようとした側から二人の体が逆方向へ転進し、杖の先端がぶれ、照準が定まらない。

　狼人ウェアウルフの灰髪と鎧兜から伸びたくすんだ白髪が軌跡を残すように斜線を生む。

「第一級冒険者、ここまで……」

　フィルヴィスの赤緋の瞳が揺れる中、レフィーヤの紺碧色の瞳もまた、看過できないその光景に対して震えた。

　──ベートさんと、互角!?

【ロキ・ファミリア】の中でも身体的な速力は随一のベート・ローガと、あの白ずくめの男は拮抗した戦い振りを見せている。都市最強派閥に所属するレフィーヤには、対人において派閥幹部と渡り合うというその事実が信じられない。

　速度は遅れを取っているが、膂力だけは間違いなくベートを凌ぐ。更に異様とも言える打たれ強さ。

　白銀のメタルブーツが何度も防御を越えて直撃しているにもかかわらず、白ずくめの男は応えた素振りを見せない。ベートの顔を歪ませては、全てを抉り取るような掌撃を縦横無尽に繰り出す。ベートの戦闘衣バトル・クロスを掠かすめた振り下ろしが地面を粉砕してのけた。

　あの感じ──とレフィーヤは強い既視感を覚えた。

　脳裏に過よぎるのは街リヴィラでアイズと激突した赤髪の女の姿。

　あの【剣姫】が押されに押され、更に素手でレフィーヤの大光閃まほうをもはねのけた。

　あの無茶苦茶振りが、眼前の光景と酷似している。

「食人花ヴィオラス！」

　レフィーヤが時間の経過に取り残される中、戦況が動く。

　ベート達の遥か頭上、緑肉の天井に無数に存在する蕾が複数開花かいかした。醜悪な牙と口腔こうこうを真下ましたに晒す食人花のモンスターは、男の叫びに応じるように次々と落下する。

　迫りくる長軀の影をベートが回避し、轟音、地面に墜落した食人花は身を起こし彼を襲い始めた。

「糞野郎が!?」

　都合四体の攻撃を双剣で捌くベートを、長軀を蹴って飛びかかった白ずくめの男がたたみかける。

　冷笑する男の掌底を正面から防ぐ足のメタルブーツ。

　あまりの衝撃に体勢がぶれたベートを、すぐさま多数の鞭が襲った。

「ベートさん!?」

　全ての触手を切り払うも、再び男の襲撃が続く。

　レフィーヤの視線の先でモンスターへの反撃もままならないまま、ベートは完璧に劣勢に立たされた。

「っ──すいませんフィルヴィスさんっ、護衛を！」

　フィルヴィスの返答を待たず、レフィーヤは杖を構えて詠唱を始める。

「【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら】！」

　魔法円マジックサークルを広げ、高々と呪文を唱える。

　利用するのは『魔力』に反応する食人花の習性。自分を[image: 餌]にすることでモンスターを引き付けベートの負担を肩代わりする。

「構うな、食人花ヴィオラス！　先にその狼人ウェアウルフをやれ！」

「!?」

　しかし、反転しようとした食人花の行動を男の声が制した。

　モンスター達は男の意思を優先しベートへの攻撃を続行させる。レフィーヤの目論見は調教師テイマーのたった一声によって阻まれた。

「くっ!?」

　短剣ソードと短杖ワンドを提げフィルヴィスがベートのもとへ駆け出した。

　動揺するレフィーヤもこのまま援護に移るしかないと切り替え、詠唱を紡ぎ続ける。

「【汝、弓の名手なり】！」

　焦あせるレフィーヤの視線の先でフィルヴィスの短剣がモンスターの触手を切断した。

　破鐘われがねの悲鳴の間を縫って純白の戦闘衣バトル・クロスが走り抜ける。『魔法剣士』の本領を発揮し、素早い身のこなしと攻撃で一体の食人花の首筋を斬り裂いた。

　右手の短剣ソードでモンスターを仕留め、更に左手の短杖ワンドを前方に突き出す。

「【狙撃せよ、妖精の射手しゃしゅ】──」

「【一掃せよ、破邪の聖杖いかずち】！」

　淀みない超短文詠唱でレフィーヤを追い抜き、魔法を完成させる。

『並行詠唱』を執行しフィルヴィスは短杖ワンドを──白ずくめの男に照準させた。

「【ディオ・テュルソス】！」

　多大な精神力マインドが傾けられた迅雷が撃ち出される。

　射線上にあった食人花の体軀の一部を抉り取りながら、黄金おうごんの雷いかずちが白ずくめの男に驀進した。

「阿呆あほう!?」

　その光景を見て叫び声を上げたのは、ベートだった。

　彼が残った食人花をどうにか屠ほふる中、白ずくめの男は、嘲笑を浮かべ自ら雷撃へ突っ込む。

　フィルヴィスの赤緋の瞳が、大きく見張られた。

　男の突き出された左腕が電流を受け止め、前進に合わせて左右に引き裂く。超短文詠唱とは言えＬｖ．３の砲撃をかき分けて突進チャージしてくる出[image: 鱈]目な相手に、エルフの少女は時を止めてしまった。

　詠唱のため悲鳴も上げられないレフィーヤの顔が青ざめ、唇の動きが凍りつく。

「ぬるいぞ！」

　振り上げられた掌底をフィルヴィスは反射的に受け流そうとする。

　短剣を斜めに構えるが、迸ったその強撃の前では些事に過ぎなかった。打たれた剣身が粉々に砕け散り、彼女の体は後方へと吹き飛ぶ。

　地面に転がったフィルヴィスの息の根を止めようと、白ずくめの男は爆走した。

「馬鹿エルフがッ！」

「ぐぁ!?」

　男の追い打ちが叩き込まれる、その寸前だった。

　罵りとともに駆け付けたベートの足が、フィルヴィスを蹴り飛ばす。

　大きく外へ弾き出される少女の体、口端を裂く白ずくめの男、そして盛大に歪むベートの顔の刺青。

　少女おんなを逃がした狼人ウェアウルフを嘲弄ちょうろうするように、振り上げられた男の腕が放たれようとする。

　レフィーヤの詠唱も今更いまさら間に合わない。戦局を決定付ける完璧な詰み。

　眼前に迫りくる必殺の一撃に、ベートは不安定の体勢のまま防御の構えを取った。

「──」

　だが、不意に。

　嘲りの形に細まっていた男の目が、何かに気付いたように見開かれた。

　途端、白ずくめの男は不可解な動きを取る。

　前進を中断し、真横に逸らされる上半身。えっ、とレフィーヤが胸の中で呟きをこぼしたその瞬間──何もなかった筈の空間から、斬撃の風切り音が鳴り響く。

　男の首筋に一線が走り抜け、勢いよく鮮血が噴ふき出した。

　レフィーヤも、フィルヴィスも、そしてベートも顔を驚きに染める中、白ずくめの男は激昂して片腕を薙ぐ。

「貴様!?」

　横殴りの[image: 拳]が、鈍い音を発し、何かを捉えた。

　そして鉄らしき破砕音が鳴り響いた後、突如とつじょ女性の体が虚空より現れる。

（──【万能者ペルセウス】!!）

　きらめく水色アクアブルーの髪を瞳に映し、レフィーヤは出現した女性の正体を看破した。

　都市に名を馳せる魔道具作製者アイテムメイカー。ルルネに救助を求められた【ヘルメス・ファミリア】の団長、アスフィ・アル・アンドロメダその人である。

　瀕死の身でありながら、彼女は恐らく『透明状態インビジビリティ』──誰にも見えなくなる魔道具マジックアイテムを装備し、男に不意打ちを仕掛けたのだ。

「──ざまぁ、みなさいっ」

　装着していた漆黒兜を破壊され──『透明状態インビジビリティ』を解除され──黒鉄の破片が散っていく。

　血まみれのアスフィはか細い声と、笑みを見せながら、力なく地面へ倒れ込んだ。その手に握られた銀の短剣が不敵に光沢を放ち、怒りに燃える男の瞳に反射した。

　短剣に斬りつけられ、首から宙へ舞う大量の血飛沫。

　ぐらりと体勢を崩した相手に、血に飢えた凶暴な狼が舌舐めずりを行う。

　ベートは双眼を吊り上げ、逆襲とばかりに襲いかかった。

「らあああああああああァッ!!」

「ごおっ!?」

　矢のような前蹴りに、双剣による乱舞。

　嵐あらしのように繰り出される蹴りと斬撃が白ずくめの男を連斬連打した。

　斬り飛ばされ蹴り飛ばされる男の体が後退していく。双剣によって衣装ごと皮膚が傷だらけになり、メタルブーツによる凄まじい衝撃が相手の全身を打ち抜いていく。

　よろめく男の顔面にとうとう上段蹴りが決まり、鎧兜へ無数の亀裂が走った。

「図にっ、乗るなぁあああああああああああああああああああ!?」

　怒号を吐はき出す男はベートの猛攻を押し返そうとする。

　刻まれた体の傷を無視するがごとくいきり立ち、突き出された双剣を[image: 拳]で叩き折った。使い物にならなくなった二振りの剣を放り捨てるベートもまた雄叫びを上げ、今いま以上の速度で攻めかかる。

　お互いに一歩も退しりぞかない。

「──【穿て、必中の矢】！」

　繰り広げられる一進一退の攻防を前に、レフィーヤはここに来て詠唱を終了させる。

　矢を番つがえた弓は引き絞られ、後は弦つるを解き放つのみだ。

　凄まじい攻撃に何度も身を削られているにもかかわらず向かってくる男に──階層主を連想させるほど硬い相手に、ベートは決定打を欠いている。砲撃まほうを放つなら今しかない。

　──どうすれば。

　しかし、レフィーヤには迷いが生じていた。

　単純に撃ち込んでも『魔法』が通用しないのは目に見えている。先程のフィルヴィスと同じように、そして前回の赤髪の女に素手で押さえ込まれたように。

　赤髪の女と姿を被らせる白ずくめの男に対し、混迷するレフィーヤは弦つるを解き放てない。

「迷ってんじゃねえ!!」

「！」

　そこへ、ベートの声がレフィーヤの肩を摑む。

　激しい攻防の中に身を置きながら彼は一瞥いちべつを寄こした。立ちつくすレフィーヤに向かって、大声で叫びける。

「来いっ、撃て!!」

　琥珀色の瞳と視線を交わし、レフィーヤは眦を決する。

　彼女は迷いを振り払い、引き絞った弓から矢を撃ち出した。

「【アルクス・レイ】!!」

　魔法円マジックサークルから光が弾け、大光閃が放たれる。

　一直線に伸びる光の柱に、白ずくめの男はやはり反応してのけた。

「こりない奴やつ等め！」

　右腕を突き出し受け止めようとする男だったが──大光閃は彼の眼前で曲がった。

「!?」

　直角に折れ曲がった先、飛来してくる光の巨矢に、ベートが白銀の長靴ちょうかを叩きつける。

　第二等級特殊武装スペリオルズ《フロスヴィルト》。精製金属ミスリルで作られたメタルブーツの特殊能力は、魔法効果の吸収だ。

「上出来だ」

　攻撃魔法【アルクス・レイ】は自動追尾の属性を持つ。

　照準した対象に着弾するまで何度も転進する矢の魔法でレフィーヤが狙ったのは、白ずくめの男ではない。味方であるベートだ。

　男の虚を突く形で自分のもとに運ばれた大出力の光弾に──自分の真意を正しく理解したレフィーヤに、ベートは口端を吊り上げた。

　魔法を喰らった右足のメタルブーツが、眩い光輝を放つ。

「死ね」

「っっ!?」

　狙いすました最高速度の肉薄。

　振り向いた白ずくめの男にベートは回避の隙を与えない。

　瞬く間に間合いを零ぜろにし、その閃光の一撃を叩き込んだ。


「──────────────────────────ッッ!?」



『魔法』の威力とブーツの攻撃力インパクトが組み合わさった光の蹴撃が、白ずくめの男に炸裂する。

　両腕で防御した男の体は巨星のごとき大光華に包み込まれ、凄まじい勢いで後方へと吹き飛んだ。

　背中で緑肉の地面を削り取りながら勢いは止まらない。うずたかく積まれていたモンスターの死灰を巻き込む男の体は、巨大花が寄生する大主柱はしらの前でようやく止まった。

　鼓膜に耳鳴りを残す甲高かんだかい爆砕音が残響する中、後方で発生していた戦闘の音もぴたりと止む。ルルネ達【ヘルメス・ファミリア】がローブの集団を何とか撃退したところだった。

「アスフィ!?」と叫ぶルルネを先頭にして駆け込んでくる冒険者達。彼女達は倒れたアスフィへ乱暴に高等回復薬ハイ・ポーション、果てはルルネ虎の子の万能薬エリクサーを滝のごとくどぼどぼとそそいで気付きつけを行なった。魔導士の治療魔法の光まで降りそそぐ。

　液体みず浸しになった美女は、ゆっくりと瞼を開け、涙目のルルネを億劫そうに押しのけた。

「やったのか……？」

「殺すつもりでブチ抜いてやったがな」

　ふらつくアスフィが立ち上がるのを他所に、肩を押さえるフィルヴィスにベートは前を見据えたまま返す。彼の《フロスヴィルト》は装弾された魔法の力を全て吐き出し、通常時のブーツに戻っていた。

　どんなに『耐久』が高い相手だろうが、あの必殺を受けて無事で済む道理はない。

　ましてや自身とベートの力をかけ合わせた渾身の一撃である。レフィーヤは緊張を覚えながら時が動くのを待った。

　モンスターの灰が巻き上げられた空洞の奥は煙が発生していた。視界を遮る灰の霧が立ち込める中、巨大花の不気味な律動の音だけが静まるレフィーヤ達を包み込む。

「──っ」

　灰煙が切れ切れに晴れ出す頃ころ。

　固唾かたずを呑んで見守っていた者達の体が、揺れた。

　煙の奥で長身の影が浮かび上がり、ゆっくりと歩み出てくる。

「化物ばけものですか……」

　ルルネに肩を貸してもらっているアスフィは目を眇すがめる。

　白ずくめの男は、全身をボロボロにしながらもその二本の足で立っていた。

　ベートの光撃を防いだ両腕の損傷は激しい。前腕はひしゃげており焼き焦げた出血の跡が残っている。他にも胸を始めとした部分の戦闘衣バトル・クロスは大きく破け、薄紅色の血肉を晒していた。

　白骨ドロップアイテムの鎧兜も破壊され、くすんだ色の長い白髪が流れ出ている。

「……惜しかったが」

　血の気のない男の唇が動く。

　うつむいて目もとを隠す前髪の下で、彼は、薄気味悪く笑った。

「『彼女』に愛された体が、この程度で朽ちるわけがない」

　唇が裂けんばかりに吊り上がった、その時だった。

　男の体に変化が訪れる。

　ベートの一撃を被こうむった両腕、そしてアスフィに深く切り裂かれた首筋も含めて。

　ゆっくりと、傷口が塞がっていく。

「え──」

　レフィーヤは己の目を疑った。

　フィルヴィスやアスフィ、ルルネ、ベートもそれは同じだった。

　回復魔法が発動しているわけではないにもかかわらず、ありえない自己治癒能力。レフィーヤ達の視線の先で男の損傷がなかったことになっていく。体中から蒸気のようにうっすらと立ち上っているのは、『魔力』の残滓と思しき極小の粒子だろうか。

　この場にいる全ての者達が声を失っていると、漂っていた灰の煙は完全に晴れ、男がおもむろに顔を上げる。

「なっ……」

　最初に反応したのは、アスフィだった。

　病的なまでに白い男の相貌を見て、衝撃を受けたかのように動きを止める。

「フィ……フィルヴィス、さん？」

「……どうして」

　フィルヴィスもまた、アスフィの後を追う。

　愕然と立ちつくす同胞の少女のただならぬ雰囲気に、レフィーヤは胸のざわつきを感じた。

　彼女が見つめる横で、フィルヴィスは震えている唇を開く。

「オリヴァス・アクト……」

　白ずくめの男に向けられたその名を聞いた瞬間、周囲の者達は目の色を変えた。

　彼等の混乱がざわめきへと変わって場を支配する。

「オリヴァス・アクトって……【白髪鬼ヴェンデッタ】か!?　噓だろう!?」

　悲鳴に近い声を放ち、ルルネは男の顔を何度も見た。

　自分の記憶を否定するように、喉から動揺した声音を絞り出す。

「だって、だって【白髪鬼ヴェンデッタ】は……!?」

　何もわからず一人ひとり状況に取り残されているレフィーヤが、挙動不審になりかけながら周囲の者達の顔を見回していると。

　茫然自失だったアスフィが──耐え切れないように喚呼かんこした。




「馬鹿な、何故なぜ死者がここにいる!?」




　張り裂けるような声が響き渡る。

　言葉の意味が理解できないレフィーヤは、鬼気迫るアスフィの表情に、フィルヴィスの横顔に、そしてルルネ達の様子に、凍りつくことしかできなかった。

　ただ一人、ベートは琥珀色の瞳を細め、白ずくめの男──オリヴァスを睨み付ける。

「し、死者って……？」

　意識を離れて痙攣けいれんする唇を自覚しながら、レフィーヤは呟いた。

　石英クオーツの赤い光に大空洞が照らされる中、アスフィが己の動揺を振り払うように、男の情報を声に出して連ねる。

「オリヴァス・アクト……推定Ｌｖ．３、【白髪鬼ヴェンデッタ】の二つ名を付けられた賞金首。既に主神は天界に送還され、所属【ファミリア】も消滅しています」

　ルルネの肩から離れ、アスフィは男を見据えながら身構える。

「悪名高きあの闇派閥イヴィルスの使徒……そして、『27階層の悪夢』の首謀者」

「──っ!?」

　その言葉を聞いて、レフィーヤはフィルヴィスに振り返った。

『27階層の悪夢』。数え切れない犠牲者を出した闇派閥イヴィルス発端の凄惨な事件。そしてフィルヴィスから仲間とエルフの誇りを奪った、直接の原因。

　レフィーヤの見つめる先で、フィルヴィスは顔の色をなくし、立ちつくしたままだった。

「彼自身、あの事件の中でギルド傘下の【ファミリア】に追い詰められ、最後はモンスターの[image: 餌]食に……喰い千切られた無残な下半身だけが残り、死亡が確認されていた筈」

　悲惨な末路を迎えたと語るアスフィは、目の前に存在する男の姿をまじまじと見つめる。

　まさに悪夢を前にしたような表情で、彼女はオリヴァスに問うた。

「生きていたのですか……」

「いや、死んだ。だが死の淵から、私は蘇よみがえった」

　アスフィの問いに、オリヴァスは誇らしげに答えた。

　体を大きく傷付けられたことが──自分を生かそうとする体の治癒力の発動が、契機だったかのように、今の彼は喜びとも恍惚とも知れない表情を浮かべている。己の長身の体を下から上に、手でゆっくりと撫でていった。

　一変したオリヴァスの雰囲気に薄ら寒いものを覚えていたレフィーヤは。

　体を撫で上げる男の仕草しぐさを追って、あることに気付いてしまった。

　下半身、破けた服の中。

　二本の足はまるで食人花の体皮と似た黄緑おうりょく色に染まっている。

　そして上半身、今も治癒が進んでいる、皮膚と血肉が抉れた胸部。

　極彩色に輝く結晶が、中心に埋め込まれていた。


「────」



　レフィーヤは今度こそ絶句する。

　周囲の者達もそれに気付き、顔を蒼白にさせた。

　凶笑とともに目を見開くオリヴァスは、平静を失うレフィーヤ達へ示威しいするように、胸に埋まった結晶──極彩色の『魔石』を見せつけた。

「私は二つ目の命を授さずかったのだ！　他ならない、『彼女』に!!」

　背後の赤光に照らし出され禍々まがまがしく歪む男の影。

　光の源、石英クオーツの大主柱はしらに寄生する雌おんなの胎児が、ドクンッ、と大きく胎動した。
















　男の視界は暗闇くらやみに閉ざされていた。

　血だらけの耳朶じだに届いてくるのは泣き喚く人の絶叫と、興奮したモンスターの咆哮ほうこうだ。

　折り重なる人の悲鳴はあらゆる方角から響き渡り決して途切れることはない。

　男はずるずると上半身を惨めに引きずりながら、怨嗟にも聞こえる阿鼻叫喚の声から遠ざかっていった。

　男の両目は潰つぶれていた。

　閉じられた瞼から紅血が交ざった涙を流し、終わらない闇の底をさまよい続ける。

　腰から先の下半身も千切り取られていた。

　人の在り方を忘れた亡者のごとく、両腕だけで地面を這って進む。

　ずたぼろとなった全身、漏もれ出る呻うめき声、混濁する意識。

　体が熱い。

　喉のどがひりつくほど乾く。

　歯も食い縛れない。

　這って進む度たびに、体からこぼれてはいけない何かが失われていく。

　文字通りの半死人と化している男は、己おのれの居場所もわからないまま、ダンジョンの暗闇の奥へ奥へと進んでいく。

　この世のものとは思えない苦痛の渦に、男の正気は失われていた。

　常人ではとっくに死に絶えている地獄の中、背中に刻まれた『神の恩恵ファルナ』が彼を容易たやすく死には至らせない。

　耳の奥でゲラゲラという神の哄笑が幻聴となって聞こえてくる。見世物のように無様な男を指して見下ろす神の笑い声は、たとえ出口のない迷宮ダンジョンが見せている迷夢めいむだとしても、呪詛じゅそ以外の何物でもなかった。

　溢あふれ出る血涙に怒りを滲にじませながら、生に縋り付こうとする。

　男は自分以外の全すべてのものを恨み、そして何より救いがないことに絶望した。




　やがて、茫漠の闇の中をさまよい続けた男は力つきた。

　身動きを止め、血を垂れ流しながら、紅い池に沈む。

　人の気配も、モンスターの息づかいも存在しない。

　世界から切り離されたような迷宮の片隅で、男の体が冷たくなっていくと──ズルリ、と。

　死に絶えた男のもとに、何かが這い寄る音が響いた。

　迷宮の奥から、一本の長い触手が伸びてくる。

　触手の先端に付着しているのは、極彩色の輝き。

　まるで闇の向こう側に誘うように、ズルリ、ズルリと這いながら、触手は男の死体に巻き付き、仰向あおむけに引っくり返した。

　瞼の閉じられた上半身のみの体に、ずっっ、と極彩色の輝きが埋め込まれる。




　次の瞬間、男の瞼は勢いよく見開かれ、潰れた瞳ひとみが黄緑おうりょくの虹彩を帯びる。

　獣のごとき咆哮が轟とどろき渡った。
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　黄緑おうりょくの瞳を喜々と歪ゆがめるオリヴァスを、レフィーヤは震える思いで見つめていた。

　毒々しく輝く極彩色の『魔石』。瞳の色と同じ黄緑おうりょく色に染まった下半身も含め、それは人ならざるものの証だ。

　自分の立っている場所がわからなくなるほどの困惑と目眩めまい。

　そして強烈な吐はき気。

　目の前の人の形をした何かに、エルフのレフィーヤは凄すさまじい怖気おじけ──忌避感と『醜さ』を感じてしまった。

「一体、何の冗談ですか……」

　アスフィが呻くようにこぼし、【ヘルメス・ファミリア】の者達もうろたえる。

　敵は人なのか。

　それとも人を象かたどった怪物モンスターなのか。

　溜たまった吐き気が喉をせり上がろうとする感覚に、とうとう耐えられなくなり、レフィーヤは問いかけてしまう。

「貴方は、何なんですか……？」

　オリヴァスは唇に笑みをしたたらせながら、その白髪を揺らした。

「人と、モンスターの力を兼ね備えた至上しじょうの存在だ！」

　白ずくめの男はレフィーヤ達を見下みくだしながら高言こうげんを吐いた。

　あたかもその言葉を実証するように、こうしている今も無数の傷が徐々に癒いえていき、『魔石』が埋まっている胸部も塞ふさがっていく。

「神々の『恩恵おんけい』に縋るのみの貴様等らが……どうしてこの私に勝てる？」

　オリヴァスはせせら笑ってみせた。

　対するレフィーヤは、ちっともまとまらない頭で必死に思考を働かせる。

　人と、モンスターの力。

　知性と能力ステイタス、そして怪物の怪力と強[image: 靭]な肉体を有する個体。

　先程までの一連の戦闘には、確かにその妄言めいた仮定を裏付ける光景がいくつかあった。

　第一級冒険者ベートの攻撃が直撃しても怯ひるまない異常な頑強さ、『魔法』も素手で受け止める逸脱いつだつ振り、最後に現在も続くおぞましいほどの自己再生能力。どれも【ステイタス】の成熟だけで片付けるには違和感が伴う事柄ばかりだ。

　オリヴァスの言葉を鵜呑うのみにするのであれば、『彼女』なる存在が、絶命した彼を人とは違う『何か』へと生まれ変わらせたということになる。

　レフィーヤの視界の奥に、大主柱はしらに取り付く雌おんなの胎児が映り込む。

　人とモンスターの『異種混成ハイブリッド』。

　目の前のオリヴァスは──もしくはあの赤髪の女でさえも──そのような荒唐無稽こうとうむけいな存在だというのだろうか。

　怪人クリーチャー、という言葉がレフィーヤの脳裏に過よぎった。

「……貴方は、闇派閥イヴィルスの残党なのですか？」

　何とか冷静であろうとするアスフィが、視線を鋭くしながら問いただす。

　レフィーヤ達全員の視線を浴びるオリヴァスは、くだらなそうに笑い返した。

「私はあのような過去の残り滓かすとは違う。神に踊らされる人形ではない」

　黄緑おうりょくの瞳が辺りを見回した。

　多くの自爆した焼死体に、爆死を許されず微かすかに息が残るローブの者達。【ヘルメス・ファミリア】、そしてレフィーヤ達が倒した集団こそが愚かな闇派閥イヴィルスの残党であると、オリヴァスは視線で語った。その口振りからして、彼等とはあくまで協力関係に過ぎないということだろうか、とレフィーヤは同時に推察する。

　静まり返る空洞内。

　巨大花に寄生された赤い大主柱はしらと、そして胎児の宝玉が不気味な輝きを放つ中、アスフィが再び口を開く。

「ここは何ですか。ここで、貴方達は何をするつもりだったのですか？」

　質問を重ねるアスフィに、オリヴァスはあっさりと返答した。

「ここは苗花プラントだ」

「苗花プラント……？」

「そうだ。食料庫パントリーに巨大花モンスターを寄生させ、食人花ヴィオラスを生産させる……『深層』のモンスターを浅い階層で増殖させ、地上へ運び出すための中継点」

　オリヴァスの語る内容に、レフィーヤは驚きを隠せなかった。

　食人花が『深層』出身のモンスターであること、そして何より──。

「モンスターが、モンスターを産むなんて……聞いたことがない」

　モンスターはダンジョンから産まれる。

　ダンジョンこそがモンスターの『母胎』。

　これは絶対だ。

　神々さえも認めている世界の理ことわりである。

　巨大花の組成に包まれる大空洞のいずこで蕾つぼみが花開き、食人花の産声が再び聞こえてくる最中さなか、レフィーヤは声を引きつらせた。

「つまり、調教師テイマーである貴方がモンスターを使役し、この空間を作り出したと？」

「違う、違うぞ。私は調教師テイマーなどではない」

　語気を強めるオリヴァスはとうとうと語った。

「食人花ヴィオラスも、私も、全て『彼女』という起源を同じくする同胞モノ。『彼女』の代行者として、私の意思にモンスターどもは従う」

　身にあまる光栄に打ち震えるように、オリヴァスは陶然たる口調で述べる。

　理解できないものを前にするように嫌悪の表情を浮かべるアスフィは、核心に迫った。

「貴方の目的は、何ですか？」

　オリヴァスは、黄緑おうりょくの双眸そうぼうに昏い光を宿しながら、笑った。




「迷宮都市オラリオを、滅ぼす」




　その言葉に多くの者が愕然となり、立ち竦んだ。

　息を呑む気配がレフィーヤの周囲でいくつも伝わってくる。レフィーヤ自身もそうだ。

　無意識なのか、震える尻尾しっぽを片手で無理矢理むりやり握り込んだルルネが口を開く。

「じっ、自分が何を言ってるのか……わかってるのかよ？」

　オラリオはダンジョンの直上に築き上げられた巨大都市であり、そしてダンジョンに対する防波堤だ。『蓋』の役割を持つ『巨塔バベル』とともに地下の『大穴』からモンスターの地上進出を食い止める古来の要塞は、外界と迷宮を隔てる障壁である。人類の最後の砦と言い換えてもいい。

　オラリオの崩壊が意味することは、『古代』の、戦乱の世界の再来だ。

　度重なる悲劇を生んだ人類と怪物モンスターの飽くなき闘争が、再び繰り返されることになる。

「理解しているとも!!」

　ルルネの問いに、オリヴァスは歓呼した。

「私は、自らの意志でこの都市を滅ぼす!!　『彼女』の願いを叶かなえるために！」

　それぞれの表情を浮かべるレフィーヤ達に囲まれながら、声高らかに宣言する。

　戸惑うルルネ達に向かって、彼は背後を示した。

「お前達には聞こえないか、『彼女』の声が!?」

　広げる片腕の先にあるのは、背後の大主柱はしら、宝玉の胎児。

「『彼女』は空を見たいと言っている！　『彼女』は空に焦こがれている!!　『彼女』が望んでいるのだ、ならば私はその願いに殉じゅんじてみせよう!!」

　声の高さはとどまることを知らない。

　病的なまでに肌白い顔に高揚した笑みが浮かぶ。

　要領を得ない言葉を連ねるその姿から、はっきりとわかることがあるとすれば、それは男の『彼女』に対する忠誠と、妄執だった。

「地中深くで眠る『彼女』が空を見るには、この都市は邪魔だ！　大穴あなを塞ぐこの都市は滅ぼさねばならない！」

「愚かな人類と無能な神々に代わって、『彼女』こそが、地上に君臨するべきなのだ!!」

「娯楽だと笑い、生を尊ぶなどと抜かし何もしない神々とは違う！　『彼女』は私に二つ目の命いのちを、慈悲を与えてくださった！」

　一気に言葉をまくし立てるオリヴァスは嘲りと、そして敵意を孕ませながらレフィーヤ達を睥睨へいげいした。

「私は選ばれたのだ、他ほかならない『彼女』に!!　私だけが、私達だけが『彼女』の願いを叶えられる！　『彼女』の望みは必ずや私が成就させてみせる!!」

　悲願を語る男の姿を見て、レフィーヤは悟ってしまう。

　──狂信者ファナティック。

　オリヴァスの言う、二つ目の命を授さずけた『彼女』という存在を、彼は盲目的なまでに信仰しているのだ。

　死者の復活は『賢者の石』──永遠の命──を生成したあの『賢者』でさえ何度も失敗し、ついには届かなかった領域だ。下界の規則ルールに縛られ、何より子供達の人生を尊重する神々が行わない死者蘇生の奇跡をその身に受け、オリヴァス・アクトは『彼女』という存在に心酔している。

　神々を見限り反転したその心は、自ら強固な鎖に縛り上げられたのだ。

「『彼女』こそが、私の全てだ!!」

　雌おんなの胎児に見守られながら、オリヴァスは断言した。

　男の常軌を逸いっした雰囲気と、そして得体の知れない『彼女』という存在を巡って誰もが口を開けずにいる。アスフィは探るようにオリヴァスを窺うかがい、ルルネは正気の沙汰じゃないと言うように力なく顔を左右に振った。フィルヴィスは未いまだ声と言葉を失いその場から動くことができない。

　レフィーヤもまた、慄然とした眼差まなざしを視線の先の男にそそいだ。

「御託ごたくはいい」

　不意に、ベートが唾を吐く。

　狼人ウェアウルフの青年は心底くだらなそうにしながら、周囲から一歩いっぽ歩み出た。

「とにかくてめえは大人しくくたばれ。……どうせ、もう碌ろくに動けやしねえんだろ」

　不遜に言葉を告げたかと思うと、狼けものを彷彿させる眼光とともに指摘を飛ばす。

　レフィーヤ達は驚いて彼の横顔を見た。オリヴァスは言い返すことなく口を噤む。

　今の長い口上が体力回復の時間稼ぎであると、第一級冒険者であるベートは気付いていた。自己治癒に多大な魔力と生命力エネルギーを使用し、先程までの動きはできはしないと、そのように察知している。

　鋭い視線の矛を突き刺してくるベートに、オリヴァスは「くっ」と笑った。

「見抜いていたとは、恐れ入る」

　ベートの読みを認めるオリヴァス。

　しかし思惑を看破された事実とは裏腹に、彼は不敵な笑みを作っていた。

　余裕を持った相手の態度に、ベートは不審そうな目付きをする。

「私を生かそうとしてくださる『彼女』の加護は、未だこの身には過ぎた代物……貴様の言う通り、今の私は碌に動けん」

　──私はな、とオリヴァスは笑みを深めた。

　瞬間、アスフィと、ベートの瞳が何かに気付いたように見開かれる。

　彼等に行動の余地を与えず、【白髪鬼ヴェンデッタ】の異名を持つ男は白髪を揺らし、ばっ、と片腕を高々と上げた。

「やれ──巨大花ヴィスクム」

　直後、背後の石英クオーツから発せられる赤光が揺らめいた。

　大主柱はしらに寄生していた三体のモンスターの内、一輪の巨花が蠢き、震え、毒々しい花弁を眼下の小人レフィーヤ達に向ける。咆哮の代わりに鳴り響くのは、大主柱はしらと緑壁に一体化した体をベリベリと引き剝はがす、耳を塞ぎたくなるような裂音だった。

　極彩の花から放たれる強烈な腐臭──凄まじい死臭。

　時を止めるレフィーヤ達の頭上から、巨大な影が、巨大な長軀が、重力に従って落下する。

「──散れっ!!」

　ベートの激声が全ての者の腰を蹴けりつけた。

　誰もが全力でその場から駆け出す。レフィーヤは自失しているフィルヴィスの手首を摑つかみ、自分達を覆いつくす黒影から逃れた。敵であるオリヴァスもまた真横へ跳び、影の範囲外へと軽々と脱出する。

　間もなく、恐ろしいほどの体積が鉄鎚となって地面へ叩たたきつけられ、今日一番の衝撃が大空洞中を震撼させた。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



「う、噓うそだろう!?」

　腕で顔を覆いながら、アスフィとルルネは発生した衝撃波に全身を揺さぶられる。

　地面が粉微塵に弾はじけ緑肉が飛沫となって降りそそぐ中、舞い上がった灰煙の奥でその巨軀は傲然ごうぜんと存在していた。

　階層主、いや全長から見れば優にそれ以上の大きさを誇る巨大花のモンスターに、上級冒険者達は一様に戦慄せんりつする。
















「蹴散らせ」

　オリヴァスの命に従い、巨大花が動いた。

　食人花のように首を高くもたげることもできない超重量の体を蚯蚓みみずのごとく蠕動ぜんどうさせ、周囲の冒険者達にまとめて襲いかかる。

「っっ!?」

　少女フィルヴィスと分断されたレフィーヤは、迫りくる濃緑の大長軀に満身の力で回避行動を取る。

　これほどまでに巨大な相手に半端はんぱな行動は許されない。地面を蹴って、地面へ頭から飛び込み、背を殴りつける風圧によってごろごろと勢いよく転がった。

　周囲でも似たような光景が広がる。巨大な長軀が蛇行するだけでそれは冒険者を殺しうる必殺となった。

「こっちの攻撃、効くのか、コレ!?」

　巨軀から幾多も伸びる蔦つたの触手を躱かわしながらルルネは喚く。

【ヘルメス・ファミリア】のヒューマンの少女サポーターが逃げ惑いながら『魔剣』を振り抜いて炎刃を浴びせるが、モンスターは意に介さない。弾け飛び炎上する体皮に構うことなく、仮借のない蛇行の攻撃が続行される。

　勇む冒険者達は得物を抜いて斬りかかるが、絶え間ない蠕動が彼等を何度も振り落とした。魔導士を始めとした者達が『魔法』で攻撃しようとするも、防御不能の長大な蔦つたの触手むちが振り下ろされ、あるいは産まれ落ちている食人花の襲撃を受ける。詠唱する時間さえままならない。

　混乱の一途を辿たどる戦況が彼等の連携を阻んだ。

「糞がッ!!」

　跳躍したベートが上空から蹴りの一撃を見舞う。

　なけなしの『魔剣ナイフ』を《フロスヴィルト》へ装塡した強烈な一撃に、巨大花の体の一部は大きく爆はぜるが、それも焼け石に水だった。モンスターは痙攣けいれんして苦しむ素振りを見せるものの、致命打には遠い。

　動きの速度や攻撃そのものは大したことはないが、質量と規模が違い過ぎる。

　まともに戦うのが馬鹿ばか馬鹿しい敵に、ベートは舌打ちを放った。




「ふはははははははははははっ!?　行け巨大花ヴィスクム、この神聖な空間に足を踏み入れた冒険者どもを根絶やしにしろ!!」

　戦場を傍観するオリヴァスの高笑いが響く。

　未だ二体の巨大花を手の内に残す男の余裕は微塵も崩れなかった。全身の傷も完璧かんぺきに塞がりゆるりと体力回復を待つ中、周囲の食人花も使役してベート達に襲いかからせる。

　一方的な戦闘の光景を、彼は愉悦の表情で眺めた。

「オリヴァス・アクト！」

「……？」

　そこへ、怒りの声が投げかけられる。

　オリヴァスが振り向いた先には、濡ぬれ羽色の長髪に純白の戦闘衣バトル・クロスを纏まとったエルフの少女がいた。

「あれだけの惨劇ことを引き起こしていながら、今日までのうのうと生きていたのか、貴様は!?」

　美しい相貌を歪めるフィルヴィスは、射殺さんばかりの視線をもってオリヴァスと相対する。

「お前のせいで、仲間はっ……私は!!」

「……ああ、お前もあの計画の生き残りか」

「よくも、よくも!?」

　仇のように見据えてくるフィルヴィスの目に、オリヴァスは彼女が『27階層の悪夢』の生還者だと察したようだった。

　白髪の男は顎を引いて顔を斜めに構えながら、冷笑を窺わせる。

「私はあの計画を画策したのと同時に、被害者でもある。一度は死に果てたのだからな。ようやく神の悪い夢から目が醒さめた……痛み分けといこうじゃないか」

「ふざけるなッ!!」

　オリヴァスの戯言に、フィルヴィスは大喝する。

　彼女の手足は震えていた。怒りの奔流がその細身の体から吹きこぼれ、心さえ千々に乱れる。理性の暴走に歯止めがかからない。

　短剣を失った右手は[image: 拳]こぶしを作り、左手は残った短杖ワンドをあらん限りに握り締める。

　仇の男を討つことのできない今の己の力を心底呪のろうように、フィルヴィスは憎悪に満ちた。

「お前だけは……！」

　瞋恚しんいの炎をその赤緋せきひの瞳に宿し、フィルヴィスは短杖ワンドを構える。

　美貌を誇るエルフの殺意溢れた眼差しを、心地良さそうに受け止めていたオリヴァスは。

　すっ、と視線を彼女の背後へとずらした。

「貴様をあしらってやるのも一興だが……同胞を放ほうっておいていいのか、エルフの娘むすめよ」

「っ──」

　フィルヴィスの双眸が震える。

　彼女は後ろを振り返り、巨大花が暴れ回る戦場を見た。

　圧倒される冒険者達に紛れ、山吹色の髪のエルフの少女が、巨大花と食人花の攻撃に板挟みになっていた。

　苦渋に歪むフィルヴィスの相貌。

　皮肉にも怨敵の言葉が、暴走していた彼女の理性を取り戻した。

「仲間が死んだらしいが……今度は、あのエルフも見殺ころすのか？」

　激しい攻撃によって全身が擦り切れているレフィーヤの姿が、赤緋せきひの瞳に映り込む。

　前方と後方、はっきりと道が分かれた。

　前へ踏み出し、憎悪の炎に駆られるまま敵を討ち滅ぼすのか。

　後ろへ手を伸ばし、今にも断崖から落ちそうな同胞を助け出すのか。

　──『死妖精バンシー』。

　周囲にいくら吹聴されようとも気にもとめなかった忌避の名が、脳裏を掠かすめ、フィルヴィスを苛さいなむ。

　今日まで事情を知る多くの同胞エルフから『恥晒さらし』と罵られた。

　事実だった。

　心は決して痛まなかった。

　だが、それでも今日、『美しい』と。

　汚い自分を、気休めでもそう言ってくれた同胞の少女が現れた。

　主神ディオニュソスと同じように。

　真まっ直すぐで、羨望せんぼうさえ抱いてしまう、綺麗きれいな瞳で。

　あの心優しい少女さえ見殺ころすのか──。

　己への問いかけとともに、心の奥に刻み付けられている情景が浮かび上がる。

　耳の裏で、失われた先達なかまの叫び声が鮮明に蘇よみがえった。

　──逃げろっ、フィルヴィス!!

　──行って、早く行って!?


　──ああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……。



　──そうだ、いけ……フィルヴィス。

　──にげろ、フィルヴィスッ。

　──フィル、ヴィス……。

　──たすけてくれ。

『悪夢』に呑み込まれた仲間の声が絡からみ付いてくる。今日まで心を蝕むしばみ続けてきた『悪夢』の光景が、フィルヴィスの視界を赤く染め上げる。

　悲壮の声が、血にまみれた悲鳴が、哀切さいごの呟つぶやきが、フィルヴィスの心臓を摑んだ。

（私は──）

　目の前で面白おもしろがるように仇の男が嘲笑わらっている。すぐ後ろで同胞の少女が戦っている。

　立ちつくしたフィルヴィスは、次には、

「くそッッ!?」

　オリヴァスに背を向けて、戦場へ駆け出した。




「っっ！」

　迫る鞭をレフィーヤは杖つえで受け流した。

　魔導士の衣装をボロボロにさせながら何とか触手の雨を切り抜けていく。

　詠唱がままならない状況下でも自分の身を守ることができているのは、ひとえにリヴェリアの指導の賜物であった。暴発が許されない魔導士はいかなる時も動じてはいけない、大木たいぼくの心を持て、という彼女の教えを反芻し、沈着冷静の精神を己に強要する。向かってくる攻撃をよく見て、叩き込まれた杖術を発揮さえすれば、レフィーヤ単独でもモンスターの攻勢を凌ぐことが可能だった。

　後は、流石さすがに食人花の攻撃は見飽きている。

　最近になって何度なんど交戦したかわからないモンスターの鞭を先読みしながらレフィーヤは回避を繰り返した。風圧を発生させる巨大花の触手の薙ぎ払いを地面に倒れ込んで躱すと、獲物に夢中になっていた食人花が巻き込まれあっけなく吹き飛ぶ。

　痛む体と切れかかっている呼吸を堪たえてレフィーヤは身を起こした。

　不味まずい、早く立たなければ、とモンスターを視認して移動しようとすると──彼女の眼前を黄金おうごんの雷条が通り過ぎる。

「ウィリディス！」

「フィルヴィスさん！」

『魔法』で食人花の群れをまとめて焼き払ったフィルヴィスがレフィーヤに駆け寄った。

　一度はぐれてしまった彼女を案じていたレフィーヤは、その顔を目にして安堵あんどの息を漏らす。

「無事か！」

「はい、ありがとうございます」

　立ち上がったレフィーヤを見て、フィルヴィスもまた安心したように目を細めた。

「武器はあるか」と求められレフィーヤは携帯していたバックパックの蓋を開ける。フィルヴィスは右手を筒型の袋に突っ込み、一振りの片手剣を抜き出した。

　鞘を捨てて、彼女はレフィーヤを守るように立ち回りを演じる。

「どうする、アスフィ～!?」

　──一方、巨大花を直接ちょくせつ相手取る冒険者達の中で。

　ルルネが手に負えないモンスターに対し悲鳴を上げていた。多量の血液が流れ出た体の負担に耐えて短剣を振るうアスフィの顔に、焦あせりが発汗となって表れる。

「……千の妖精サウザンドに『魔法』をブッ放してもらいたいところですが、この巨体相手では前衛壁役ウォールがいようが意味はありません」

　大人数で盾を並べようが、巨大花の蛇行の前では全てが轢ひき潰される。防ぐ防げないという次元の問題ではない。

　フィルヴィスとともに防戦しているレフィーヤを見やっていたアスフィは前を向く。

「やはり、『魔石』を狙ねらうしかないですね」

『魔石』を破壊すれば敵は灰の山となる。長期戦では泥沼化の一途を辿るだけだ、モンスターの『核』を直接ちょくせつ攻撃するしかない。

　問題は『魔石』がどこに埋まっているのかだ。

　基本通り体軀たいくの中央か、あるいは食人花と同じで先端の花頭部分か。

　ベート渾身の回し蹴りが巨大花の進路を変えるのを目にしながら、アスフィはモンスターの大長軀に視線を走らせる。──もし発見できたとしてもあの分厚い肉皮を貫通して『魔石』まで攻撃は届くのか、という疑問を殺しながら、彼女はルルネ達に指示を飛ばした。

「無駄だ」

　抵抗を続けるそんな冒険者達を、オリヴァスは一笑に付す。

　食料庫パントリーの大主柱はしらに寄生することでどこまでも肥大化する巨大花ヴィスクムはもはや他たのモンスターとは規模が違う。一朝一夕で撃破できる個体ではない。

　攻略の糸口を見出せない内に引導を渡してやろうと、オリヴァスは黄緑おうりょくの瞳を細め、新たなる巨大花召喚を行おうとする。

　そして、片腕を頭上へ上げようとした、間際まぎわだった。




　大空洞の壁面一角が、爆発する。




『!?』

　轟然たる破砕音に大空洞にいる全ての者が視線を向けた。

　何筋もの煙を引いて飛び出してきたのは──赤い髪の女。

　吹き飛ばされたかのように凄まじい勢いで壁を破壊してきた彼女は、背中から叩きつけられ、ガガガガガガッと地面を削っていく。

　矢のごとく進む彼女の体は、巨大花が暴れる戦場から離れた地点で止まった。

「ぐッッ……!?」

　呻き声を上げ、剣身が折れた紅剣を放り捨てる。

　体中を傷まみれにしながら、消耗を物語るようにその場で片膝ひざをついた。

「はっ、はぁッ……!?」

　女が粉砕した壁面から次に姿を現したのは、金髪金眼の少女──アイズだ。

　彼女もまた軽装と全身に裂傷を負いながら、盛大に肩で息をしている。

「レヴィス!?」

「アイズさん!?」

　オリヴァスとレフィーヤが同時に叫んだ。

　銀のサーベルを提げ大空洞に踏み込んだアイズは、周囲の光景、そしてレフィーヤ達の姿に驚いた顔を見せたが、すぐに自分は大丈夫だと言うように頷うなずいてみせる。

　時間にして半日振りの再会に、そしてアイズの無事な姿に、レフィーヤの瞳が反射的に潤む。戦い続けるアスフィやルルネ達、ベートもまた一笑を浮かべた。

　レフィーヤは慌てて腕で目もとを拭ぬぐい、アイズ達の様子を注視する。

　レヴィス、と呼ばれた赤髪の女は街リヴィラを混乱に陥おとしいれたあの襲撃者で間違いない。恐らくここまで激しい交戦を繰り広げ、アイズの全力の一撃がレヴィスを捉とらえたのだ。衝撃に負けた彼女の体は壁を突き破ってこの大空洞に追いやられたのだろう。

　傷だらけの両者の体、破損した防具と戦闘衣バトル・クロス、滴る大粒の汗。

　お互いに疲弊しているが、武器の性能もあってか、アイズの方がほんの僅わずかに優勢といったところか。

　紅剣を失って片膝をついているレヴィスを、アイズは油断なく見据えている。

「……口だけか、レヴィス。情けない」

　レフィーヤと同じくアイズ達を観察していたオリヴァスは、味方である女に嘲笑を送り付けた。

　響いた声に、レヴィスはその緑色りょくしょくの瞳で彼の方角を一瞥いちべつする。

　アイズもまた視線を向けてくる中、オリヴァスの笑みが眉間みけんに皺を集める。

「この小娘が『アリア』などと……認められるものではないが、いいだろう。『彼女』が望むというのなら」

　アイズに嫉妬でもしているのか、言葉の端々に敵愾心を窺わせながら。

　顔を醜く歪めたオリヴァスは、片手を真上に上げた。

「巨大花ヴィスクム」

　背後にある大主柱はしらへ向かって、喚起を飛ばす。

　石英クオーツに取り付いていたモンスターは巨軀を揺すり、体皮を引き剝がしながら倒壊する塔のごとく地面に倒れ込んだ。周囲一帯の地面を砕きながら、ぞるっと大長軀を蠕動させる。

　大主柱はしらに巻き付き残った巨大花に見下ろされながら、その花頭を目前にいるアイズへ向けた。

「アイズさん!?」

　召喚された二体目の巨大花のモンスターに、レフィーヤは叫声を上げる。

　救援に向かおうとするも、オリヴァスの差し金か、モンスターが蔦つたの鞭を振り回し彼女達の進路を阻んだ。

　アイズのもとへ進むことができない。

「持ち帰るのは死骸しがいでも構うまい」

　モンスターに冒険者達を足止めさせ、オリヴァス自身もアイズのもとへ近付く。

　レヴィス同様、消耗している今なら殺すのも容易いと、悪辣あくらつな笑みを向けた。

「おい、止やめろ」

「止とめるなよ、レヴィス。貴様の手に負えない相手を片付けてやる」

　膝をついたまま投げられるレヴィスの呼びかけに、オリヴァスは取り合わない。言うことを聞かず、くすんだ白髪の男は標的の少女のみを睨にらんだ。

　視線の先で、蛇のようにゆっくり這い寄ってくる濃緑の巨大花に対し、アイズが静かに銀の剣を構える。

　巨大なモンスターと比べてあまりにも小さい一振りの武器に、彼はせせら笑った。

「死ね、【剣姫】!!」

　ばっと片腕を前に突き出し、オリヴァスは吠える。

　使役された巨大花は一気に加速し、地面を抉えぐり上げながら真正面から突撃した。

「──馬鹿が」

　その光景に、レヴィスは舌打ちを放つ。

「──行くよ」

　そして、愛剣デスペレートに呼びかけるアイズは。

　唇に、詠唱を乗せた。

「【目覚めよテンペスト】」

　直後、呼び起こされた風の大渦が周囲の空気を押しのける。

　眼前に迫りくるモンスターに対し、アイズは最大出力の暴風を愛剣デスペレートに付与した。

　次には、一閃。

　大薙ぎされた斬撃が、巨大花の首を両断した。





[image: ]







「──────」



　オリヴァス、そしてベート達ともども、レフィーヤは声を失った。

　剣身が纏った風の力、放たれる斬撃の光、咆哮した神風。

　真一文字に迸ほとばしった風の剣つるぎによって、巨大花の首が斬り飛ばされ、上空を飛翔する。

　時の流れが緩慢になる中、レフィーヤの紺碧色の双眸に映る、宙を舞う巨大な肉塊。

　鮮血を散らすモンスターの花頭は弧を描き、やがて轟音を放って地に墜落した。


『──────────────────────ァァァッ!!』



　大主柱はしらに寄生する宝玉の胎児が叫喚する。

　巻き起こった風の力に反応するように、付着した石英クオーツの表面でもがき始めた。

　引き伸ばされた体感時間が解除され、レフィーヤ達の戦慄した視線が《デスペレート》を振り抜いたアイズのもとに集中する。

　一撃。

　一撃で、仕留めた。

　諸能力は階層主や女体型と比べるまでもないとはいえ、あれほどの超大型モンスターを、剣の一振りで。

　アイズ本人の能力ステイタスと剣技はもとより、魔法【エアリエル】の威力が計り知れない。

　一連の光景を赤髪の女が冷めた目で眺めている。ベートは目を見開き、アスフィとルルネは顔を痙攣させ、フィルヴィスは立ちつくし、レフィーヤはまだ声を発せられない。胎児の叫び声が響くのみで、誰もが動きを止めていた。

　頭部を失い、活動が停止した巨大花の大長軀。

　横たわるモンスターの死骸の前でアイズが剣を振り鳴らすと、風の猛り声が轟き渡る。

　彼女を取り巻く気流が、美しいその金の長髪を舞い上げた。

「なっ、なぁっ……!?」

　一歩、二歩と、オリヴァスはその場から後退あとずさり、肌白い顔を一層いっそう白くさせる。

　絶えず有していた余裕は脆くも崩れ落ち、巨大花を一瞬で失った動揺が全身という全身を焦がしているかのようだった。

　吹き寄せる魔法の風が彼のもとまで届き、その白髪を揺らしてくる。

「っ！」

　Ｌｖ．６に到達してから初行使した【エアリエル】を纏い、アイズは白髪の男を見据える。

　オリヴァスは咄嗟とっさに手を振り上げ、悲鳴を上げるように叫んだ。

「ヴィ、食人花ヴィオラス──ッ!?」

　統率者の命めいに従い、残っている食人花が全てアイズのもとに進路を取る。

　レフィーヤ達を置いて殺到してくるモンスター達に、風を味方につける剣士は正面から斬りかかった。

　一方的な殲滅戦が開始される。

　あたかも嵐あらしそのものが蹂躙を働いているかのようだった。先程の巨大花のように一閃のもと切断された複数の食人花の長軀が頭上を舞い、瞬殺される。渦を巻く風は触手を撃ち出す前からあらぬ方向へ弾き飛ばし、モンスターは斬撃の余波のみで吹き飛ばされるか、あるいは八つ裂きにされていった。

「……っ!!」

　圧倒的な戦闘を展開するアイズに、うねりを上げる魔法かぜに、レフィーヤはおののく。

　──アイズの『風』は異常だ。

　攻守一体を司つかさどる万能の能力、単独で階層主と渡り合える途方もない出力、あの力は付与魔法エンチャントの域いきを超えている。通常の付与魔法エンチャントはあれほど絶大な効果など発揮できない。

　ヒューマンである彼女が、先天的な魔法種族マジックユーザーのエルフでもない彼女が、どうしてあそこまでの『魔法』を行使できるのか。

（もう、今のアイズさんは……！）

　Ｌｖ．５であったアイズを、都市最強の一角と謳われるほど押し上げていたのは、間違いなくあの『魔法』の力によるものだ。

　その『風』を有するアイズが、都市の最上級トップクラスであるＬｖ．６の者達と同じ階位ステージ、高みに立った。

　純粋な白兵戦なら、きっとフィン達をも超えた。

　この場で彼女を止められる者はいない。

「……差さァ開けられた」

　喉を鳴らすレフィーヤの他方で、ベートは不機嫌そうに呟いた。

　未だＬｖ．５である狼人ウェアウルフの青年はアイズの戦い振りに対抗心に火をつけられ、くそったれめ、と舌を弾き鳴らす。

　彼は顔を振り上げた。

「おい、さっさと片付けるぞ!?」

　自分達を足止めしている巨大花に対し、周囲へ声を張る。

　剣姫アイズの姿に鼓舞された冒険者達の士気は大いに上がっていた。逆境をはねのけベートの声に応じ、優秀な連携を繫つなげ始める。

　冒険者達は巨大花を攻め落としにかかった。

「みんな、『魔石』があるのはやっぱり頭の方だ！　花の部分を狙え！」

　いつの間に移動したのか、アイズが斬り飛ばした巨大花の頭部を調べ終えたルルネが情報を伝えてくる。

　モンスターの死骸の中から素早く『魔石』の在りどころを摑んだ盗賊シーフの呼びかけに、全ての者が従った。

「とは言うものの……未だ『魔法』は撃たせてもらえない状況、火力が足りません」

　幾多も伸びる蔦つたの触手むちに率先して狙われる魔導士達を見て、アスフィは嘆く。

　相変わらず大長軀をうねらせ蛇行するモンスターに詠唱は阻まれていた。十分な火力がなければ敵の極厚の肉体を越えて『魔石』へ攻撃が通らない。

　呪文じゅもんを何度も口ずさんでは吹き飛ばされかける魔導士達、そしてレフィーヤの姿を見て──フィルヴィスは決然たる表情を浮かべた。

「私が行く！」

「フィルヴィスさん!?」

　レフィーヤの声を振り払って疾走する。

　左手に短杖ワンドを握り、激しい抗戦が起こっている巨大花の懐ふところに肉薄した。

「狼人ウェアウルフ、穴を開けろ！」

「……ちっ、指図するんじゃねえっての！」

　視線を交わし合ったエルフと獣人が加速する。

　険悪な空気は健在のまま、互いの狙いを察した上でこれっきりの連携を仕掛けた。先行したベートが邪魔な触手を蹴り払い、彼が確保した道をフィルヴィスが続く。

　二人はあっという間に体皮を駆け上がり、巨大花の頭上へ。

　ルルネの指示した花頭部分に到達し、ベートは跳躍した。

「おらっ！」

　空中からの踵かかと落としがモンスターの体皮を抉る。

　広がった深い傷口に向かって、すぐさまフィルヴィスも飛び込んだ。

「【一掃せよ、破邪の聖杖いかずち】！」

　詠唱過程を一瞬で終わらせ、眼下の傷口──体内へ続く穴に短杖ワンドを突き刺す。

「【ディオ・テュルソス】!!」

　短杖ワンドから放出された雷が巨大花の体内へ叩き込まれた。

　不自然に何度も痙攣するモンスターの体皮の下がうっすらと発光し、冒険者達が刻んだ傷から電流がこぼれ落ちる。大量の精神力マインドが支払われた最大威力の暴雷が、モンスターの巨軀から『核』の在りどころを探し回った。

　巨大花の動きが停止したのは間もなくだった。

　体内の『魔石』が電撃に焼きつくされ、断末魔を発さないまま、大長軀が膨大な灰へと果てる。

　文字通り崩れ落ちた巨大花のモンスターに、【ヘルメス・ファミリア】から歓呼の声が打ち上がった。





[image: ]






　ベート達が巨大花を撃破する直前。

　アイズは送り出されていた食人花を全滅させた。

　自らが課した制約を解いて発動した【エアリエル】の力を存分に振るい、モンスター達を灰の山へと変える。

「ば、馬鹿な……!?」

　アイズのその力を見せつけられ、オリヴァスは身震いを止められないでいた。

　美しく在る孤高の剣士。風とともに圧倒的な力をもってしてモンスターを打ち倒すその姿は、いっそ英雄譚の登場人物のようですらある。

　男に与えられたあらゆる力が通用しない。

　黄緑おうりょく色の両目がわなわなと震え見開かれる中、別の方角では雷の咆哮によって二匹目の巨大花が撃破される。

　手札をあっという間に失ったオリヴァスは、とうとう精神の平衡が崩れた。

「ありえんっ、負けるなど、屈するなどっ──ありえるものかァ!?」

　地面を蹴りつけ男はアイズに突進した。

　死角を突いた奇襲。『魔石』が与える人智を超えた怪力を全身からかき集め、少女を絞め殺そうとする。

　だが、ベートとの戦闘で損耗した彼の動きは、今のアイズにとってあまりにも遅過ぎた。

「──」

　金の瞳が飛びかかるオリヴァスを射抜く。

　瞬く間に銀の剣が閃ひらめき、神速の斬撃が繰り出された。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　オリヴァスに無数の斬閃が刻まれる。

　体の各部位が繫がっているのが不思議なほど、全身から血飛沫を散らせた。

　黄緑色の下半身も、そして人の上半身もズタズタにさせながら、オリヴァスは仰向けに倒れ込む。

「噓だ……種しゅを超越した私が、『彼女』に選ばれたこの私がぁ……!?」

　打ち破られたオリヴァスから、呻き声が漏れる。

　恐怖にわななく瞳の中に、眼前で見下ろしてくる『戦姫』の姿が揺らいでいた。

「──とんだ茶番だな」

「！」

　再起不能に陥おちいった男へ、アイズが歩み寄ろうとしたその時。

　突風のような速度でレヴィスが横からオリヴァスを助け出した。

　飛び退いたアイズの目の前で彼の服を摑み、そのまま距離が離れた場所まで退避する。石英クオーツの大主柱はしら付近で止まったレヴィスは、無遠慮にオリヴァスの体を地面へ放った。

　大空洞からモンスターの姿は消え、アイズはもとよりレフィーヤやベート達の視線も、残った二人の敵に集まる。

「す、すまない、レヴィス……」

「……」

　膝をつくオリヴァスは息も切れ切れな状態だった。

　流れ出る血液を放置し、必死に呼吸を整えようとしている。声を絞り出す彼に対し、レヴィスは無言だった。

　周囲ではベート達が大きな半円状となり、二人は追い詰められたと言っても過言ではない。彼等に視線を走らせる赤髪の女は、大主柱はしらの不気味な光に照らし出され、顔の半面に暗い陰影を被かぶっていた。すぐに、その緑色の瞳が足もとの男を見下ろす。

　レヴィスは無表情で手を伸ばした。

　オリヴァスを立たせるかのように服の襟えりを摑み、片手で持ち上げる。

　そして、次の瞬間。

　手刀を、オリヴァスの胸部に突き刺した。

『!?』

「なっ──」

　アイズ達は言葉を失った。

　破った胸の中に埋うずめる手刀。生々しい鼓動の音に合わせて溢れていく血液。

　レヴィスは顔色一つ変えず、ぐぐっ、と更に手を押し込んでいく。

　オリヴァス本人は、誰よりも何が起こったかわかっていない表情を浮かべていた。

「レ、レヴィスッ、何を……!?」

「その目で周りをよく見ろ」

　アイズ、レフィーヤ、ベート、フィルヴィス、アスフィ、ルルネ。

　立ちつくす上級冒険者達の視線を浴びながら、女は血のように赤い髪を揺らす。

「より力が必要になった。それだけだ」

　レヴィスは淡々と、そして、冷酷に告げた。




「食人花モンスターどもではいくら喰っても大した血肉たしにならん」




　目の前の女が何をやろうとしているのか、それだけの言葉で察したのか。

　オリヴァスは凍りついた。
















「まさか、よせ!?　私はお前と同じ、『彼女』に選ばれた人間……!?」

「選ばれた……？　お前はアレが女神にでも見えているのか？」

「……ッ!?」

「アレが、崇高なものである筈ないだろう」

　レヴィスはくだらなそうに鼻を鳴らす。

「お前も、そして私も、アレの触手しょくしゅに過すぎん」

　断言するレヴィスに、オリヴァスの表情が目まぐるしく変容した。

　眦まなじりを裂いた絶望の形相で、己の胸を貫いている彼女の細腕を両手で握り締める。

「た、たった一人の同胞を殺す気か!?」

　男の言葉に耳を貸さず、レヴィスは胸部に突き刺した手に力を込める。

　それと反比例するようにオリヴァスの体からは力が抜けていき、彼女の腕にかじり付いていた両手も、だらり、と垂れ下がった。

　まるで全身の力を、核むねにかき集められているかのように。

「私がいなければ、『彼女』を守ることは──!?」

　オリヴァスの叫びを塞ぐように、レヴィスは勢いよく胸部から手を引き抜いた。

　その手の中に握られているのは、血に濡れた極彩色の『魔石』。

　核を引き抜かれたオリヴァスは、モンスターの末路と同じく、あっけなく灰となって崩れ落ちた。

「勘違いするな」

　足もとに積もった灰塊へ言葉を捨てながら、レヴィスは振り向く。

　惨憺さんたんたる光景に瞠目どうもくするアイズを、真っ直ぐ見据えた。

「アレは私が守ってきた。これからもな」

　オリヴァスから摘出した『魔石』を口に中に含み、嚙かみ砕く。

　ぺろり、と紅い舌が唇を舐なめた。

　怨敵のあっけない幕切れにフィルヴィスが言葉をなくす中、ぐっっ、と漲みなぎる力を確かめるように握り締められるレヴィスの右手。彼女の赤い髪もまた逆立つようにざわっと揺れる。

　直後──レヴィスは地面を粉砕し、アイズへ砲弾のごとく爆走した。

「っっ!?」

　他たの者の反応を置き去りにして、アイズへ剛[image: 拳]を叩き込む。

　真正面からの[image: 拳]打にアイズは風が付与された《デスペレート》を構え、防御。次の瞬間には真後ろへ凄まじい勢いで弾き飛ばされた。

　ベート達がようやく振り向いた先で、飛びかかったレヴィスはアイズと激突する。

「貴方はっ……!?」

「喋しゃべる暇があるか。まだ足りんな」

　驚愕きょうがくに揺さぶられるアイズに、赤髪の女は襲いかかった。

　極彩色の『魔石』、灰となった男性、吸収された結晶──モンスター。

　オリヴァス達の正体を摑めていないアイズの脳裏に、叩きつけられた断片的な情報が渦を巻いて錯綜し、やがて一つの解を導く。

　繰り出される上段蹴り。昇華ランクアップした風鎧エアリエルに力負けしないその威力。疾風の斬撃を放てば容易く回避し反撃を見舞ってくる。先程までは防御することが精一杯であった筈の女は、ことごとくを見切って対応してきた。

　──『強化種きょうかしゅ』!!

　激上した敵の戦闘能力に、アイズは受け入れるしかなかった。

『魔石』を摂取し力を得るモンスターの理ことわり、【ステイタス】を宿す人類と相反する弱肉強食の業わざ。目の前の敵は人の形をした怪物である。

　恐るべきことに、オリヴァスの『魔石』を喰くらったレヴィスの純粋な身体能力はＬｖ．６のアイズのそれを確実に上回っていた。【エアリエル】の力を借りてようやく優勢に立つアイズは必死に動揺を押し殺す。

　超速の斬閃がレヴィスの肩を切り裂く。

　舞う血飛沫に構わず彼女は腕を振りかぶり、渾身の一撃を放った。アイズが間一髪かんいっぱつ後退すると振り下ろされた[image: 拳]が地面を砕き、円状に陥没させる。レヴィスは手を突き刺した地面の緑肉から、ズズズッ、と音を奏で──次には勢いよく引き抜いた。

　現れる紅の大剣、地面から抜剣された天然武器ネイチャーウェポン。

　両手に持った大剣とともにレヴィスは突っ込み、アイズもまた応じるように突貫する。

「「ッッ!!」」

　衝撃と轟音を発生させ、風の銀剣と紅の大剣が真っ向からぶつかり合った。

「な、何なんだアイツ……出[image: 鱈]目でたらめだ」

　アイズと戦闘するレヴィスを見てルルネは唾を呑み込んだ。

『魔石』の味を覚えたモンスターのごとく格段に上昇した能力をもって、単独で巨大花の息の根を止めたあの剣姫アイズとほぼ互角に渡り合っている。

　第三者が立ち入る隙間すきまもない激戦に棒立ちとなっていた冒険者達だったが、駆け出したベートを皮切りに、レフィーヤ、フィルヴィスが後に続いた。

「あっちもヤバいですが……！」

　ベート達が援軍に走り出していく中、アスフィは一人、逆方向に進路を取る。

　彼女が目指すのは食料庫パントリーの大主柱はしらに寄生している宝玉の胎児だ。

　街リヴィラの件も含め、今回の事件が視線の先の『宝玉』を巡って動いているのは明白だった。オリヴァスの再三さいさん口にしていた『彼女』という存在といい、あの雌おんなの胎児が事件の全てを繫ぐ鍵かぎとなる。

　何としてでも確保しようと大主柱はしらに接近したアスフィだったが──突如とつじょ。

　横合いから奇襲を受けた。

『！』

「なっ!?」

　紫の外套フーデッドローブ、そして不気味な紋様の仮面。

　一体どこにひそんでいたのか、正体を隠した謎なぞの刺客にアスフィは殴り飛ばされた。

　凄まじい『力アビリティ』、そして両手に装備された銀のメタルグローブが【万能者ペルセウス】特製のマントの上から衝撃を貫通させる。

「アスフィ！」

「まだ仲間が!?」

　吹き飛んだアスフィにルルネ達【ヘルメス・ファミリア】の足並みが乱れる。

　レフィーヤ達もその場で止まって振り返り、仮面の襲撃者に目を見張った。

「完全ではないが、十分に育った、エニュオに持っていけ！」

　アイズと戦いながら、レヴィスが仮面の襲撃者に向かって声を張り上げた。

　襲撃者は『宝玉』ごと握り締め、アイズの『風』に反応し叫び続けている胎児を黙らせる。そのまま取り付いている大主柱はしらから強引ごういんに引き剝がした。

『ワカッタ』

　仮面の人物は様々な肉声が折り重なったような不気味な声で返事をし、直ちにその場から離脱する。

　宝玉を持って数ある大空洞の出入り口の一つに疾走した。

「ルルネ、止とめなさい!?」

　絶対に逃がすなとアスフィが大声で指示する。

　歯を食い縛るルルネは「くっ!?」と駆け出し、全力で仮面の人物を追走した。

「巨大花ヴィスクム！」

　だがそこで、再びレヴィスが叫ぶ。

　力任せの薙ぎ払いによってアイズを一度いちど弾き飛ばし、大主柱はしらに巻き付いている残る巨大花へ命令した。

「産み続けろ!!　枯れ果てるまで、力を絞りつくせ！」

　瞬間、大空洞が鳴動した。

「……!?」

　レヴィスに斬りかかろうとしたアイズは顔を振り上げる。

　ベート達も、アスフィ達も、そしてルルネも体に伝わる震動に動きを止めてしまった。

　彼等の視線を自分のもとへ導くように、大主柱はしらに寄生している巨大花が震え、何かを吸い上げるおぞましい音響を発する。光り輝く石英クオーツから養分を暴君のごとく吸収するかのように。

　ビキリッ、と結晶の大主柱はしらにいくつもの罅割れが走った。

　伴って、痙攣を繰り返す巨大花から大空洞に広がる触手が、太い根が、瘤こぶのように断続的に膨れ上がり、恐ろしい勢いで脈動する。

　間もなく。

　天井てんじょう、壁面、大空洞の全領域に存在する蕾が、一斉に開花した。


「────────」



　全ての極彩色の花弁が──全ての食人花が、花開く。

　成熟を待たず強制的に開花させられる大小様々の蕾。母胎ダンジョンから養分を貪り食った苗花プラントがありったけのモンスターを、今まさに産み落とす。

　巨大花の体皮からは急速に色素が抜け落ちて土気色に変わり、萎しおれる大長軀が力なく垂れ下がった。枯れた花頭をがくりと折る。

　世界の終わりのように色素の剝落はくらくが広がる大空洞の緑壁。そして死んでいく食料庫パントリーの代わりに破鐘われがねの産声が次々と響き合い、重なり合う。耳朶を震わす怪物の斉唱に、頭上を見上げているレフィーヤの顔から生気が消え失せた。

　これは、まさか、と冒険者達が心の声を一つにする。

　醜悪な牙きばを晒す食人花が咆哮し、アイズ達目がけ、一斉に天井と壁面から落下した。




　──怪物の宴モンスター・パーティー!!




　地響きの連続を引き起こしながら食人花が地面から身を起こす。

　呆然ぼうぜんとする冒険者達の全方位から、モンスター達は怒涛のごとく襲いかかった。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「っっ!?」

　数の暴力に冒険者達が声にならない悲鳴を上げる。

　彼等の視界一杯を占領する毒々しい極彩色の花、花、花。前も左右も後方も、頭上でさえも黄緑おうりょくの長軀がない地点は存在しない。破鐘われがねの雄叫びが頻りに交錯し、一箇所に居座ればたちまちモンスターの軍勢に呑み込まれてしまう。苗花プラントを犠牲にして産まれ落ちた食人花の大群は広大な大空洞を埋めつくした。

　歴戦の第二級冒険者達の戦意を折ってのけるほどの夥しいモンスターの群れ。

　数百に上る総数。通常の怪物の宴モンスター・パーティーとは比較にもならない。

　もはや桁けたが違う。

「くっ……!?」

　出入り口の一つに飛び込んだ仮面の人物は、地獄の壷と化した大空洞を後にした。

　アスフィの視線の先で通路口の奥へ姿を消し、まんまと脱出してのける。

「無理無理無理っ、無理だってぇ!?」

「離れるなァ、潰されるぞ!?」

　突っ込んでくる大量の長軀と押し寄せる無数の触手にルルネが泣きながら逃げ惑う。仲間の虎人ワータイガーが喉が張り裂けんばかりに叫び散らすが、それもモンスター達の波にかき消されてしまった。

　食人花は手当たり次第しだい暴れ回った。冒険者を索敵すればすかさず蛇行からの体当たりを敢行し、あるいは触手の雨を降らす。味方モンスター同士の盛大な自爆、同士討ちもそこかしこで発生する中、まだ息のあったローブの男達は真っ先に捕食された。あああああああああああっ、という腹の底にまで響く断末魔を散らしながら闇派閥イヴィルスの残党は大空洞から完全に姿を消す。色違いのローブの頭目も、あっさりと丸呑みされた。

　散らばった冒険者えものにモンスターが殺到し、局所的な戦闘が巻き起こる。ベートを始めとした前衛の実力者達が奮闘し、大型武器を振り回して片っ端から殺戮してのけるが、一向に数が減る気配はない。

　場は大混戦に陥った。

「食人花ヴィオラス！」

「っ!?」

　一方、アイズはレヴィスとモンスターの挟撃に晒される。

　使役される食人花を片手間で葬ってはレヴィスの大剣を防御し、打ち合ったかと思えばすかさず食人花の横槍が入った。途切れることのない敵の包囲網は決してこちらを逃がそうとしない。捨て駒を用いたレヴィスの一撃離脱ヒットアンドアウェイが、魔法エアリエルを発動させるアイズを強引に抑え込む。

　アイズも、そしてレフィーヤ達も、お互いに救援へ向かえず隔離された。

「──!!」

「なっ!?」

　何十匹目とも知れない食人花を、風の斬撃でまとめて断ち切った時だった。

　食人花の長軀の陰に隠れていたレヴィスが、モンスターの体越しに斬り上げを放つ。長軀を両断して現れた不意の一撃にアイズは防御をし損ね、《デスペレート》を手の中から弾き飛ばされてしまった。

　──不味い!?

　回転しながら宙を舞い、彼方へ飛んでいく愛剣。アイズの体が焦燥に焼かれる。

　剣士であるアイズから、剣ぶきが失われた。《デスペレート》を手もとから吹き飛ばされたアイズの戦闘能力は目に見えてがた落ちする。

　そしてその機を見逃さず、レヴィスは一気に攻め立てた。

「逃がさん」


「～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　レヴィスを振り払って剣を回収に行こうとしても、回り込む食人花がそれを許さない。

　一瞬でも足止めされれば紅の大剣がアイズを守る気流を削った。

　不慣れな格闘戦を強しいられ、瞬またたく間に劣勢に立たされる。

　悲鳴を上げる周囲の仲間と同じように、アイズは窮地に追い込まれていった。
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　モンスターの攻撃は熾烈しれつさを増していた。

　何とか大空洞の中心地に集結したレフィーヤ達、冒険者は必死に防戦を重ねる。

　無理矢理むりやり産み落とされた食人花は成体に至っていないことが唯一の救いだった。それぞれ大きさにもばらつきのあるモンスターは通常の成体と比べ能力が低い。

　と言っても、絶体絶命であることに変わりはなかった。四方八方を囲まれ出口さえ見えない現況はまさに悪夢だ。

　モンスターの激しい吠声の後に、冒険者がまた一人、地に沈んでいく。

「あ、ああっ……!?」

　この乱戦にあって、レフィーヤを始めとした魔導士達は力を僅かも発揮できずにいた。

　食人花の大群のど真ん中での詠唱は自殺行為、壁となり護衛してくれる者もいない。自分の身を守ることで精一杯であるレフィーヤは非力な己を呪う。

　誰もが死力をつくしていた。

　血だらけの虎人ワータイガーは咆哮し、エルフの戦士は剣を歯で嚙み締めて振り回し、武器を失ったドワーフは砕けた[image: 拳]をモンスターに叩きつける。アスフィとルルネも敵を撹乱しては斬撃を見舞い、足を止めようとしないベートがモンスターを何匹も屠ほふっていく。声、いや悲鳴をかけ合って連携をする冒険者達の勇姿が、レフィーヤを苛さいなむ。

　──どうして私は。

　あの勇ましい彼等と肩を並べることができないのか。

　ともに剣を執とってモンスターを倒し、盾で仲間を守ることができないのか。

　逃げ回り、助けられ、立ちつくし。

　魔法うたを歌えば、彼等の足さえ引っ張って。

　何もできない。

　胸に抱いているこの杖が、これほど重く感じることは今までなかった。

（私は、リヴェリア様みたいに、フィルヴィスさんみたいにっ……！）

　美しく圧倒的な王族ハイエルフが心の中に浮かび、そして今いま戦っているエルフの少女が視界を過よぎる。

　憧憬の少女達と同様、追いつきたいと必死に願っている最強の魔導士の背中は未だ遥か遠く、あの美しい魔法剣士にも手が届かない。

　自分もあのフィルヴィスのように戦えたら。

　剣を持って魔法うたを奏で、モンスターを退しりぞけることができたなら。

　モンスターをまた一体倒したフィルヴィスを視線で追うレフィーヤの胸に、ベートの言葉が蘇る。

　──てめーは一生お荷物だ。

　見下されたあの言葉にもう悔しさすら抱けず、レフィーヤは無力感に打ちひしがれた。

「アイズ……！」

　レフィーヤが苦悩していたその時、ベートはアイズを見やる。

　たった一人レヴィスとモンスターに襲われる金髪金眼の少女の姿に、彼の顔は歪んだ。

　耐久力が落ちた未成体の食人花を蹴撃で撃砕し続けていたベートは、ばっと視線を戦場に巡らし──そしてエルフの少女を見つけ出した。

「おいッ！」

「え……？」

　ベートはなり振り構わず、立ちつくしているレフィーヤのもとに駆け寄った。

「俺おれはアイズのところに行く、ここはてめーが何とかしろ!!」

　胸ぐらを摑まれ吠えられた言葉に、レフィーヤの肩が揺れる。

「で、でもっ、私は──」

「てめーは雑魚ざこだ!!　だがな、そのアホみてえな『魔力』だけは認めてやる！」

　レフィーヤの声をみなまで言わせずベートは怒声を叩きつけた。

「追いつきたいだの雑魚の常套きまり文句なんて抜かしてんな!?　俺達に吠え面をかかせてみせろ！」

　紺碧色の瞳を見開くレフィーヤは、ベートの琥珀色の瞳に見据えられた。

「あのクソババァを、超えてみせろ!!」

　──リヴェリア・リヨス・アールヴを、超えてみせろ。

　ベートははっきりそう言った。

　誰からも言われなかった荒唐無稽な目標を。アイズやティオナ、ティオネさえも言わなかったその言葉を。

　ただの発破ではない、強さを飽き足らず求め続けている、餓狼ベートの本心に触れる。

　──お前はそれでいいのか。

　彼から与えられた、もう一つの問いかけがあった。

　弱者に常に苛立いらだっているベートの眼差しに、声に、レフィーヤの全身が発熱する。

　胸に迫る真まっ赤かな感情。心の中で震えているのは焚き付けられた熱情か、それとも目の前の青年を見返してやりたいと願う悔しさか。

　知れず[image: 拳]が握り締められたレフィーヤを、ベートはどんっと突き飛ばした。

　彼はもう何も言わず、笑みも見せず、背を向けて駆け出していく。

　憧憬アイズのもとへ行ゆくことのできるその強い背中を、レフィーヤは数瞬すうしゅん見据えた。

　その後ろ姿を瞳に焼き付け、次には柳眉りゅうびを逆立てて。

　冒険者とモンスターの叫喚に囲まれながら、エルフの少女は己に覚悟を刻んだ。




「──私を守ってください!!」




　戦場を貫く大声でレフィーヤは吠えた。

　自分に許された唯一の杖ぶきを握り締め、突き出し、魔法行使の構えを周囲に見せつける。

　砲撃の決行を、冒険者達の瞳に叩きつけた。

「ま、守るって、どーすんだよ!?　半端な魔法なんかじゃあ……！」

「私を信じて!!」

　動じるルルネに高い声音をもって言い切ってみせる。

　弱気な自分を、勇気のない魔導士を、今だけは心の中から追い払う。

「私は、魔導士です！　私を守ってくれる貴方達を救ってみせる!!」

　ベートからぶつけられた気炎を、燃え滾たぎる胸の感情を、高みへの望みを、全て声と眼差しの強さへ変える。誰もが背を任せてくる最強魔導士リヴェリアに、少しでも近付けるように。

　毅然としたその魔導士の姿に、アスフィも、そしてフィルヴィスも動いた。

「全員、千の妖精サウザンドのもとに!!　彼女に全てを委ゆだねます！」

「っ……！」

　エルフの魔導士に命を預けたフィルヴィス達が、モンスターを押しのけ集結する。

　全精神力マインドを練り上げるレフィーヤは続けて声を飛ばした。

「方円ほうえん陣形!!　五分、いえ三分持もたせてください！」

　リヴェリアを彷彿させる彼女の指示に、頷いた冒険者達は密集して円陣を組む。

　全ての食人花のモンスターがこちらへ反転する中、円形の陣じん中央に立つレフィーヤは眦を吊り上げ、詠唱を紡つむぎ出した。

　命懸けの、三分間の防衛戦が始まる。

「【ウィーシェの名のもとに願う】！」

　展開される山吹色の魔法円マジックサークル、膨れ上がる魔力光。

　食人花が[image: 餌]に引かれるように殺到するのを前に、レフィーヤは詠唱に専心する。

「【森の先人よ、誇り高き同胞よ。我が声に応じ草原へと来きたれ】」

　歌え。歌え。歌え。

　詠唱に手間取るな、淀みなく紡つむげ、リヴェリアならきっと一分で終わらせる。

　今の自分には歌うことしかできることはない。

　仲間を救うために、希望の歌を──勝利の歌を。

「【繫ぐ絆きずな、楽宴らくえんの契り。円環を廻し舞い踊れ】」

　行使魔法は召喚魔法サモン・バースト。

　召喚するのは最強の魔導士、リヴェリア・リヨス・アールヴの全方位殲滅魔法。

　極大の攻撃魔法をもってして、モンスターを一掃する。

「【至れ、妖精の輪】」

　猛り狂うモンスター達の突撃を、陣形を組んだ冒険者達が次々と阻む。

　大盾を構える虎人ワータイガーが、ドワーフが、行かせまいと、盛り上がった肩から血を噴出させながら敵の体当たりを受け止めた。

　双剣を構えるエルフや獣人さえもその身を盾に変えて防御する。彼等の頭上から迫る無数の触手をすかさずアスフィとルルネ達が全て切り払った。

　四方から迫りくる敵を、フィルヴィス達がことごとく迎撃する。

「【どうか──力を貸し与えてほしい】」

　仲間を信じて瞑目めいもくし、余計な情報の一切いっさいを遮断、高速で詠唱を編み上げ──レフィーヤは、魔法名を唱えた。

「【エルフ・リング】」

　山吹色の魔法円マジックサークルが翡翠色に変化する。

　召喚した攻撃魔法の詠唱に移るレフィーヤ。背後にいる彼女を何とか守り抜くアスフィ達は、そこで、視界に飛び込んできた光景に青ざめた。

「大型!?　しかもあの数、ヤバイぞ!?」

　緑壁の迷宮をさまよっていた個体が引き寄せられたのか、大空洞の通路口から出現した巨大な食人花の塊が突き進んでくる。

　小型の食人花を蹴散らしながら驀進してくる群れを前に、ルルネが悲鳴を上げた。

「ウィリディス──」

　レフィーヤの呪文完成までほど遠い。フィルヴィスは同胞の少女に振り返り、瞑目し歌い続けるその姿を見つめ──彼女もまた、眦を決した。

「どくんだ！」

「お、おいっ!?」

　盾を構えるルルネ達を押しのけ、フィルヴィスはモンスターの前に躍り出た。

　レフィーヤの玉音の詠唱を背で受け止めながら、唇を開く。

「【盾となれ、破邪の聖杯さかずき】！」

　超短文詠唱。

　アスフィとルルネ達が目を見張る中、己が有する二つ目の魔法を発動する。

　濁流のように押し寄せてくるモンスター達へ、フィルヴィスは左手を突き出した。




「【ディオ・グレイル】!!」




　白い輝きを放つ、円形障壁。

　巨大な聖なる盾がモンスターの群れと激突し、突撃をまとめて阻んだ。

　眼前で閃光スパークを散らす障壁魔法に、瞠目するアスフィ達、そしてフィルヴィスの顔が照らし出された。





[image: ]






　彼方で白い輝きの障壁魔法が生まれる中、アイズの風が押されていく。

　進路を限定してくる食人花によって断たれる退路。すかさず紅の大剣を構える赤髪の女が急迫し、強烈な一突を見舞ってくる。

　アイズは紙一重のところで躱し、続けざま回転蹴りを見舞った。

「剣技に比べれば拙つたないものだな」

「っ!?」

　風の力が加えられた強力なアイズの一撃を、剣の柄で難なく弾き、凍てついた視線とともに反撃を飛ばす。何とか避けるも、レヴィスは執拗に追撃した。

　苛烈かれつな攻めに素手のアイズは回避のみしか許されない。紅の斬影を刻む禍々まがまがしい大剣を振り回すレヴィス相手に、【エアリエル】のみでは勝てなかった。

（剣があれば……！）

　遥か視界の奥、大空洞の片隅に突き立った《デスペレート》を捉えるが、その視線を遮さえぎるようにレヴィスが上段斬りを放った。決して剣のもとへ行かせようとしない敵の姿に、アイズの顔が苦悶に歪む。

　長時間にわたる彼女との交戦で削がれている体力、何より魔法の過負荷がアイズの全身を蝕みつつある。それに対して、文字通り怪物的な相手の体力は底なしだ。

「いい加減、終われ！」

　頰ほおから汗が散るアイズへ、食人花の体当たりに乗じたレヴィスが大剣を振り下ろす。

　攻撃の衝撃に殴られたアイズの胸に、焦熱が灯った、その時。




『【──間もなく、焰ひは放たれる】』




　エルフの少女の詠唱が、モンスターの咆哮を縫ってアイズの耳に届いた。

「っ！」

　──レフィーヤ！

　王族リヴェリアの玲瓏れいろうな詠唱を彷彿させる力強い響きに、少女の魔法うたに、アイズは目を見開く。

　更にそこへ──灰色の毛並みの狼が疾走してきた。

「失せろ!!」

　ベートだ。

　モンスターの波を強引に突破し、激しい移動を重ねていたアイズ達に追い付いた。驚愕するアイズとレヴィスの視線を浴びながら、彼は一直線に、風を纏う少女のもとに突っ込む。

「よこせ、アイズ！」

「！」

　アイズは、それだけで全てを理解した。

「風よ！」

　伸ばされたアイズの手から風が揺らぎ、すれ違ったベートのメタルブーツに吸い込まれた。

　白銀の長靴に埋められた黄玉が輝き、両脚に凄まじい風の気流が宿る。

『【忍び寄る戦火、免れえぬ破滅。開戦の角笛は高らかに鳴り響き、暴虐なる争乱が全てを包み込む】』

　ベートに『風』を渡したアイズはその場から素早く離脱する。レフィーヤの詠唱を耳にしながら彼女が向かうのは、大空洞の片隅、突き立った剣のもとだ。

　そして、彼女と入れ替わるように、ベートがレヴィスに真っ向勝負を仕掛けた。

「なにっ」

「大人しくしてろ、化物ばけもの女!!」

　戦域から抜け出すアイズにレヴィスは焦りを見せるが、ベートが後を追うのを許さない。

　少女の【エアリエル】を喰らった長靴ちょうかを振り上げ、痛烈な一撃を相手の大剣へ叩き込む。

『【至れ、紅蓮の炎、無慈悲の猛火。汝は業火の化身なり】』

　両脚の気流を駆使し攻めかかるベート。

　アイズに剣を回収させるためこの場を受け持った狼人ウェアウルフは全力で相手を場に縫い止める。

　大きな舌打ちを弾き鳴らしたレヴィスは、周囲の食人花を全てアイズの足止めへつぎ込み、自身は目の前の男を殺しにかかった。

「邪魔だ!!」

「ッッ……!?」

　紅の大剣が連続で振り回され視界を無数の大閃が埋めつくした。回避しては風蹴で受け流すも、もらえば一溜りもない必殺がベートの体を脅かす。

　アイズの風エアリエルを纏っていようが、強化されたレヴィスの能力はベートを圧倒していた。技と駆け引きをもってしても敵の力が上回る。踵落とし、蹴り上げ、回転蹴り、独楽のように回りながら凄まじい勢いで繰り出される二本の風脚を赤髪の女は全て捌き切る。

　相手が攻勢に移った途端、戦闘衣バトル・クロスが千切れ、片方の手甲が吹き飛び、掠めた肩口から血が飛んだ。

「どけ、狼人ウェアウルフ!!」

　感情を剝むき出しにした声とともに、更なる速度を纏う大剣。

　防戦一方となったベートの体が大きく揺らいだ。

『【ことごとくを一掃し、大いなる戦乱に幕引きを】』

　追い詰められるベートの耳に聞こえてくるのは、少女の歌声だった。

　円陣を敷いた冒険者達の光景が視界を掠める。血まみれになった男達が、杖でモンスターに殴りかかる少女達が、雄叫びを上げて死地でなお抗い続けている。

　その中心にいるのは、輝かしい魔力光を放つエルフの魔導士。

　歯を食い縛っていたベートの相貌が、無理矢理に、凶暴なまでに、口端こうたんを裂く。

「てめえがッ、くたばれ!!」

「っっ!?」

　押し返す。

　敵わぬと悟りながらそれでも一歩も引かず、目の前の敵を打倒しにかかる。

　顔に凶笑を張り付け、ベートは吠えた。

「雑魚どもがあがいてんだろうがよぉ!?　てめーごときを押さえねえで、どの面つら晒そうってんだァ!!」

　強者の矜持と、男おすの意地。

　今も戦う弱者達の姿に視界を白熱させながら、ベートは己の限界を食い千切ちぎった。

　暴れ狂う風の力を従わせ、より激烈に使いこなす。防御を強いられ瞠目するレヴィスは、すぐに瞳を苛立ちに吊り上げ、紅の大剣を振りかぶった。

　ベートもまた踏みしめた地面を粉砕させ、己の左脚を振り上げる。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　哮たけり声を引き連れベートは一撃を繰り出した。

　振り下ろされた大剣に、渾身の風脚。

　衝突する。


（────）



　吹き飛ばされた風の渦に、貫通する紅刃。

　大剣とぶつかり合った白銀のメタルブーツに、夥しい亀裂が走り抜けた。

　ブーツを装着した足の皮膚が、肉が鮮血を吐き散らし、骨が圧砕する。

　甚だしい衝撃と灼熱の激痛いたみに、ベートの瞳が血走った。

『【焼きつくせ、スルトの剣けん──我が名はアールヴ】！』

　──そして同時に、レフィーヤの詠唱が完了する。

　光の音響が弾け、ベートの足もとに、大空洞中に拡大する翡翠色の魔法円マジックサークル。

　次の瞬間、その『魔法』は放たれた。




『【レア・ラーヴァテイン】!!』




　召喚された巨炎が魔法円マジックサークルより射出する。

　レフィーヤ達のもとから放射状に連続する火炎の極柱。ベート達を避けて天井まで昇る業火は全ての食人花を呑み込み、焼きつくし、絶叫まで溶かす。

　モンスターの『魔石』も灰も残さない広域殲滅魔法が、大空洞を紅い炎の世界へ変えた。


「────はッ」



　熱と紅の光に横顔を焼かれながら、ベートの口が吊り上がる。

　殲滅されたモンスター、やり遂げてみせた少女、弱者が上げた咆哮。

　琥珀色の瞳に光が宿る。このまま大剣に押し切られようとする左脚になけなしの力をそそぎ込み、血潮をまき散らしながら──強者ベートも負けじと咆哮した。

「るォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　白銀の蹴撃が、紅の大剣をはね返す。

「なっ!?」

　逆転の一撃。

　ベートが真後ろへ吹き飛んでいくのに対して、レヴィスは反動後屈ノックバック──上半身が大剣ごと仰のけ反ぞる。大空洞が燃え上がりモンスターが一掃される中、彼女の緑色の瞳が大きく見開かれた。

　全身全霊の一撃を犠牲にしたベートの手によって、レヴィスの体勢が崩される。


「────」



　そして。

　大量の火の粉に囲まれる彼女のもとへ、一つの影が疾走する。

　炎の柱の間隙を一直線に突き進み、取り戻した銀の剣を装備した、金髪金眼の少女が。

　レヴィスに向かって、突貫した。

「【目覚めよテンペスト】!!」

　風を纏い直しアイズは弾丸になった。

　仲間が作った隙すきを逃すまいと、《デスペレート》を振りかぶって斬りかかる。

「ぐッッ!?」

　渾身の袈裟斬り。

　咄嗟に構えられた敵の大剣を切断。

「っっ!!」

　技わざの斬り上げ。

『魔石』が埋め込まれた胸部中心をずらし、それでも血飛沫を飛ばすレヴィス。

「──あああああああぁぁッ!!」

　止めの、振り下ろし。

　宙に跳び、両手で柄つかを握り締め、猛り狂う風渦を付与した剣身を。

　眼下のレヴィスに──叩きつける。

「ッッッ!!」

　両腕を交差してレヴィスは風渦の剣を受け止めた。

　途轍もない力の反発が発生し、剣身の気流が叫び声を上げながら暴れ回る。

　次の瞬間、レヴィスは決河の勢いで後方へ押し飛ばされた。

　両足で地面に二本の線条を刻み付けながら、それでも勢いは止まらず大空洞の最奥へと。

　弱々しい赤光を漏らしている大主柱はしらに、背中から叩きつけられた。

　アイズが、せり勝った。

「はぁ、はっ……」

　剣を片手で持ちながらアイズは息を切らす。

　唸うなる風の鎧を解除し、レヴィスのいる大主柱はしらのもとへと歩んでいく。

　レフィーヤの召喚魔法サモン・バーストによって食料庫パントリーは火の粉と熱気が満ちる異世界に様変わりしていた。大空洞の天井や壁面を覆っていた巨大花の組成も音を立てて焼け落ち、本来の岩肌が覗のぞきつつある。アイズが背を向ける後方では、今度こそ敵勢力を掃討し力つきた冒険者達が地面にへたり込んでいた。

　アイズが近付くと、片膝をついていたレヴィスは、ゆっくりと立ち上がった。

　出血している全身から蒸気──『魔力』の粒子──を立ち上らせ、傷の治癒を始める。僅かに目を見張っていると。彼女は口を開いた。

「……今のお前には、勝てないようだな」

　その緑色りょくしょくの瞳に何の感情も浮かべず、淡々と発言する。

『魔石オリヴァス』を食らっても『風』を纏うアイズに未だ力が劣ると述べる彼女には、味方も、モンスターも残っていないにもかかわらず、謎の冷静さと余裕があった。

　アイズが怪訝けげんそうな表情を浮かべ、間合いを残して正対すると、レヴィスは背後の石英クオーツを見上げる。

「この大主柱はしらは食料庫パントリーの中枢きもだ。これが壊れるとどうなるか……知っているか？」

「っ!?」

　──まさか。

　石英クオーツの表面を撫でるレヴィスを止めようとしたアイズだったが、遅かった。

　[image: 拳]を握られ、腰をひねり、横殴りの一撃を大主柱はしらに叩き込まれる。

　儚い赤光を帯びていた石英クオーツの柱にたちまち竜の爪つめ痕のような巨大な亀裂が生じ、罅が天辺まで上ったかと思うと、次には甲高かんだかい破砕音を響かせた。磨耗していた大主柱はしらはとうとう倒壊してしまう。

　そして、連動するかのように食料庫パントリーの天井が崩れ始めた。

「……！」

「逃げなければ埋まるぞ？　特に、助けが必要なお前の仲間はな」

　満身[image: 創]痍のアスフィ達に、魔法の行使によって倒れ込んでいるレフィーヤ、足が砕けたベートを見やって告げてくるレヴィス。

　落下する岩石の音を聞きながら、アイズは唇を嚙んだ。恐らくレヴィスは計算して最後の攻撃を受け止め、この大主柱はしらのもとにあえて吹き飛ばされたのだ。

　激しい岩盤の雨が降りそそぐ中。

　冒険者達は取り乱しながら撤退行動に移ろうとしていた。

「怪我けが人には手を！　荷物は捨て置きなさい、脱出が最優先です!!」

　体に鞭を打ちながら指示を出すアスフィに、動き回る【ヘルメス・ファミリア】。

「情けねえ犬人いぬとは違うんだ、助けなんているか！」

「あーっ、面倒くさい！　これだから狼人ウェアウルフは嫌なんだっ！」

　肩を貸す犬人シアンスロープのルルネにベートが怒鳴った。

　罵詈雑言を交わしながら出口に向かおうとする。

「ウィリディス!?」

　そして、精神疲弊マインドダウンを起こし倒れ伏しているレフィーヤを、フィルヴィスは抱き上げようとした。

　だが──伸ばした手が震えて、止まる。

　まるで穢れた手で触れるのを躊躇ちゅうちょするように、そこから動けずにいると。

　レフィーヤが、自らその手を取った。

「……！」

「だい、じょうぶ……」

　霞んだ瞳で、弱々しく微笑ほほえむ少女に、目を見開くフィルヴィス。

　彼女は切なそうに胸を握り締めた後、決意してレフィーヤの体を抱き起こした。

　少女の細い体を自分のもとへ傾け、その場から離れ出す。

「……っ」

　手を貸し合い出口を目指す冒険者達の姿に、アイズも撤退を決めた。

　自分も傷付いた者達を助けなければと、目の前にいる女性より仲間を優先させる。

「『アリア』、59階層へ行け」

　背を向けて場を離れようとした直前だった。

　投げかけられた声に、アイズは視線を向ける。

「ちょうど面白いことになっている。お前の知りたいものがわかるぞ」

「……どういう、意味ですか？」

「薄々感づいているだろう？　お前の話が本当だとしても、体に流れる血が教えている筈だ」

「……」

「お前自みずから行けば、手間も省ける」

　今のアイズを強引に連れていくのは一苦労、という言外の意味を含ませるレヴィス。

　彼女はこちらを見つめ、目を細めた。

「地上の連中は私達を利用しようとしている……精々こちらも利用してやるさ」

　最後は独白のように言ったきり、レヴィスは口を開かず、その場にたたずむのみだった。

「おい、【剣姫】！」

「アイズ、急げ！」

　ルルネとベートに呼びかけられ、緑色りょくしょくの瞳と交わしていた視線を切る。

　崩落によってまだ塞がれていない出口に集う彼等のもとへ走った。

　大空洞を後にする直前、アイズはもう一度背後を振り返る。

　空間の最奥から動かない赤髪の女。降りしきる岩の奥に姿を消すまで、アイズは彼女と視線を絡ませ続けた。

　やがて、怪我人を担いで崩落する迷宮から退避する。




　この日、24階層の食料庫パントリーは崩落した。

　冒険者の一行は、何とか脱出することに成功したのだった。
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　人知れず激戦をくぐり抜けたレフィーヤ達は、『リヴィラの街』を経由し、その日の内に地上へ帰還することができた。

　ホームに帰った後、心配をかけたアイズはロキに説教と罰ゲームを受けることとなったが、【ロキ・ファミリア】の構成員メンバーは五体満足、概ね問題はない。ベートの砕けた足は【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院によって綺麗にもと通り、精神疲弊マインドダウンを起こしたレフィーヤも一日ほど寝込んでほぼ回復した。

　フィルヴィスは別れ際、多くを語らず笑みだけを見せ、【ディオニュソス・ファミリア】に帰っていった。彼女との距離が縮まったことを自覚しつつも、レフィーヤはまた会って沢山の話を交わしたい、と願った。彼女の主神であるディオニュソスは、ロキが言うには今回の事件を重く受け止め、うんうんと唸っていた、らしい。

　そして【ヘルメス・ファミリア】には、数人の死者が出た。レフィーヤはかける言葉が見つからなかったが、もし良かったら墓に手向けの花でも添えてやってくれ、とアスフィとルルネから微笑まれた。好き好んで冒険者を生業なりわいとしている以上、自他の死はもとより覚悟の上、と彼女達は言った。今回の冒険者依頼クエストを引き受けたルルネの横顔はどこか悲嘆しているようにも見えたが……深入りできないレフィーヤにはわからない。

　少なからず事件の爪痕を残しながら、それぞれの【ファミリア】は日常の中に戻っている。




「色々なことが沢山あったけど……」

　あの事件から二日。

　ようやく体が全快したレフィーヤは、自室のベッドの上でやることもなくぼーっと過ごしていた。同僚の女性団員との相部屋は割と広く、今は一人でいるためかどこかもの寂さびしい雰囲気もある。

「『アリア』、か……」

　宝玉の胎児や闇派閥イヴィルスの残党、怪人クリーチャー。

　衝撃的な事柄が目白押しで何から考えればいいのかわからないが、今いま、レフィーヤが最も気になっているのはその名ことばだった。

　あの大空洞で、アイズはオリヴァスにそう名指しされていた。

　街リヴィラ襲撃の際もそうだ。あの赤髪の女……レヴィスに彼女は『アリア』と呼ばれている。同時にレヴィス達はアイズ──『アリア』を探していたような口振りを残していた。

　憧あこがれの少女と彼等の接点が気になってしまい、レフィーヤは思い切って本人に尋ねてみたが、無駄だった。あの大空洞で何があったのか、レヴィスと何を話していたのか、そして『アリア』とは何なのか、アイズは何も語ってくれなかった。

　アイズ自身じしんも状況を摑みかねているようで、「ごめんね……」と申し訳なさそうに謝罪を言い渡されたのみだ。

「う～ん……詮索せんさくは、駄目だけど……うぅ～ん」

　ぽすん、と音を立てて仰向けに転がる。

　山吹色の髪をベッドへ扇形に広げながら、気になっちゃうなぁ、とレフィーヤは天井を見上げながら呟いた。

『レフィーヤ、平気ー？』

「……ティオナさん？」

　ドア越しにかけられた声に、レフィーヤは立ち上がった。

　部屋の扉を開けてみると案の定、ティオナがおり、すぐ側にはティオネもいる。

「大丈夫だったー!?　なんか大変だったんでしょー!?　もう動いて平気なのー!?」

「は、はい、もう体の方は……」

　ずいずいと迫ってくるティオナに、レフィーヤは数歩すうほ後退する。

　ベシッと姉が後頭部を叩はたいてようやく大人しくなる彼女に思わず苦笑していると、どうやらティオナ達は自分の身を案じてお見舞いに来てくれたらしい。

　昨日は丸一日精神疲弊マインドダウン後の倦怠感が酷く、レフィーヤはほぼ部屋にこもりっきりだったのだ。

「アイズとベートからちょっとは話はなし聞いたんだけどさー、なんかよくわからなくて」

「あんたがトンチンカンなだけよ、馬鹿ティオナ」

「あはは……そういえば、ティオネさん達は下水道の方へ行かれてたんですよね？　そちらの方はどうだったんですか？」

　部屋の中に通して、ふとレフィーヤは質問した。

　レフィーヤ達が24階層に足を運んでいた時、ティオナ達はフィンとともに都市の地下水路の調査に当たっていた筈である。

「あの食人花のモンスターは何匹か見つけたけど、収穫って呼べるものはなしね。無駄骨だったわ、こっちは」

　ティオネはそう言って肩を竦めた。

　食料庫パントリーでモンスターがどこかに運び出されようとしていた光景を知る身としては、やはり地下水路にいる食人花は闇派閥イヴィルスの仕業なのだろうか……としばらく思案していたレフィーヤだったが。

　先程までの考え事が、ぱっと思い浮かんだ。

「あの、ティオナさん、ティオネさん……『アリア』、って知っていますか？」

　アイズに内密で探るような真似まねは気が引けたが、このまま何も知らなかった振りをするのもレフィーヤにはできなかった。

　ティオナとティオネは自分よりアイズとの付き合いが長い。もしかしたら何か知っていることがあるのではないか、とものは試しに尋ねてみる。

「『アリア』？　私は聞いたことないわね……」

　ティオネは心当たりはないと首を傾かしげ、

「『アリア』？　あたし、知ってるよ！」

　ティオナはあっさりと答えた。

「え!?　ほ、本当ですか!?」

「うん、ほんとだよー」

　ティオナ達には失礼な話だがそこまで期待していなかっただけに、レフィーヤはその答えに仰天した。「お、教えてくれませんか!?」と身を乗り出すと、「うん、いいよー！」とまたしても軽い答えが返ってくる。

　そこからティオナは、何故なぜか移動を始めた。

「ティ、ティオナさん？　どこに行くんですか？」

「んー、書庫！」

「はぁ？　何で書庫なんて行くのよ？」

　レフィーヤとともにティオネが訝いぶかる中、ティオナは「あたしが教えるより手っ取り早いって！」と言って軽い歩調でホームの廊下を歩いていく。

　やがて三人は団員ならば自由に使える【ファミリア】の資料室に足を踏み入れた。

　木の匂においが漂うこの部屋は壁一面、そして中央にいくつも本棚が並べられている。ダンジョンに関する書物や魔導士などの職業別の虎の巻、他にもロキが気まぐれにかき集めた古書などが蔵書されており、【ファミリア】共有の財産だ。時折ときおり使用済みの魔導書グリモアなども突っ込まれていることがある。

「小さい頃ころ、よく読んでたから覚えてるんだ……えーと」

　ティオナは記憶を掘り起こすように特定の本棚を見て回った。

　付いていくレフィーヤとティオネに後ろから見守られながら、うろうろと、棚の間の行き来を繰り返す。

「確かここでも見かけたような気がするんだけど……あ、あった！」

　嬉うれしそうな声を上げ、ティオナは背伸びして高い棚から一冊の本を引き抜く。

　かなり分厚く、年月を感じさせる装丁だ。

　べらべらー、と頁ページを適当に開いていたティオナはお目当てのものを見つけたのか、「はい！」と言って手渡してくる。レフィーヤはうろたえながら開いた古書を受け取った。

　左右の肩からティオナとティオネに覗き込まれながら、頁ページに視線を落とす。

「これって……英雄譚、ですか？」

　開かれた頁ページには、一人の英雄に寄り添う、長い髪の女性がいた。

　白黒の挿絵で、天の羽衣を纏った姿で描かれている。

　記されている名前は……。

「……精霊、『アリア』」

　英雄と精霊は、ハイエルフやドワーフ、獣人、小人族パルゥム、アマゾネス……多くの仲間とともに立ちはだかるモンスターと対峙たいじしている。

「話の内容は微妙に違うけど、色んな物語に出てくるよ」

「そういえばあんた、小さい頃から童話とかお伽噺、よく読んでたわねぇ……」

「えへへー」

　ティオナとティオネが喋り声を交わす中、レフィーヤはじっと本の中の女性を凝視する。

　……アイズに、似ているだろうか？

　いや、こんな挿絵では詳しいことはわからない。

　そもそもこの英雄譚は『古代』の話を題材としたもの……約千年も前の物語だ。

（『精霊』……）

　神に最も愛された子供。

　神の分身。

　完全なる不死ではないが、何世紀にも及ぶ寿命。

　エルフと同じ魔法種族マジックユーザーにして、エルフ以上の強力な『魔法』と『奇跡』の使い手──。

（──アイズさんの、『風』？）

　そこまで思考が迷走したレフィーヤは、まさか、と一笑に付した。

『精霊』ならば神々と同じく、相対すれば誰にでもはっきりとその種族が察せる。アイズはちょっと天然というか不思議な感じはあるが、神聖というほどの存在感は見受けられない。

　それに神の分身である『精霊』は神々かれらと同じく、子も産めない筈だ。レフィーヤはいくつも浮かんだ愚かな妄想を全て退けた。

　確かにアイズは神にも劣らない美貌を持っているが──それは彼女の潜在力ポテンシャルだ！　と憧れを抱くレフィーヤは心の中で声高に主張する。

　結局ただの勘違いか、と苦笑しながら。

　レフィーヤはゆっくりと本を閉じる。

　本の表紙には、『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』という題名タイトルが綴られていた。

























　24階層の事件から三日後の朝。

　アイズは北西のメインストリートを歩いていた。

　煉瓦れんが造りの装身具店アクセサリーショップ、頑丈な加工石で築かれた小砦のような道具屋アイテムショップ、視界の奥に建つ有名派閥の真まっ赤かな塗装の武具店、冒険者ご用達の立派な店々が大通りに軒を連ねている。整然と敷き詰められた石畳の上を多くの同業者達が行き来していた。

　ヒューマンと亜人デミ・ヒューマンの雑踏に揺られながら、アイズは今日までの記憶を振り返る。

　赤髪の女、レヴィス。

　人とモンスターの『異種混成ハイブリッド』、『怪人クリーチャー』、『強化種』……戦いの後で確認したそれらの情報に今でも驚愕きょうがくを禁じえない。彼女は人類が──そして恐らく神々でさえも──未確認であった特級の異常事態イレギュラーたる存在だ。『オラリオを滅ぼす』という目論見も判明した今、一見いっけん平和そうに見えるこの都市を、果てしない大きな闇やみが覆うとしているのをアイズは幻視してしまう。

　何が起きているのか、何が起ころうとしているのか、知りにいかなくてはいけない。

　レヴィスの存在が、レヴィス達のもたらした言葉が、アイズにその意志を秘めさせる。

（あの黒いローブの人も、真相を追っているのかもしれない……）

　冒険者依頼クエストを託してきた黒衣の人物は、先日ルルネのもとを訪れたらしい。

　詳しい情報を彼女から報告され、重苦しい沈黙を纏まとった後、最後に二つの鍵かぎを手渡して再び姿を消したとのことだ。

『報酬』と告げられた二つの鍵の内の一つを、ルルネは首を傾かしげながらアイズに直接渡わたしに来た。「多分、ノームの貸し出し金庫の鍵だ」という彼女の言葉に従って二人で東区画の保管庫セーフポイントに足を運んでみると、いくつもある小さな金庫ボックスの二つに、鍵は確かにはまった。

　687番、688番の隣り合った金庫をルルネとともに開けてみれば……中にぎっしり詰まっていたのは、赤青緑紫に輝く沢山の貴石に、金銀の指輪、装飾された一角獣ユニコーンの角、そして数冊の魔導書グリモアだった。光り輝く小さな宝物庫に、アイズとルルネは目を点にした。

　推定換金額は二人して引っくり返るほどの額で、アイズはその報酬の全すべてを『遠征』の準備で資金不足になりかけている【ファミリア】に回した。黒大剣を除いた階層主ウダイオスの『ドロップアイテム』を売り払い何とか代剣レイピアの借金を払い終えたアイズにとって、それほどまでの大金はいっそ所持するのが恐ろしかったからである。

　冒険者依頼クエストの報酬としては破格なほど、貴重な道具アイテムをあれだけ用意できる黒衣の人物は何者なのだろう、という疑問はつきないが。

　少なくとも今は、対立する敵ではないような気がした。

（『遠征』も、決まった……）

　事件に関しての事後処理がほぼ済んだ後、アイズ達は団長であるフィンに召喚された。

　ベート、レフィーヤとともに24階層での一部始終を彼に伝えた後、アイズは一人残って、レヴィスとの間であったことを全て語った。

　そしてその上で、59階層へ行きたい、という意思も伝えた。

　しばらく黙考していたフィンは、わかった、いいだろう、とアイズの申請を受け入れた。【ロキ・ファミリア】は正式に『遠征』を行うことを決定したのである。

　八日後、派閥の全勢力を集結させて深層攻略に臨む『遠征』。

　自分一人ではいけない階層の領域に思いを馳せながら、アイズは、その時が来るのを静かに待っている。

「……いい、天気」

　思考を一段落させたアイズは、晴れ晴れとした青空に向かって呟つぶやいた。

　お日様が眩まぶしくて辛つらい、などといういつかの言葉が再び漏もれ落ちることはない。心なし意気込んだ歩調でメインストリートを進み、ややあって目的地であるギルド本部に到着する。

　前庭の中で足を止め、ちら、と腕の中を見る。両手で大事に抱えているのは白布に包まれた防具──プロテクターだ。

　10階層で拾った、白兎もとい少年ベル・クラネルの落とし物である。アイズはこれを返すために彼の担当官がいるギルド本部まで足を運んだのだ。

　周囲の冒険者からちらちらと視線を寄せられる中、むん、と胸中で気合いを入れる。

　これを渡して、今度こそ謝ろう、と第一級冒険者の少女は熱意を燃やしていた。

　心の奥にいる幼いアイズからも声援エールを送られながら、いざっ、とギルド本部内に足を踏み入れる。

「……ヴァレンシュタイン氏？」

「おはよう、ございます」

　目的の人物はすぐに見つかった。

　窓口に待機しているハーフエルフの受付嬢──エイナ・チュールにアイズは接触を果たす。

　不思議そうな表情を浮かべる相手に、これまでの事情と、そしてプロテクターの件も伝えると、彼女は「わかりました」と笑みを浮かべた。

「私から、ベル君……ベル・クラネルにプロテクターをお渡しします。お話の方も伝えておきますので」

　微笑ほほえむエイナに、アイズは若干じゃっかん緊張しながら自分の意思を伝えた。

「あの……」

「？」

「……直接、返したいんです」

　身勝手な要望だと思いつつも、アイズは告げてしまった。

　少年も冒険者なのだから、この防具プロテクターが戻ってくるなら早いに越したことはないだろう。しかしそれでも、我儘わがままとわかっていても、アイズは自分の手でこのプロテクターを渡したかった。

　その場でこれまでの謝罪も告げるのだ。迷惑や傷付けたことを含めて。

　今度は……逃げられないように。

　目の前の緑玉色エメラルドの瞳ひとみを見つめながら、たどたどしく、そしておずおずとアイズが懇願すると、彼女は真剣な表情で頷うなずいた。

「わかりました。では、私も協力します」

「？」

「彼が逃げ出さないように、いえ逃げ出せないように、場を設けます。きちんと面と向かわせますので」

　まるで保護者、いや面倒見の良い姉のように彼女は提案した。

　同時に少年へ「全く失礼なっ」と憤るように語気を少々強める。

　クスリ、と小さく笑みを漏らしてしまいながら、アイズは担当官である彼女と予定の調整を進めた。ほんの少しだけ、気分は白兎うさぎを人参で誘おびき出そうとする感覚に近い。

　窓口で始まる話し合い。迷宮探索で多くの冒険者が出払っているロビー内で、美しいハーフエルフと金髪金眼の少女が注目を集める。

　そして、『遠征』前にエイナ同伴のもと、面談用ボックスに閉じ込めてアイズが強襲する、という計画を真摯かつ前向きに検討していると。

　唐突に──正面にいる彼女エイナの瞳が、こちらの背後を見てはっと見開かれた。

　小首を傾げ、アイズがその反応を追うように振り返ると。

（──え）

　処女雪のような白髪に、深紅ルベライトの瞳。

　本日は休業なのか、細身の体は防具を脱装した簡素な服装だった。

　まさに少年といった風貌は、振り向いたアイズに、戦慄せんりつのごとく驚愕を示している。

　……あの子、だ。

　言葉をかけ合うことを忘れたアイズ達は、三者三様の体勢で、動きを停止させてしまった。

「……」

「……」

「……」

　まさかの異常事態イレギュラーに担当官である彼女が動揺し。

　固まっているアイズが、その深紅ルベライトの瞳と視線を絡からませる中。

　少年は、ぎこちない動きで、こちらに背を見せた。

「え」

　アイズが呟くのとほぼ同時、白兎は再び逃走した。

「ベ、ベル君!?　待ちなさい！」

　アドバイザーの言葉も聞き入れず少年は全力疾走する。

　がーん、とアイズが衝撃ショックを被こうむっていると、彼女はこちらに声を飛ばした。

「追ってください、ヴァレンシュタイン氏!?」

　逃がしてはいけないという呼びかけに、はっ、とアイズは目を覚ます。

　そうだった、と手もとの包みをぎゅっと握り込んだ。

　建物の玄関を飛び出した白兎を、その金色の瞳で捕捉する。

　──に、逃がすものか！

　アイズは疾走した。

　本気で。

　本部のロビーを瞬く間に一過し、玄関口を速攻でくぐり抜け、逃走する白兎の背後にすぐさま追い付く。

　神速ぜんりょくの風を伴いながら、そのまま、追い抜いた。

「──いっっ!?」

　正面に立ちはだかったアイズは、止まることもできず突っ込んでくる少年を。

　えい、とあっさりと受け止めるのだった。
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　そして、対面である。

　アイズの目の前にいる少年は酷く混乱しているようだった。

　アイズ達を追ってきた彼女エイナに事情を聞かされても動揺が抜け切らないようで、二人で話をつけなさい、と言い付けられ取り残された今は、飼い主に見捨てられた小動物のような表情を浮かべている。

　真っ白な髪が、彼の心情を表すように忙せわしなく揺れていた。

「……あの、これ」

「！」

　アイズは意を決して声をかけ、プロテクターを差し出す。

　振り向いた少年は咄嗟とっさに受け取った後、石のように硬直してしまった。

　真っ赤になってまだうろたえている少年の顔をじっと見つめたアイズは、緊張を始めとした色々な感情を胸に抱きながら──思い切って謝った。

「ごめんなさい」

「え……？」

「私が倒し損ねたミノタウロスのせいで、君に迷惑をかけて、一杯傷付けたから……ずっと謝りたかった。ごめんなさい」

　申し訳なさからつい目を伏せがちにしてしまうと、息を呑のむ気配が伝わってくる。

　アイズが顔を上げると、少年はそれまでの動揺を忘れたかのように、一気に声を連ねた。

「ち、違います！　悪いのは迂闊うかつに下層へもぐった僕でっ、ヴァレンシュタインさんは、貴方は全然悪くなくて!?　むしろ助けてもらった命の恩人で！　というか謝らないといけないのはお礼を言わずに散々逃げ回っていた僕の方でっ……ご、ごめんなさいっっ！」

　堰を切ったように言葉を溢あふれさせる少年に、謝り返されたアイズは驚いてしまう。

　一段と赤くなって「その、えっと、だからっ……」と必死に言葉を探している姿に、何と言ったらいいかわからない、不思議な感情もまた覚えてしまう。

（こんな風に、喋しゃべるんだ……）

　多くは聞いたことがなかった少年の声は、意外に大きかった。

　慌てて喋る姿はアイズの想像よりずっと素直で、子兎こどもっぽくて、面白おもしろかった。

　童話の中の登場人物が紙の世界から飛び出して、目の前に降り立ったような感覚。その姿と声に色が付き、アイズの知らなかった表情を沢山たくさん浮かべる。

　今いる場所をつい忘れ、胸をほのかに温かくする透明な感情にアイズがたゆたっていると。

　少年はややあって、勢いよく頭を下げた。

「何度も助けていただいて……本当に、ありがとうございました！」

　感謝の言葉がアイズに届く。

　しばらく腰を折っていた少年は、恐る恐る体を戻した。

　色々な誤解が解けた音が聞こえた。少なくとも少年はアイズのことを恐れてなどいなかったし、アイズと同じように伝えたい言葉を抱えていた。

　……なんだろう、嬉うれしい、と。

　目を見開いていたアイズは、ゆっくりと、顔を綻ばせる。

　誤解が解けた晴れやかな気持ちと、喜びが半々に交ざった、小さな微笑みだった。

　唇からこぼれたアイズのその微笑を見て、少年は何故なぜかまた、真っ赤になってしまったが。

「……」

「……」

　やることを終え、伝えることも告げて、会話が途切れる。

　お互いの手が触れ合える距離でアイズはたたずんだ。青空に見下ろされながら静かな時間だけが流れていく。

　少年は立ちつくすのみで、思い出したように身動みじろぎをし、アイズの瞳とばっちり目が合ってしまうと慌てて視線を逸そらした。

　もう少し話をしたい、声を聞いてみたいと思うアイズだったが、自分の口数の少なさには自覚があった。残念ながら、共通の話題でもない限り碌ろくに会話はできないだろう。自分はティオナ達のようには喋れない。

　そこで、ふと、アイズはとある事柄を思い出した。

「……ダンジョン探索、頑張ってるんだね？」

「は、はいっ!?」

　声をかけられ、少年が大きな反応を返してくる。

　アイズはどうしても気になっていたことを、ここで触れた。

「もう、10階層に辿たどり着いたみたいだったから……すごいね」

　先日、依頼を受け、彼をダンジョンで探し回っていた時に抱いた違和感。

　そして、興味。

　駆け出しの冒険者から10階層のモンスター達を相手取るまで急速に成長した目の前の少年に、アイズの関心は傾いていた。

「い、いえっ、それは色んな人に協力してもらったおかげでっ、ぼ、僕は全然まだまだというか!?　も、目標にも全く手が届かなくて……！」

　照れ臭さを誤魔化ごまかすように、取り乱しながら謙遜する少年を見つめる。

　同時に、考えてしまう。

　もし、そんなに速く成長する秘密があるのなら、と。

（私は、今より……）

　脳裏に過よぎるのは、赤髪の女──レヴィスとの一戦。

　そして数日後に迎える未到達領域59階層への進攻アタック。

　数々の頂いただきがこの先で自分を待ち構えている。予断ではなく、確信だ。

　恐らく【ファミリア】の仲間も巻き込んで、アイズは激しさの増す戦いに身を置くことになる。今いま以上の強さが求められることになる。

　後悔だけは、したくない。

　何かを失うことが、在ってはならない。

　ここから更に、高みへ。

　Ｌｖ．６に至ってもなお、あの24階層の事件を経て、アイズは強くそう思ってしまった。

「戦い方だって、我流というか素人というか、変なことをしてモンスターにやられそうになることだってよくあって、もっと強くならなくちゃいけないのに、とにかく全然ダメでっ、全然なっちゃいなくてっ、えーと……!?」

　そのために知りたい。

　成長の秘訣ひけつを。

　高みへの可能性を。

　この短期間の内に劇的な躍進を遂げた、少年の力を。

　顔を赤くして言葉をまくし立てている少年を前に、アイズは黙考する。

　悩みに悩みに悩んで、色々なものを天秤にかけ、自分の心の奥を見つめ直して。

　やがて、おずおずと。

　アイズは、少年へと切り出した。

「それじゃあ……私が教えてあげようか？」

「……えっ？」

　──戦い方を。




　そして、アイズは。

　少年に師事されることになった。




























あとがき







　この外伝三巻は、二ヶ月連続刊行する本編六巻と同時期に執筆していました。

　一切いっさい迷宮の描写がなかった本編の代わりとばかりにこちらではダンジョンダンジョンしております。もうどちらが本編なのか、という突っ込みが至るところから寄せられてきそうで戦々恐々せんせんきょうきょうしている毎日です。




　ファンタジー世界の中で、ドワーフと並ぶほどエルフという種族が好きです。耳が長く、美しい彼等彼女等が出てくれるだけで心が弾はずんでしまいます。実際じっさい本作品でも、エルフは五種族存在そんざいする亜人の中で最も設定が掘り起こされているかと思います（本編六巻、外伝三巻の現時点ではありますが）。エルフというだけでキャラがすごく立ってしまうので、登場人物の設定を考える際「迷ったらエルフ！」と安直に種族を決めてしまうこともしばしばです。

　作中に登場するエルフという種族は、作者の偏見、またはこうであってほしいという願望から形作られています。

　プライドや同族なかま意識が高く、潔癖性、心を許した者でなければ肌の接触を嫌い、長命で魔法の潜在能力に秀ひいでている……などなど。様々な作品の中でもよく見かける定番の特徴も含めてない交ぜになっております。心も体の他人より美しくあろうとする彼等彼女等だからこそ、立ち止まったり『傷』を負ってしまった際は人一倍苦悩してしまう、そんな風に考えています。高過ぎる高嶺たかねの花はなである本編ヒロインを主人公に据すえたこの外伝において、彼女の後輩に当たる女の子がエルフであったのも、あるいは必然だったのかもしれません。

　この第三巻では、また新たな刺客エルフが現れました。

　彼女の登場によって出番的な意味で割を食ってしまったアマゾネス姉妹には頭を下げつつ、今後物語に彩いろどりを添そえてくれたらと思っています。

　それでは謝辞に移らせてもらいます。

　本巻は限定版の発売もあり、編集部の小瀧様、高橋様は勿論もちろんのこと多くの方々に力添えして頂きました。通常版と限定版、二種類の表紙を飾ってくださったはいむらきよたか先生、迫力ある限定版の表紙ラフを拝見した際、どちらの表紙を通常版にするか担当編集様と割と本気で相談してしまいました。『ガンガンJOKER（スクウェア・エニックス刊）』にて外伝コミカライズを執筆して頂いている矢樹やぎ貴たかし様、出張版コミックありがとうございました。とても面白かったです。本書を手に取って頂いた読者様も含め、皆様には深く感謝しております。

　これからもどうかよろしくお願いいたします。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　本来の所属組織の枠組みを越えて作られる混成チームが大好物です。普段とは異なる顔ぶれとの出会いに、芽生える友情、あるいは恋愛、仲間割れも欠かせないかと思います。我の強い人物達が織り成す冒険譚はイベントが目白押しです。

　一度限りのドリームパーティ、とそこまでのものはまだ作れませんが、いつか挑戦したいと本巻執筆中に思いました。




イラスト

はいむらきよたか

　本伝『ダンまち』、アニメ化だそうです。専らコチラで活躍しているキャラ達にも、顔出しのチャンスが有ったり無かったり？

　あ、二巻で述べた「首ヘルニア」ですが、現在は既に寛解しています。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=6200
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉
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